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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















○エンプティからつぽの






　──死んでいるように眠ねむっていて、眠るように死んでいた。




　落下は勢いよく、地じ獄ごくに堕おちるように速すみやかに。

　激げき突とつは柔やわらかく、天国に至ったように緩ゆるやかに。

　温かな記き憶おくも、冷たい衝しよう動どうも、何もかもが遠くに去り、残っているのは、ただの抜ぬけ殻がらだった。

　ゆらゆらゆらゆらと、大海に投げ出された小こ舟ぶねのよう。

　助けて！　助けて！

　声を限りに叫さけぶ。叫んだのに、目の前に広がるのは荒あれ狂くるう海、黒い波、黒い空、黒い死──。

　小舟の底に穴が開く、海に引き摺ずり込まれる。

　呼吸ができない。目が見えない。何も聞こえない。

　ぐるぐる、しゅるるる──ごぼり。どれほど懸けん命めいに手をばたつかせても、虚むなしく水面みなもを叩たたくだけ。

〝お前が手に入れたものなど、何もない。何故なぜならお前は空っぽだ。空っぽエンプテイなんだよ〟

　内なる囁ささやき。

　かもしれない。こうして死にかけているのに、何も思い出すことができないのだから。

　右足を、冷えた手が摑つかむ。

　ぐいいと、引き摺り込まれた。

　死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで。生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて、生きて。




　何もかも空っぽエンプテイ。

　まったくもって誰でもないノーバデイ。




　沈しずむ沈む沈む。ドス黒い空間をどこまでも堕ちていく。苦しい、痛い、虚しい、怖こわい、辛つらい…………寂さびしい。

　不意に、その目を見開く。闇あん海かいの底に、ほんの少しだけ輝かがやくものがある。

　沈む恐きよう怖ふも溺おぼれる苦痛も忘れ、その光に向かって泳ぎ出す。どれほどの痛みも、苦しみも、それに向かっていけるだけで忘れることができる自分が、少し不思議。

〝急げ、急げ、急げ。今、握にぎり締しめなければきっと永遠に手に入らなくなるぞ〟

　その通りだ、と少女は己おのれを叱しつ咤たする。

　震ふるえる手で、それを握り締めた。

　それは弱々しい、けれど確かに輝きを放つモノ。

　自分にはないはずの、許されないはずの輝きだった。




　　　　◇




〝眠ることが死ぬことであれば、起きることは生きること。生きることとは、思考することである〟

　そんなことを少女は思考する。

「──────────────あぁ」

　それは、現世への接続。ゆっくりと上半身を起き上がらせ、うんと背せ伸のびした。でもまだ少女は眠いので、もう一度ごろんと横になった。

「なあ─────────────────────────」

　微睡まどろみの間だけ許される、可愛らしいというよりは奇き妙みよう奇天烈きてれつ極きわまる鳴き声。

　でも何となく猫ねこみたいで気に入ったからもう一度鳴こうとして、重要な事実に気付いた。

「……ここはどこ？」

　目を見開いて、慌あわてて起き上がる。起き上がって、精神に衝しよう撃げきを受ける。いや、衝撃というよりは空白か。

　わからない。今自分がどこにいるのかもわからなければ、

「……わたしはだれ？」

　そもそも、己が誰なのかもわからなかったのである。




　靴くつは、履はいている。服は、着ている。眼鏡は、してない。

　胸は、ある。

　わかったことは、それだけ。

　ひとまず、自分が女性だということはわかった。白い服を着ているということも、何とかわかった。そしてそれ以外は全く何もわからないし、何も思い出せない。

　そして、まったくもってどうでもいいことだが。名無しの少女は先ほどの台詞せりふがあまりにベタベタすぎることを思い出し、ひとしきり笑い転げた。

　──さて。

「笑うだけ笑ってはみたけれど。どうすればいいんだろう」

　名無しの少女は首を捻ひねる。ぽかぽかぽかと頭を叩いて、自分について思い出そうとする。

　……霧きりに包まれたような感覚。あるいは、ごっそりと大切なものを奪うばわれたような記憶。

　周囲を見回す。

　誂あつらえたように綺き麗れいな路地裏だった。いや、路地裏なんて普ふ通つうは汚きたならしいはずなのだけど。この場にはゴミ一つ塵ちり一つない。

　彼女はそれが、不思議と落ち着かなかった。清潔な路地裏は、まるで自分が拒きよ絶ぜつされているよう。四方八方を白い壁かべに取り囲まれている様は、虜りよ囚しゆうのようでもあり、別の何かのような気もする。

「とにかく、誰かに聞いてみよう」

　考えても仕方がないし、ここにいても仕方がない。それなら、前に進むしかない。




　歩き出す。

　路地裏から離はなれ、表へと出る。

「────────」

　彼女は絶句した。見慣れない街並みは仕方がない。けれど行き交かう人の群れが全く見当たらないのは「仕方ない」で済ませられるものではない。

　無人の街。信号は動いている、店は開いている。けれど肝かん心じんの人間が見当たらない。ノラ猫一匹ぴきすら、だ。

「どなたかいらっしゃいませんかー！」

　道の真ん中で、大声で叫んでみた。返答はなし。

「ハロー！　こんにちはー！　ニーハオー！」

　声はない。

　音もない。

　影かげもない。

　時間が停止しているのか、人間が滅ほろんだのか。

　滲にじむ不安を堪こらえつつ、名無しの少女は歩く。歩くだけでは足りなくて、走り出す。

「どーなーたーかー！　いーまーせーんーかー！」

　呼吸が切れるまで走り回っても、誰もいない。この街に生きているのは、自分だけ──。

　目眩めまいがする。記憶はないが、常識が「おかしい」と叫んでいる。街に、人間がいないはずがない。

　こんなのおかしいのに、おかしいはずなのに。

「どうしよう。夢？　夢だよね、これ」

　バランスを崩くずして、倒たおれ込む。道路のど真ん中で横たわっているというのに、咎とがめる人間すらいない。

　名無しの少女は笑い出したくなるのをどうにか耐たえる。一度この状じよう況きようで笑い出せば、もう死ぬまで笑ってしまいそうな気がする。

　これは絶対に夢だ、と少女は願う。夢の中だからこの街に人がいないのだし、夢の中だから記憶がなくて当たり前なのだ。

　目覚めてしまえば、何のことはない。日常に戻もどれるはずだ──その日常が、どんなものだったかは、記憶にないのだけど。

　倒れ込んだ少女は空を見る──そびえ立つビルに、はっとなって身を起こした。

「……上から見てみれば……！」

　ビルの屋上からなら、街が眺ちよう望ぼうできるはずだ。手近にあった一番高いビルに飛び込み、階段を慌てて上り始めた。

　大だい丈じよう夫ぶ、気のせいだ。たまたま人がいない状況だってある。近くで何かお祭りがあって、だから誰もいない。このビルだって、本当にたまたま人がいないだけなのだ。

　屋上から見れば、きっとすぐにわかる。人がいることがよくわかる。

　息が切れる。動どう悸きが激しい。先ほど転んだせいで、脛すねをぶつけてかなり痛い。

　痛みがあるのだから、きっとやっぱり夢じゃない。

　息せき切って走って、屋上へと辿たどり着く。ドアを開くと、そこは喫きつ茶さ店てんか何からしく、オープンテラスのお洒落しやれなテーブルと椅い子すが置かれていた。

　……人間は誰一人いない。

「でも……！」

　フェンスを摑み、眼下に広がる風景を見て──絶望する。

　誰もいない。信じ難がたいことに、この広い街には、これっぽっちも、ただの一人も、自分以外の生物が、存在しなかった。

　心が萎なえる。この現実ユメからは、もしかすると、永遠に出られない……？

　カタン、と自分以外の音がした。




　──後になって振ふり返ってみれば。

　──少女はこれを、悪運と呼ぶべきだったかもしれない。

　だが、その時の彼女にとってみれば奇き跡せきそのものだった。

「…………ひと、が、いる？」




　黒と赤の霊装ドレスは寒気がするほど美しい。

　艶つややかな黒くろ髪かみ、良くできた陶器人形ビスクドールのように輝かがやく白い肌はだと華きや奢しやな体。

　目を奪われた少女は、彼女の異常性に気付かない。煙えん突とつの上に、優ゆう雅がに佇たたずむ人間など、本来は存在しないということに。

　彼女の美しさは、その異常性を異常性と感じさせない問答無用のものがあった。

　ああ、青空なのが本当に惜おしい。

　少女はそう思う。きっと、本当に彼女が相応ふさわしいのは仄ほの明あかるい月光しかない、暗い夜なのだろう。

「……ません」

「……すいませーん!!」

　呼び掛けると、どう、という音が鳴り響ひびいた。耳元を掠かすめる強きよう烈れつな風圧。

「？」

　きょとんとして首を傾かしげる──瞳ひとみが交こう錯さくする。

　まばたきを一つ。

「ごめんなさい」

　鈴すずのような声。目を開けると、煙突からふわりと降り立った黒衣の少女が間近にいた。それで、少女が持つ真に美しいものに気付く。

　──瞳。

　黒衣の少女の左目は、時を刻んでいた。チクタクチクタクと秒針が動き、一周するとガチャンと短針が動き、合わせて長針が緩ゆるやかに見えぬ一歩を押し進める。

　精密に動作する物体は美しい。それが輝いていれば尚なお更さらだ。

　黒衣の少女がうっすらと笑えみを浮うかべて告げる。

「うっかり、うってしまいました」

　うってしまいました？　と少女は首を傾げる。

　売ってしまいました、打ってしまいました、撃うってしまいました。

　撃たれた。

　よく見ると、その手には古びた短たん銃じゆうが握られていた。振り返ると、喫茶店のテーブルが砕くだかれていた。

「撃たれたァ!?」

「撃ちましたわ」

　すとん、と少女の腰こしが抜ぬける。くすくすと黒衣の少女が笑って呟つぶやく。

「……そう、生きているのですね。あなたは」

　茫ぼう然ぜんとしたまま、少女は尋たずねる。

「……あなたは、天使？　それとも悪あく魔ま？」

「そうですわねえ、どちらかというと悪魔かしら？　あなたにとってはですけれど」

　くすりと、悪魔が微笑ほほえむ。確かにその笑みに、温かさは感じられなかった。

「いいえ。天使だと思います、わたしにとっては」

　その言葉に、悪魔は目を丸くした。

　少女は続ける。

「……わたしに名前はありません。空っぽエンプテイです。あなたのお名前は？」

「……わたくしの名前は、クルミ」




　黒衣の少女は願うように、その名前を口にした。

「わたくしの名前は、時とき崎さき狂くる三みと申しますわ」




　　　　◇




「そう、空っぽエンプテイは路地裏に倒れていたの」
















　狂三の紅あかの瞳が、標的を射い貫ぬくように名無しの少女を見つめていた。

「はい！　それでその、ここは何処どこですかわたし誰だれですか何で誰もいないんですか！」

　醒さめきった表情を浮かべる狂三に、エンプティ（便べん宜ぎ上じよう、この名前以外に適切なものが考えつかなかった）は捲まくし立たてる。

「質問は一つにしていただけませんこと？」

「あー、うー。では、わたしは誰ですか!?」

　くすくすと笑う狂三に、エンプティは食い下がる。

「わたくし、あなたのお名前はさっぱり存じ上げません」

「ですよね！」

「ですが、あなたが何であるかは知っていますわ」

「誰かは知らないけど、何であるかは知っている？」

　きょとんとした表情で、エンプティは首を傾げる。

　狂三はさらりと告げる。

「わたくしも、そしてあなたも。人間ではありません、精せい霊れいと呼ばれる存在です」

「……精霊……」

　精霊、と狂三は言った。

　理由は不明だが、その単語は何故だか腑ふに落ちた。

「あなたは、その中でも準精霊と呼ばれる種」

「準精霊……ですか」

「精霊ほどの強大な力はなく、人間より儚はかない、蜃しん気き楼ろうのような存在ですわ。とはいえ、人間ではありませんから、病気はない。空腹もない。交通事故もない。空も飛べる。それなりに凄すごい能力も使えますわよ」

「マジですか!?」

　それは凄い。さすが精霊と名付けられているだけのことはある。

「あなたは生まれたてだから無理でしょうけどね」

「がくり！」

　くすくすと狂三は笑う。エンプティの反応が妙みように愉ゆ快かいらしい。

「そして、ここは精霊だけが住む世界、以前人間だった者たちが住む、天国であり地じ獄ごく。──隣りん界かいと、呼ばれていますわ」

「……りん、かい」

　天国であり地獄、以前人間だった者──精霊が住む世界。

「無論、この隣界だって生きていくのは大変です。死なないですが、生きていくのは大変なのです。ついでに言うと、誰も世話なんかしてくれませんわ。何もかも、自分で何とかするしかない、という訳です」

「ほ、保護者的な存在は？」

「わたくしの知る限り、大人らしい大人は見たことありませんわね」

「それは……それは、その、ええと、もしかして。記き憶おくがなく、身寄りもない自分は」

　絶望なのではないだろうか？

　地獄なのではないだろうか？

「さ、質問は済んだでしょう。なら、お行きなさい。わたくし、忙いそがしいんですの」

「暇ひまそうに見えますが」

「ただの待ち合わせです。……ほうら、来た」

　誰かが来たのか、と背後を振り返る。屋上ドアには、誰もいない。エンプティがそう思った瞬しゆん間かん、声が空から降り注いだ。

「呼び出したのはどっち？」

　空から響く声。慌あわててエンプティが上向くと、そこにも一人の少女が立っていた。




　白と蒼あおの少女である。

　髪型は昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくのように鋭するどいツインテール。短めのスカートがひらひらしている様は、少しばかり目の毒だ。そして重要なことが一点、彼女は空に浮かんでいた。

「空……飛んでる……」

「呼んだのはわたくしです」

　狂三が一歩前へ出た。

「でしょうね。そっちの子は？　助手？」

「放ほうっておいて構わないですわ。できたての空っぽエンプテイですので」

　ああ、と空に浮かぶ少女が納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そ。なら、アンタがアタシを呼び出したってことでいいのね」

「ええ、その通りですわ。戌いぬ井い夢ゆ眼めさん」

　戌井夢眼、そう呼ばれた少女は自信に満ち溢あふれた笑みを浮かべて告げた。

「できたてを巻き込むつもりはないわ。空に来なさい」

「畏かしこまりました」

　とん、と狂三が軽くコンクリートの床ゆかを蹴けった。それだけで、ふわりと彼女の体が宙に浮いた。

「あ……」

　思わず声を出す。くすくすと夢眼が笑った。

「置き去りにされる飼い犬みたいな表情ね」

「飼ってもないのに懐なつくのは、駄だ犬けんと言わざるを得ませんかしら」

　酷ひどい言い草だった。

「聞きたいことが、まだ山ほどあるんですけど！」

「……わかりました。では、そこで待っていてくださいな。すぐに、戻もどってきますから」

「はぁ。あの、何をするんですか？」

　その問い掛かけに、狂三と夢眼は揃そろって笑う。笑って、朗ほがらかとすら言える表情で告げた。

「殺し合い」

　二人はたちまち、鳥のように空を飛んでいった。




　エンプティはフェンスに顔を押しつけて懸けん命めいに目を凝こらす──何とか、マッチ棒のような二人が確認できた。

　時崎狂三と、戌井夢眼が向かい合っている。

　しばしの間、茫然と佇たたずんでいたエンプティは、突とつ然ぜんの轟ごう音おんにびくりと身を竦すくめた。

　浮ふ遊ゆうしていた二人が、互たがいに空を舞まい始めていた。

　それでも、それだけならまだ許容範はん囲いだった。空を飛ぶのも、無人の街で人と出会うのもファンタジーだ。だが、二人がやっていることは──。

「本当に……殺し合ってる……」




　銃じゆうを撃つ。

　空を翔かける。

　剣けんで相手を突つく。

　それはつまり、どう言い繕つくろっても完全なる殺し合いだった。





○戌井夢眼






　昼下がり、無人の街、蒼そう天てんを背景にして少女二人が向かい合っていた。

　一方は白と蒼の少女。触角を思わせる鋭えい角かくなツインテール、無む垢くを印象づける白と蒼の霊装ドレスは陽光溢れる世界に相応ふさわしい装よそおいだった。

　そして、一方は黒と紅の少女。御み髪ぐしは黒く、霊装ドレスは黒と紅が入り混じっている。だが、何より特とく徴ちよう的なのはその左眼球。時計だ──チクタクと時を刻む眼球。

　ごくり、と戌井夢眼は唾つばを飲み込んだ。

　幾いく度どとなく死線を潜くぐったせいだろう。一目で、彼女の強さを読み取ってしまった。

「で、アタシを呼び出したアンタは一体何者？　〝人形遣いドールマスター〟とは関係なさそうだけど」

　夢眼の言葉に、時崎狂三はくつくつと笑う。

「ええ、ええ。まったくもって無関係ですわ。わたくしはただ、欲しいのです」

「欲しいって、何を？　アンタなんかにやるものなんか、アタシにはないけど」

「ありますわよぅ。招待状、届いたんですわよね？」

「……へぇ、何だ。アレが欲しいんだ。変わってるわね」

「あらあらあら。それでは、いただけますの？」

　にこにこと、狂三は微笑む。

　その笑みを壊こわしてやろうと、夢眼はベロを出す。

「嫌いやよ。欲しければ実力で──」

　銃声が響ひびき、肩かたに凄すさまじい力で殴なぐられたような衝しよう撃げきが奔はしった。夢眼は目を見開く。まばたき一つで、目の前の少女は短銃を取り出していた。

「ええ、では実力で獲とらせて貰もらいますわ」

　狂三は微笑ほほえんだまま。

　話を最後まで聞くつもりはなく、そもそも最初から殺すつもりだったらしい。夢眼は、牙きばを剝むいて針剣エストツクを顕けん現げんさせた。

「あら、それがあなたの無む銘めい天使？」

「行くわよ！」

「……ええ。かかっていらっしゃいな」

　ニタリ、と。何とも薄うす気き味み悪わるい笑みを、黒と紅の少女が浮うかべた。その不ふ吉きつさに、微かすかに気け圧おされた夢眼は、気合の一声を発しながら襲おそい掛かる。

　戦いが、始まった。




　それは、エンプティの目から見てもそれとわかるほどに一方的な戦いだった。

　飛ぶ速度が違ちがう。攻こう撃げきの射程距きよ離りが違う。戌井夢眼の攻撃は目にも留まらぬ速さなのに、黒と紅の少女はそれを容易たやすく躱かわし切っていた。

　信じられない。

　この世界の準精霊という存在は、あれほどまでに強いのか。

　エンプティは息を吞のんで、ただ見守るしかない。




　戌井夢眼の白と蒼を基調とした霊装ドレスは、今やあちらこちらが血に染まっていた。醜みにくく、朱しゆに。酷く、紅に。

　彼女は恐きよう怖ふしていた。殺し合いは望むところであった。しかし、目の前の少女は自分の予想を遥はるかに上回る難敵だった。

「ですから。それをお渡わたし頂ければ解決するのですわ」

　黒と紅の少女が宣告する。だが、これを渡すということは敗北だ。負けることが嫌で、嫌で、たまらないから勝ち続けていたというのに。

「嫌よ！　絶対に！　アンタなんかに渡すモンですか！」

「困りましたわねぇ。わたくしはあのゲームに参加したい、あなたも参加したい。定員は決まっていて、お互いに譲ゆずり合う気は毛頭ない」

「後から来た癖くせに、譲り合うとか何言ってんのよ！」

「ほら。ですから戦うしかないでしょう？　わたくしは、決めたのです。ゲームに参加すると。そのためなら、あらゆる障害を粉ふん砕さいするとも」

　背筋に悪お寒かんが走る。この準精霊おんなは、駄だ目めだ。掛け値無しに話が通じない。殺すか、殺されるか、その二択たくしかない。

「こ、のぉぉぉぉ──！」

　手にした針剣エストツクで襲い掛かる。わかっている、無む謀ぼうだなんてわかっている。

　何故なぜって先ほどから、自分の攻撃は掠かすりもしていない……！

　でも、あのゲームに参加してもっと勝ちたい、もっと強くなりたい。こんなところで躓つまずいてはいられない。

　たくさんの友達を糧にした。自分が生きるために、踏ふみにじった。だからきっと、この世界の主人公は戌井夢眼アタシなのだ。

　今いま更さら、退ひけるはずがない……！




　──馬ば鹿かね。どうしてそれが、自分一人ではないとわからないのでしょう。




　囁ささやき声。

　炸さく裂れつする痛み。穴が開いた。自分の存在を確立するための、霊結晶セフイラが奪うばわれた。痛いというよりは、ぞっとするほどの喪そう失しつ感かん。きっと鏡を見れば、醜い表情を浮かべた自分が映っているだろう。

「わたくしも、同じなのです。いいえ、むしろ想おもいならわたくしの方が強い。強くなりたい？　それだけですの？　そんな下らない、安っぽい願いで──わたくしの前に立たないでくださいませ」

　失しつ墜ついする。

　同時に招待状が奪い取られる。咄とつ嗟さに片手で少女の足にしがみついた。鬱うつ陶とうしそうに払はらおうとした彼女を、夢眼は制止する。

「待っ、て」

「まだ何か？」

「夢を聞かせて。アタシの夢が、どんな夢に負けたのか、聞いておきたい」

　狂三がわずかに目を見開き、動どう揺ようする。夢眼は決死の眦まなじりで狂三を睨にらみ付ける。虚きよ偽ぎは許さない、というように。

「わたくしの、夢は────」

　狂三が夢を伝えると、夢眼はニッコリと満面の笑えみを浮かべた。

「そう。それなら、アタシが消えてしまう甲か斐いがあるわ」

　手を離はなす。ほんの一いつ瞬しゆん、狂三の体が動いた。だが、彼女に手を差し伸のべる資格はない。




　霊結晶セフイラを失った夢眼は墜落する。

　空に解ほどけていくこの感覚は、思っていたより不快ではない──そんなことを、思いながら。




　　　　◇




　一人が落ちて、一人が残った。残ったのは、黒と紅あかの少女、時崎狂三。先ほど約束した通り、彼女は戻ってきた。

「あの、さっきの戌井さんは……」

「死にましたわ」

　素っ気なく狂三は告げた。死んだ、のか。目の前の精霊に殺されたのか。あまりに現実感が乏とぼしい。二人が空を飛んで戦っていたせいだろうか。まるきり、ファンタジーの世界でお話ししているようだ。

「あら、怖こわいのですか？」

　笑う狂三に、エンプティはしばし迷った末に頷うなずいた。怖いか怖くないかで言えば、大変怖いはずだ。だが、不思議と平気だった。目の前の少女は恐おそれるものではない。いや、恐れてはならないものだと、何かが囁きかけた。

「でも。今、あなたに立ち去られたらわたしは滅め茶ちや苦く茶ちや困るので！　申し訳ありませんが、今しばらくお付き合い願います！」

　今度は狂三が面めん食くらう番だった。ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返して、彼女はエンプティを見つめている。まるで、逃にげ出すのが当然だと思い込んでいたように。

　沈ちん黙もくを破ったのは、狂三だった。

「はぁ。……わかりましたわ、いいでしょう。使いでがありそうですしね」

　エンプティは胸を撫なで下ろし、深々と頭を下げた。

「よろしくお願いします！」




　──さて、結局のところわたしは誰だれなのか。

　そしてこれから、どうすればいいのか。

　様々な問い掛かけを投げるエンプティに、狂三はくすくすと笑う。

「あなたが誰なのかなんて、無論さらさら知りませんわ。これからどうすればいいかも、まったく存じ上げません」

「それは、わかっているんですけどねー！」

　あまりに万能そうな彼女に多少の期待はあったのだが、これであっさりと潰ついえた。

「あの、すいません。この街には、他に準精霊さんがいないんですか？」

「いなくて当然です。あの街は、舞台ステージですから」

「はあ、舞台ステージ。歌うんですか？」

「ええ、わたくし以外の誰かが歌いますわねぇ。喩たとえるなら……絶望の悲鳴と苦痛の絶ぜつ叫きようのアンサンブルを」

「……？」

　言葉の意味が、少女には理解できなかった。とりあえず、何か恐ろし痛々しいことを言ったことはわかったが。

　それは狂三にもわかったらしく、わずかに頰ほおが紅潮していた。

「忘れなさい」

「あの……絶望の悲鳴とは一体（カチャリ）何でもありません忘れます！」

　銃じゆうを握にぎられては、無む抵てい抗こうに徹てつするしかない。大だい丈じよう夫ぶ、誰にも言わないよ！　誰もいないものね！

「ほらほら、目的地が見えてきましたわよー。わたくしの、ですけれど」

　狂三が少女の手首をしっかりと握り締しめる。その手は強く、痛みを感じるほどだったが、少女はぐっと堪こらえた。

　拒こばんで手を離してしまえば、それきり狂三は自分を見捨てるような気がしてならなかったからだ。

　それに、力が強いことさえ我が慢まんすれば……誰かに手を握られている、というのはそう悪いことではなかった。

　見えてきた、という言葉に少女は視線を空に向ける。街の中央、近代的なビルが建ち並ぶ中、一ひと際きわ奇き妙みような建物がある。尖せん塔とうのような、ピラミッドのような、何やら幾き何か学がく的で、異様極きわまる建物だった。

　狂三がその建物を指差し、告げる。

「わたくしの目的は、あの校舎です」

「……校舎？」

「ええ。校舎です。だってあれ、学校ですもの」

「学校!?　マジですか」

「えらく、マジですわねえ」

　はー、とエンプティは訳のわからない感かん嘆たんの息を吐はき出す。

「つまりなるほど。わたしたちは学校に通うんですね。学校生活、いいですね、うん、何も考えずに勉強していれば、それでいい感じですか！」

「まあ、今はそう思ってくださると助かりますわ」

　狂三がニヤリと頰を歪ゆがませて笑みを浮うかべた。不ふ吉きつな笑みだが少女にそれを気にしている余よ裕ゆうはない。

　そもそも、不吉な笑みだとしても全く構わない。あの時感じた孤こ独どくより、辛つらいことはないのだから。







　校舎の中は、ひんやりとした空気だった。

「空調が効いてるんですね」

「外も大して暑くないというのに。支配者ドミニオンというのは我わが儘ままですのね……」

「ドミニオン？」

　聞き慣れない単語に少女が首を傾かしげるが、狂三はその単語の意味を教えるつもりはなさそうだった。

　だが、その言葉を呟つぶやいた狂三の険しい表情から、少女は何となく狂三にとってよろしくない単語なのだろう、と推測した。

「念のため、もう一度お尋たずねします。あなたは、わたくしと一いつ緒しよに来るんですね？」

「いきますいきますついていきます！」

　惚ほれ惚ぼれとするほどの即そく答とうに、狂三は微かすかに呆あきれたような表情を浮かべた。

「──なら、覚かく悟ごなさい。確かにここには、あなたが恐れる停てい滞たいはありませんわ。でもね、それは決して良いことでもありませんのよ？」

「……」

　瞬しゆん間かん、少女は沈黙した。

「気き紛まぐれでここまで連れてきましたけど、空っぽエンプテイなあなたには荷が重すぎますわよ？」

「そもそも、この建物に何があるのかも知らないんですけど」

　人間は未知を恐れる──だが。

　まったく知らないもの、まったく触ふれていないものを恐れることはできない。闇やみ夜よを恐れるのは、闇に潜ひそむモノが「自身に苦痛を与あたえるものではないか」という疑念が生まれるから、恐れるのだ。

　無知にして無む垢くなる赤あかん坊ぼうが、見えず、知らないものを恐れることはない。

　その点で言うのであれば、少女は赤ん坊そのものだ。

　恐れるべきだと言われても、何を恐れるべきかがわからない。

　狂三はしばし考えて、わかりやすい表現を導き出した。

「……痛いのはお嫌きらいかしら？」

「ええ、それはまあ」

「では、怖いのもお嫌いかしら」

「それはもう」

「戦うことは、お好きかしら？」

「え」

　狂三は返答を待たず、少女の耳元でそっと囁ささやいた。

「エンプティ、エンプティさん。これからわたくしはね、準精せい霊れいを殺すんですの。可愛らしい女の子の形をした、準精霊たちを殺しにいくんですよ？」

　先ほど殺した、あの戌井夢眼のように。

　彼女はこれから、また殺しにいくらしい。

　……だが、ついていかない訳にもいかなかった。

　何しろ、今の自分にわかることは「自分には記き憶おくがない」「この街は作り物で、人はほとんどいない」という二点のみ。

　行くことが死に繫つながるかもしれないが、戻もどれば確実に死ぬ。

　あの路地裏に戻り、何も考えないまま朽くち果てるのだろう。それは、いけないことなのだから。

　無む為いに死ぬなど、神が許しても己じぶんが許さない。

　絶対に。絶対にだ。




　　　　◇




　エンプティはふと窓の外を見て驚おどろいた。薄うすぼんやりと光る青空には、よく見れば太陽がない。ただ、全体的に明るいだけだ。

「太陽がないんですね、この世界」

「え？　……そうね。太陽は、大きすぎるからでしょうね」

「あー、やっぱり異世界なんですね」

　狂三は呟いたエンプティの顔を覗のぞき込む。エンプティが首を傾げると、狂三ははぁとため息をついた。

「その通り。あなたが察した通り、異世界ですわよ。恐らく今のあなたにとっては」

「あ、やっぱり」

「説明は後でしましょう。できるならば、ですけれどね」

「わ！」

　そこは、驚いたことに。

「こんなに沢たく山さん……！」

　生徒たちがいた。

　内装は日本のどこにでもあるありきたりの、そして少々古ふる臭くさい学校の教室。立ち並ぶ木製の机と椅い子す、白く薄うす汚よごれた黒板には乱暴な書体で文字が書かれている。そして、何よりエンプティが驚いたのは、教室の椅子に座る同年代と思おぼしき『少女』たち。

　生きている。

　息をして、動いている。間ま違ちがいなく生物であり、人間であり、同世代の少女たちだった。服は全員バラバラで、学校の制服らしき者もいれば、明らかに私服の者もいる。

　少女たちは一いつ斉せいに時崎狂三とエンプティを見る。その視線に、時崎狂三以外にも生きている者がいると理解して、エンプティは胸を撫で下ろした。

「良かったぁ。やっぱり生きている人がいたんですね」

　視線をよく吟ぎん味みすれば、敵意や悪意、あるいは殺意といったものばかりだと気付いたかもしれないが、浮かれていたエンプティはまったく意識できなかった。

　教きよう壇だんには赤ん坊より少し大きい程度の人形が二体、腰こし掛かけている。一体は長い栗くり色いろの髪かみをした、どこか優やさしげな様子を窺うかがわせる赤い着物の人形。「可愛い」というよりは「綺き麗れい」という表現が似合うだろう。もちろん漢字変へん換かんも込こみである。

　もう一体は短めの金きん髪ぱつをした少年のような人形。半ズボンとランドセルは持ち主の趣しゆ味みだろうか。こちらは「可愛い」ではなく「綺麗」でもなく「凜り々りしい」という表現が一番似合う、とエンプティは何となく思った。

　まあ、そんな外見は問題ではない。

　一番の問題は、着物の人形が両りよう腕うでをぱたぱたと振ふったかと思うと、教壇からひょいと自分で飛び降りて近付いてきたことだ。

「人形って動きました……っけ……？」

「普ふ通つうは動きませんわねぇ」

　糸はない、何かモーターとかで動いているという風でもない。ごく自然に、人間のように近付いてくる。

　着物の人形が口を開く。

「──お名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

　綺麗な着物の人形は、鈴すずを転がすような綺麗な声で喋しやべった。エンプティは驚きよう愕がくに次ぐ驚愕で、もう既すでにこれについて考えることを拒きよ否ひしている。人形は喋る、これ常識。

「新たにエントリーした、時崎狂三ですわ」

　ぴたり、と人形の動きが止まる。人形のガラスの瞳ひとみが、狂三を覗き込んだ。

「招待状をお持ちでなければ、このゲームに参加はできません」

「あらあらあら、何という偶ぐう然ぜんでしょう。わたくし、招待状を拾ったばかりですの」

　その言葉に、二体の人形を除いた全員が剃刀かみそりのような視線で狂三を切り裂さいた。

　エンプティにはわからなかったが、彼女は要するにこう説明したのだ。




〝招待状を送られるに足る強つわ者ものを、私は苦も無く倒たおしてきたのだ〟と。




　人形はしばらく沈ちん黙もくを通し、やがてこくりと首を縦に振った。エンプティには何となく、それが渋しぶ々しぶといった感じに見えた。……人形なのだが。

「……承うけたまわりました。そちらは？」

　狂三は笑顔で答える。

「連れですわ。こちらの世界に到とう着ちやくしたばかりのようですし、せっかくなので囮おとりに使おうと思ってますの」

「そうです、わたしは狂三さんの連れで囮……囮!?　囮ですか!?」

　エンプティが慌あわてて叫さけぶ。

「ああ、囮が嫌いやならデコイでも」

「同じ意味じゃないですか！」

「何を今いま更さら。奴ど隷れいでも召めし使つかいでも好きに不ふ眠みん無給でコキ使ってくださいと懇こん願がんしたのはあなたではないですか」

「懇願もしてないし奴隷も召使いも承知した覚えはありませんけど!?」

「まあまあ。いいではありませんか、そのくらい」

「人の人権を踏ふみにじっておいて、その言い草！」

　エンプティに対する訝いぶかしげな視線が消えていく。彼女のような存在は、よくある『現象』なのだ。

　この世界に時折現れる、全すべてを失った彷徨さまよう子羊。

　あるいは、こう言い換かえるべきか。命だけは失わなかった彷徨う少女。

「確かに、霊結晶セフイラの力は砂じや利りのようにちっぽけのようです。わかりました、囮としての扱あつかいを認めましょう」

　赤い着物の人形が、そう応じた。

「感謝いたしますわ」

　狂三が慇いん懃ぎんに礼の言葉を述べる。どうやら自分も此こ処こにいていいらしい、とエンプティはようやく周囲を見回す余よ裕ゆうができた。

　先ほどは同年代の少女たち、としか認識できていなかったがよく見ると、明らかに異常なものを彼女たちは手にしている。

　それは、武器──と呼べるものだった。

　少女の身にはあまりに不ふ釣つり合いな巨きよ剣けん、長なが槍やり、剛ごう弓きゆう──それらはまだ理解できても、巨大な木の十じゆう字じ架かに至っては何が何だかわからない。

　ぱん、と一ひと際きわ大きな破は裂れつ音。見れば教壇に立つ凜々しい人形が、手を叩たたいていた。

　ぱん、ぱん、ぱん。

「皆みな様さま、これにて今回の参加者が規定に達しました。エントリーを締しめ切らせていただきます」

　教壇に戻った赤い着物の人形が柔やわらかに告げる。

「申し遅おくれましたが、わたしの名前は朱あか小こ町まち。ゲームの審しん判ぱんを務めさせていただきます」

　続いて、短髪の人形が凜りんとした声で告げる。

「同じく、審判を務めることになるリュコスという。我ら二人の言葉は即すなわち、〝人形遣いドールマスター〟のお言葉である」

〝人形遣いドールマスター〟という言葉に、全員が複雑な反応を見せる。恐きよう怖ふ、不安、怯おびえ、闘とう志し、憎ぞう悪お、その他様々な感情が教室内に入り乱れていた。

「それでは順番に名前を呼ぶ。手を挙げ、自己紹しよう介かいを始めよ。なお、武器と霊装の虚きよ偽ぎ申しん告こくはこちらで指し摘てきする」

　リュコスが朱小町に目線を移す。朱小町は手にしたリストを片手に、ゆっくりと教室内を巡めぐり、呼びかけ始めた。




「出席番号一番。シェリ・ムジーカは立ってください」

「はい、はいはーい！」

　褐かつ色しよくの少女が元気よく手を挙げた。何となくブラジル系を思わせる風ふう貌ぼうと陽気な声。無む邪じや気きそのものといった笑顔で、口から微かすかに見える八や重え歯ばも愛らしさを強調している。

　服装は何とも簡素で、ピンクのＴシャツに黒いスパッツ。同年代というよりは、かなりの年下に見えた。

　彼女が手にしているのは、大きなレンズが塡はめ込まれていて──。

「あれ、虫眼……うにゃあ!?」

「お黙だまりなさい」

　そっと囁ささやいたエンプティの太ふと股ももを、無造作に狂三が抓つねった。ともあれ、立ち上がったシェリは全員に向かってぺこりと頭を下げて、ピースマーク。

「第五霊属、シェリ・ムジーカです！　武器は無む銘めい天使〈炎魔虚眼セクメト〉。霊装は〈火焰霊装・二八番ヤーコート〉！　後はえーと……殺した人数でも数える？」

　明るい調子で、彼女は酷ひどく物ぶつ騒そうな言葉を投げた。

「あの……冗じよう談だん……」

「……ではありませんわね」

「趣味は貯金！　頑がん張ばってお金貯ためて兄弟姉し妹まい養うの！」

　もしかすると良い子なのかもしれない、とエンプティは頷うなずいた。

　そこへリュコスが鋭するどい声で指摘する。

「なお、彼女に兄弟も姉妹もいない」

　悪い子なのだ、とエンプティは納なつ得とくした。

「あはははは。バレたー」

　噓うそをついたことにも、それがバレたことにもまったく頓とん着ちやくなく、シェリはすとんと椅子に座り直した。




「出席番号六番」

「は、はい！」

　立ち上がった少女が、ぺこりと人形に頭を下げた。それから、周囲にもぺこぺこと頭を下げる。古めかしい、というと失礼だがどことなく野や暮ぼったさを感じる白いセーラー服に紺こん色いろのロングスカートはまさにスタンダード・オブ・スタンダード。

　髪かみ型がたもそれに相応ふさわしい、古風な三つ編みだった。微かに下がった目め尻じりが、彼女をいかにも温和なものに見せる──が、物もの凄すごく致ち命めい的てきな違い和わ感かんが一つ。鋭く光を放つリング状の刃やいばが、スカートの腰こし部分にぶら下がっていた。

「……あの、アレなんです？」

「あれは戦輪チヤクラムですわね。古代インドの投とう擲てき武器です」

「第八霊属、砺と波なみ篩ふる絵えです。武器は無銘天使〈風声戦輪シルフイード〉、霊装は〈風威霊装・四三番スカイウオーク〉。趣味はお裁さい縫ほうと、お料理です」

　ぱちぱちぱち、とエンプティが思わず拍はく手しゆした。くすりと笑って、篩絵は手を振った。

　今度という今度こそ、いい人だとエンプティは思った。

「ちなみにあの方の持っている戦輪チヤクラム、あなたの首ならストンと落ちますよ」

「いや、でも、それでも、まあ、いい人だと信じたいんです……！」

　世界は皆みな可愛らしく善良で大人しい人ばかりでないと、多分すぐに死にそう。

　そんな予感がエンプティをひしひしと包み込んでいた。




「出席番号一一番。蒼あお……ですか？」

「……ツァン。第一〇霊属、蒼ツアン」

　朱小町の問い掛かけに少女はぼそりとした声で答えた。誰だれもが目を奪うばわれるような輝く髪を靡なびかせ、何事にも冷れい淡たんでいようと決意したような眼まな差ざし。鋭えい利りな美び貌ぼうには男女問わず目を奪われずにはいられない魅み力りよくがあった。

「立って欲しいのだが」

　リュコスの言葉に、蒼は無言で立ち上がる。

　その手には長なが柄えの武器ハルバード。鋭い槍と戦鎚ウオーハンマーが組み合わさった複合武器。殴なぐるも突つくも自由自在といったていだった。

　エンプティがほうほう、と目を向ける──視線が絡からむ。心臓が一際強く弾はずんだのは、照れや羞しゆう恥ちではなく、彼女がたまらなく恐おそろしかったからだろう。

「武器、無銘天使〈天星狼ライラプス〉。霊装……〈極死霊装・一五番ブライニクル〉」

　蒼の言葉に、教室がどよめいた。視線が集中するが、彼女は心ここにあらずという感じで、窓の景色をぼんやりと眺ながめている。

「……どうしてざわめいたんですか？」

「〈天星狼ライラプス〉の名は、この世界では有名なのです。一〇〇人と戦って勝ったとか、一いち撃げきで相手を押し潰スマツシユしたとか」

　確かに、あの巨大な武器を自由自在に振ふり回すのであれば人一人を押し潰つぶすことなど簡単だろう。

「でも、まさかあんな武器をひょいひょい持ち上げるなんて、できる訳ないですよ。ゴリラじゃあるまいし」

　ぴしゃり、と教室の雰ふん囲い気きが凍こおり付く。蒼がエンプティを睨にらむ──その視線で、エンプティは「あ、死んだ」と思った。脳天から真っ二つ、すぱーんと一発。

　どうやら、エンプティの感想は見事に少女の神経を逆さか撫なでしたらしい。

　ぱぁっと輝かがやくような笑顔で狂三が笑う。

「あらあら、早さつ速そくデコイの役割を果たしてくれたみたいですね。仕事熱心で、わたくし嬉うれしい限りです」

「そ、そんなつもりは毛頭！　何かこう、口がつるっとですね！」

「……趣しゆ味み、なし。以上。……それから、ゴリラではない」

「……ゴリラでは、ない」

　二度言った。多分、大事なことなのだろう。

　じぃぃぃぃぃぃぃっとエンプティを睨みながら、蒼が腰こしを下ろした。エンプティは思い切り顔を逸そらして、その視線から逃のがれ続けた。



















「えーと……続けて、出席番号一三番」

「はぁい」

　粗そ末まつな木の十字架と、人形を抱だいた少女がぴょこん、と立ち上がった。他の少女と比べても一際幼く、全身をピンク色のロリータファッションで固めた砂糖菓が子しのような少女。彼女だけは、先ほどから屈くつ託たくのない笑えみを皆に投げかけているだけだった。

「第四霊属、指宿いぶすきパニエ！　武器は無銘天使〈青銅怪人タロス〉、霊装ドレスは〈旧糸霊装・五二番ヴイクトリア〉！　よろしくお願いなんですよ、お姉ちゃんたち！」

　世界の祝福を一身に受けたような微笑ほほえみに、かろうじて応じたのはエンプティと砺波篩絵の二人。残りは馬ば鹿か馬ば鹿かしい、とばかりに鼻白んでいた。

　この教室にいる時点で、彼女もまた他と同類の人でなしなのだ。

　それを理解できていないのはエンプティだけである、が──。

「……？」

「どうしました？」

「ああ、いえ何でもありません」

　指宿パニエにその人でなし以外の奇き妙みような不自然さを抱いだいたのもまた、彼女エンプテイだけだった。とはいえ、それは本当に微び細さいな違和感。空白であるエンプティの思考は、現状を把は握あくするのに精せい一いつ杯ぱい。そんな微妙な情報にいつまでも関かかわっていられない、とすぐにその違和感を棚たなに上げた。

「趣味はお菓子なのよ。一日中お菓子を食べてさえいれば、パニエは幸せなのよ。でも、パニエがお菓子を食べるには、いっぱい霊力が必要なのね。だから、殺すのよ。えへん」

「ひどい動機ですね……」

「他の方々も、似たようなものでしょう」

「みんなでがんばろー！　えい、えい、おー！」

　最後に指宿パニエはそう言って、右みぎ腕うでを掲げたが誰一人賛同しなかった。




「出席番号一五番」

「はい！　土ひじ方かたイサミです！」

　すっく、と立ち上がった短髪の少女はハッキリと前を向いて頭を下げた。ショートパンツで上は青色のジャージというあたり、いかにも体育会系という様子である。

　鳶とび色いろの瞳ひとみは勝ち気な雰囲気を漂ただよわせていて、手にした日本刀（と呼ぶには、少々巨きよ大だいすぎたが）も含ふくめて、さながら陽気な侍さむらいのよう。

　その、いかにも体育会系といった様子に時崎狂三は嫌いやそうな表情を浮うかべる。

「どうしたんです？」

「いえ。ああいう方、少し苦手で」

「ああ……わかりますわかります」

「もちろん他意はないんですよ？　ないんですが、こう……」

「聞こえてます！　大だい丈じよう夫ぶ、アタシもアンタは苦手なタイプですから！」

　狂三が顔を顰しかめ、エンプティは跳とび上がった。日本刀を持ったイサミはその様子にアハハハハ、と笑った。すぐ背後に座っている眼鏡をかけた少女が言う。

「……さっさと自己紹介を始めなさい」

「お、そうだそうだ！　アタシは第一霊れい属ぞく、土方イサミ！　武器は無銘天使〈堕天一箇神いつぽんだたら〉、霊装は〈特攻霊装・七八番くろいとおどし〉！　趣味は戦せん闘とう！　特技も多分戦闘！　皆でガッツリ斬きり合おう！　でも理想的にはアタシが一方的に斬りたいかな！　じゃ、よろしくね！」

　体育会系を通り越こして人斬り系だった。

　確かによく見ると、瞳が危険な色を発している。何というか、嬉き々きとして人を斬るタイプというべきか。




　続いて、先ほどイサミを注意した少女が呼ばれた。

「出席番号一六番」

「はい」

　眼鏡を掛けた、長い黒髪の少女が立ち上がった。彼女は制服組だ。紺色のブレザー、白いブラウス、チェック柄がらのスカートは平均的な長さ。眼鏡はいわゆるアンダーリムで、少し吊つり気味の目によく似合っていた。

　先ほどのイサミが体育会系なら、まさしくこちらは文系。それも、超ちよう攻こう撃げき的風紀委員属性も併あわせ持っている印象である……とエンプティは判断した。

　西洋風の弓を片手にした少女とイサミの視線が絡む──不敵な笑み。

　ライバル関係だろうか、とエンプティは何となく考えた。

「……第二霊属、武たけ下した彩あや眼め。武器……無銘天使〈原初長弓クロトス〉、霊装は〈恒星霊装・七九番アルナスル〉。趣味は読書」

　素っ気ない自己紹しよう介かいが終わると、やはり彩眼とイサミは視線を重ね合わせた。そこに情らしきものはなく、ただ闘志だけが滲にじみ出ていた。

「ライバルかしら」

「いいですよね、ライバルって。青春って感じです！」

「……青春で済めばいいんですけどねぇ」

　青春では済まない。そのことを、狂三はよく理解している。




「出席番号一九番」

「おう」

　個性豊かなラインナップの中でも、一ひと際きわ目を惹ひく少女が立ち上がった。まず服装。ネクタイを外したセーラー服、そしてロングスカート。片手に握にぎられているのは毒々しい色の長なが槍やり、先ほどからぽたりぽたりと紫むらさき色いろをした液体が滴したたり落ちているのが何とも汚きたならしい。

　髪かみは金色だが、明らかに後天的に染め上げている。少しだけ、頭のつむじの部分が黒髪でプリンのようだった。その表情は爆ばく発はつ寸前という感じ。つまり、何かきっかけがあれば直ちに爆発する。

　他の生徒と比ひ較かくすれば、

「第九霊属、乃の木ぎ。武器は無む銘めい天使〈喜悦毒牙バジリスク〉、霊装は〈輝威霊装・六三番エンジエルダスト〉」

「あのー」

　エンプティは今しがたの紹介に不自然さを感じ取り、ひょいと手を挙げた。

「はい、囮おとりさん」

「苗みよう字じはわかりましたが、お名前は？」

「……」

　ふて腐くされたようにそっぽを向いた乃木の代わりに、リュコスが口を開く。

「彼女の名前は、あいあいだ」

「あいあい」

　こくんとリュコスが頷うなずき、もう一度名前を繰くり返す。

「乃木あいあい」

「……面白い名前ですね！」

　ぎしり、と教室の雰囲気が先ほど以上に凍り付いた。狂三ですら「何を言い出しているのだろう、この○○○○は」という表情を浮かべている。

「面白くて悪かったな……？」

　ぼそりと、あいあいが呟つぶやいた。

「……その、すいません」

「後で校舎裏にツラ貸しな」

「ひいいいいい！」

　エンプティは狂三にしがみつく。狂三は面めん倒どうそうに、腕から彼女を引き剝はがした。




「出席番号二三番」

　次に立ったのは、一際異様な風ふう体ていをした少女だった。やや茶色がかった髪、ほっそりとした体、そして何より、顔を包帯で覆おおい隠かくしている。

　立ち上がる際の動きも、包帯で顔を隠しているから当たり前だろうが、どこかギクシャクとしていた。服装はあまりにも場ば違ちがいな患かん者じや用のパジャマ。青く清潔感はあるが、さすがに教室には不釣り合いも甚はなはだしい。

「……第六霊属、フォルス・プロキシ。無銘天使〈不可視指ギユゲス〉、霊装……〈虚空霊装・九一番マスターマインド〉」

　彼女は淡たん々たんと立ち上がり、淡々と頭を下げ、淡々と座った。

「ご病気……ですかね？」

　エンプティのひそひそ話にも、まったく反応を示さず。狂三はじっと彼女を睨み据すえている。

　憎にく々にくしいとばかりに。

　忌いま々いましいとばかりに。

　……それが、エンプティには少しだけ不思議だった。




「出席番号二七番」

　リュコスの呼び掛かけに、簡素に後ろで黒髪を束ねた少女が音もなく立ち上がった。服は改造された藍あい色いろのセーラー服で、スカートも短く、どことなく露ろ出しゆつ過多。それからセーラー服の隙すき間まからチラチラと見える黒いレースのようなものは、もしかしなくとも鎖くさり帷子かたびらではないか。

　気の強そうな表情、油断のない鋭するどい目、太ふと股ももからちらりと見える凶きよう悪あくそうな苦く無ない……と、まさしくくノ一そのものだ。

　強そうなのだ。すごく、とっても、かなり、強そうなのであるが。何故かこう、敵に捕ほ縛ばくされて「くっ、殺せ……」と言ってしまいそうな危あやうい雰ふん囲い気きがあった。

「第七霊属、佐さ賀が繰くれ唯ゆい。武器は無銘天使〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉。霊装……〈隠形霊装・三四番イヅナ〉。……よろしく」

　素っ気なくそう呟くと、彼女はすぐに座った。

「……捕つかまって『くっ、殺せ』って言いそうですわね」

「……！」

　ぼそりと狂三が言った瞬しゆん間かん、エンプティは咄とつ嗟さの判断で自身の脇わき腹ばらを思い切り抓つねって事無きを得た。

「……」

　なのに睨にらまれていた。事無きを全く得ていなかった。というか、言ったのは自分ではなく狂三なのだが──もちろん狂三も同じように睨まれている、だが彼女は平気らしい。




「出席番号二九番」

「彼女なら欠席ですわ」

　狂三の言葉に、エンプティははてと首を傾かしげて……ギシリと固まった。

　彼女か。狂三と激げき闘とうを繰り広げ、倒たおれて泡あわのように消えた彼女のことか。

　朱小町とリュコスは教室を見回して、彼女がいないことを確認すると頷いた。




「出席番号──なし。便べん宜ぎ上じよう、二九番とする」

「わたくしですわね」

　隣となりに座っていた狂三が立ち上がる。

　そして艶つややかな声で、彼女は自己紹介という名の爆ばく弾だんを放ほうり投げた。

「第三霊属、時崎狂三。天使〈刻々帝ザフキエル〉。霊装──〈神威霊装・三番エロヒム〉」

　今度はざわめくどころではない。

　場が凍こおり付いた──否いな、時間が停止した。

「……天使？　無銘天使じゃないんですか？」

　おずおずと、砺波篩絵が手を挙げて朱小町に質問を投げかけた。彼女はぐるんぐるんと首を回転させ、その言葉を否定する。

「いいえ、時崎狂三は天使。纏まとう霊装は神威霊装。即すなわち──正しよう真しん正しよう銘めい、あの精霊ということです」

　誰だれかの吐と息いきの音すら聞こえるほどの、重苦しい沈ちん黙もくだった。

　雰囲気があまりに不ふ穏おん極きわまりない。どうやらエンプティは知る由よしもなかったが、自分を気き紛まぐれで拾い上げた時崎狂三という少女は、この個性豊かな面子メンツの中でも更さらにトップクラスの──畏い敬けいされる少女らしい。

　エンプティは反応を得ようと周囲を見回す。

　誰も彼もが動どう揺ようし、手近にいる者と視線を交かわしていた。唯ゆい一いつ、蒼ツアンという少女だけが、さして動揺もせずにじっと狂三を見つめている──自分と視線が合う。

　たちまち、森の中で羆くまさんとバッタリ出会ったような心境に陥おちいって思わず目を逸そらした。

　一方の時崎狂三は、ニコニコと微笑ほほえみながら誰かと視線が絡からみ合う度たびにぱたぱたと手を振ふっていた。

「……信じられるか」

　乃木あいあいが吐はき捨てるように呟くと、幾いく人にんかはそれに同意した。他の人間は、狂三と視線が合うことすら恐おそれているようだった。

　リュコスが再びぱん、と手を叩たたいて全員の注目を浴びる。

「以上、これで一〇人が揃そろった」

「あ、あの。わたしの紹介とかないですか？」

　エンプティがおずおずと手を挙げた。

「不要である」

　リュコスがうんざり、というニュアンスがビンビンに伝わってくるような声で応じた。

「な、何か仲間はずれというのはダメな気がするんですよわたしは！」

「はいはい。えーと、名前は？」

「エンプティ！　です！　あ、これはそう呼ばれたので便宜上名乗ってます」

「霊装ドレスは……なさそうですね」

「霊装ドレスというものがよくわからないので、多分ありませんね！」

　大おお威い張ばりで胸を張る。

「コイツ本当に生まれたてだ……」

　呆あきれたように、乃木あいあいが呟いた。

「生まれたて？　わたし、多分一七歳……とか、そのくらいだと思いますけど」

　首を傾げると、乃木あいあいが「あー……」と呟いて、頭を抱かかえた。

「あのですね、エンプティさん。わたしたちは、人間じゃないんですよ」

　おずおずと、砺波が言った。

「はい、それは知ってますけど……？」

　エンプティがこてん、と首を傾げる。砺波はため息をつく。

「一から説明するのは、時崎狂三さんにお任せしていいですか？」

「え、嫌いやですわよわたくし。面めん倒どう臭くさいですし」

「説明してくださいよ、できるんなら！」

　エンプティが肩かたを揺ゆさぶるが、狂三はそっぽを向いたままだ。

「──あたしたちはな、人間じゃないんだよ」

　乃木あいあいが呟く。ぴたりと、エンプティの動きが止まる。

「そうです。わたしたちは、準精霊。昔は人間でしたけど、今はこの隣りん界かいで生きる生命体。今のわたしたちが生きるために必要なものは、心臓ではなく霊結晶セフイラであり、何より必要なものは……夢です」

　砺波が乃木あいあいの言葉を引き継ついだ。

「……ゆめ……？」

　彼女は優やさしく微笑み、頷く。

「目的意識、と言い換かえてもいいでしょうか。わたしたちの肉体は存在しているようでしていない。だから、思考を絶やせばそれはただの亡ぼう霊れいに過ぎなくなる」

「亡霊……ですか」

「こうしたい、ああしたい、こうなりたい──そういう夢がないと準精霊わたしたちは生きていけないんです。お腹なかは減らないけど、美味おいしいものが食べたいと望まないと生きられない。綺き麗れいな服で着き飾かざりたいのなら、歌を歌いたいなら、そうしようと願い続ける。そして──」

　不敵な笑えみを浮うかべたイサミが立ち上がる。

「戦わなきゃ、生きていけないって準精霊ひともいるんですよ！　アタシたちみたいにね！」

「そうね。戦って、戦って、殺し合って、生命いのちを削けずり合わないと生きている実感が見る見る内に薄うすれていく」

　武下彩眼の言葉に、佐賀繰唯が言葉を引き継いだ。

「──薄れていく先には、消しよう滅めつが待っている。我々は、己おのれの夢を喰くうことで生きている生命体なのだから」

「えっと。じゃ、じゃあ……もしかして皆みなさん」

　エンプティがリュコスを見る──人形は頷うなずき、凜りんとした声で宣言する。

「ここにいる一〇人は、殺し合うために集まった」

　エンプティは絶句する。

「これは戦争デートだ」

　リュコスが告げる。

「これは殺し合いデートです」

　朱小町が言う。

「最後に立つべき者を決めるために」

　リュコスが言う。

「皆さんで、精せい一いつ杯ぱい殺し合ってください」

　朱小町が告げる。

　リュコスが鞄かばんの中から、恭うやうやしく宝石のようなものを取り出した。大きさは野球のボール程度だろうか。だがしかし、宝石というにはあまりに形が奇き妙みようだった。何というか、小さな欠片かけらを接せつ着ちやく剤ざいでくっつけあった……というような、歪いびつさを感じさせた。

「勝ち残った一人には、この第一〇領域マルクトの支配者ドミニオンである〝人形遣いドールマスター〟様より、この霊結晶セフイラが贈ぞう与よされる」

「凄すごい……」

　ほう、と誰かが感かん嘆たんの息を吐く。

「あの、霊結晶セフイラって何ですか？」

　エンプティが狂三に尋たずねる。狂三はしばし思案した末に、エンプティの胸を指で突つっついた。ふにゅり、と胸に指が沈しずむ。

「い、いやん？」

　エンプティが戸と惑まどいながら言った台詞せりふを、狂三は無視した。

「霊結晶セフイラとは、精霊にとっての心臓のようなものです。いえ、心臓そのものですか。わたくしたちは、その小さな結けつ晶しようから霊力を生み出しています」

「これが無くなると──」

「死にますわよ？」

「……え。じゃあ、もしかしてそのビッグサイズの霊結晶セフイラは……」

　正直、嫌な予感しかしない、と思ったら朱小町は思いの外あっさりと回答した。

「この霊結晶セフイラは準精霊一〇〇人分。つまり、この霊結晶セフイラを得た者には一〇〇人分の力が与あたえられることになります」

「一〇〇人……」

　誰もが息を詰つめて、周囲の様子を窺うかがい、下手をするとこの場で殺し合いが始まりそうなくらい、加速度的に闘とう志しが部屋を満たしていく。

「──この力を手に入れたいのであれば、強きよう者しやであることを吼ほえ立てよ。それがあの御お方かたの伝言である」

「こんなものを、一時の戯たわむれのために放り出すなんて……信じられない」

　彩眼の呟つぶやきに、朱小町が首を回転させて否定する。

「あの方にとっては戯れではありません。本気です。この霊結晶セフイラを手に入れることで、ようやくあの御方と勝利者は対等な立場で戦うことができる。そうしなければ、あの御方は生きていけない」

「なるほどね。あたしたちと立場は同じか」

　──戦わなければ生きていけない。殺し合わなければ生きていけない。圧あつ倒とう的な力の差があってはダメだ。何故なら、そこに生の充じゆう実じつを感じる隙すき間まはない。

「皆、異存はないのだな。拒こばむのであれば、黙だまって教室から出て行けばよろしい」

　リュコスの厳然たる態度。

　誰だれ一人ひとりとして、教室を出ようとする者はいなかった。気弱そうな砺波や、戦いが似合わなそうな指宿パニエですらもだ。




「ねえねえ、お人形さん。スタートはどうするの？　よーいドン、で一いつ斉せいに殺し合うの？」

　パニエが尋ねる。

「反対！　反対です！　多分ですけど、それわたしが巻き込まれて酷ひどい目に遭あうと思います！」

　嫌な予感を抱いだいたエンプティが、即そく座ざに手を挙げた。

　それを無視して、朱小町が答える。

「それですと、純じゆん粋すいに強さを競きそうより運の多た寡かが問題になるので論外ですね。五分に一人ずつ、この教室から出て貰もらいます。誰が出て行くかはくじ引きで」

「ふーん。なら、できるだけ最初に出て行った方がいいんだね。待ち伏ぶせして、片かたっ端ぱしから仕し掛かければいいんだから」

　パニエの言葉に、イサミを除いた皆の視線が狂三に集中する。唯ゆい一いつ、イサミだけは彩眼を見ていた。狂三は朗ほがらかに笑いながら言った。

「それなら、できるだけ前を狙ねらいたいですわね。わたくし、後になればなるほど狙われてしまいそうですわ」

「はい！　はい、はい、はい！　わたしたちは是ぜ非ひ前にして欲しいです！」

　エンプティが必死にアピールするが、人形は無視する。

「ズルはいけませんわねえ」

「わたしにとっては深刻な問題なんですけど！」

　朱小町が手を差し込める紙箱を取り出した。

「単純なもので恐きよう縮しゆくですが、こちらを」

　準精せい霊れいたちが思い思いにくじを引き、エンプティは祈いのりながら狂三がくじを引くのを見守った──。




　結果。

「最後だなんて！　最後ドンケツだなんて！　狂三さん、くじ運どうなってるんですか！」

「うるさいですわね、空っぽさん。ま、わたくしにとってはいつでも良いと言えば良いのですが」

「わたしの命、ちゃんと考こう慮りよに入れてますか？」

「まさか」

「ひどいー」

　そんな二人のやりとりを尻しり目めに、佐賀繰唯が立ち上がった。

「では、私が最初だな」

　全員がちらりと彼女の様子を窺う。佐賀繰がちらりとエンプティを見る──エンプティは、びくりと狂三にしがみつく。

「霊結晶セフイラは、私がいただく」

　教室のドアを開けて、さっと佐賀繰は姿を眩くらませた。

　それを見ながら、狂三がそっとエンプティに囁ささやいた。

「あなた、わたくしの役に立ってみせる気はないかしら」

「それやったら生き残れます？」

「前向きに善処くらいは致いたします」

　エンプティにとっては些いささか不安な回答だが、それに縋すがり付くしかない。

「な、何をすればいいんですかね？」

「簡単です。皆さんが抜ぬけていく前に話を聞いてくるだけです。何を願い、何を以もつて戦うのか。幸い、あなたが無力であることは誰もが理解していますから……心を開いてくれるかもしれません」

「……やってみます」

　立ち上がったエンプティはきょろきょろと生徒を見回した。順番からすると、最初に話を聞くべきはあの蒼ツアンとかいう少女なのだが──。

「あ、あの……」

「……」

　声に反応して、蒼がエンプティを見る。

「──────────ぁ」

　人は、見つめられただけで死ぬ時がある。エンプティはしみじみとそう感じた。彼女の手が触ふれただけで、自分はぐしゃぐしゃに挽ひき潰つぶされるという確信がある。

　憎にくまれてはいない、というより徹てつ頭とう徹てつ尾びエンプティに関心が向いてない。けれど、毛先ほどの好こう奇き心しんでも湧わけば、今度こそ自分は死ぬだろうとエンプティは思った。

「……何でもありません……」

　エンプティがそそくさと引き下がると、それきり蒼の関心は薄れた。

　くすくすと笑う声。振ふり向けば砺波篩絵がぱたぱたと手招いていた。助かったとばかりにエンプティは彼女の隣りん席せきへと座った。

「こ、こんにちは」

「大変ですね、生まれて早々にこんな事態に巻き込まれて」

「は、はい。滅め茶ちや苦く茶ちや大変です。あの……生まれたてって、どうしてわかるんですか？」

「わたしたち準精霊は、自分の霊れい力りよく圏けんで日々を営んでます」

「霊力……圏ですか？」

「んー、例えばですね。ここにお饅まん頭じゆうがありますよね」

「はい」

　砺波が机に白いお饅頭を載のせた。それから、何も持っていない手で一いつ旦たん拳こぶしを握にぎり、また開く。すると、手の平に白色の饅頭が乗っかっていた。

「はい、これで二つになりました」

「え、手品？」

「いいえ、霊力でお饅頭を生み出したんです。霊力圏はわたしたちが生み出す結界であり、この内部では文字通り万ばん能のうです。願ったものを生み出し、願った状じよう況きようを作り出す──」

　砺波の言葉に、エンプティは慌あわてて手を握り締しめる。

「……んー、カステラ出ろ、カステラ出ろ、カステラ出ろ！　甘くて、ふわふわで、中身とろとろの感じのカステラ出ろ！」

　手を開く。

　出ない。

「出ません」

「ええ、今みたいな手品にはもちろん幾いくつかの条件があります。こうして再現できるのは、手元に同じ品があるか、周囲の背景からあっても不思議ではないものだけ。例えば、この教室なら教科書やチョークは生み出すことができます。ですが、ナイフは無理です。それは教室にあってはおかしいものですから」

「はー……」

「また、わたしたちが持つ霊力の大きさに比例して生み出せる品物も変わります。エンプティさんは、多分まだ何も生み出せないレベルですね。強しいて言うなら、教室の……綿わた埃ぼこりとか？」

「わたぼこりレベルですか！」

　くすくす笑って砺波が頷うなずく。

「だから皆みなさんエンプティさんが生まれたてだってわかるんです。霊力圏を最低でも自分自身には展開しておかないと、わたしが軽く叩たたいただけで死にますから」

「ど、どうやれば出せるんですか霊力圏！」

「それを教えたら、殺し合いに参加しちゃうことになりますよ？　霊力圏を発生させられるということは、一人前ってことですから。すぐに無む銘めい天使や霊装もモノにするかもしれないですし」

　砺波の言葉にエンプティが呻うめく。

「うぐ、うぐぐ。でも……」

「霊力圏を使えないのは、確かに危険ですけど。今の方が、むしろ安全かもしれませんよ。エンプティさんは」

「時間です、砺波篩絵」

　朱小町が砺波に声を掛かける。砺波は申し訳なさそうな笑え顔がおを浮うかべて、立ち上がった。

「では、わたしはお先に失礼しますね。さよなら、エンプティさん」

「あ、はい。お元気で～」

　ぱたぱたと手を振ると、砺波ははにかんで手を振り返した。

　これから戦いに挑いどむ、とは考えられないくらい──まるで、放課後になったから帰ろうとする学生そのものといった風ふ情ぜいだった。

　エンプティははぁ、と感かん嘆たんの息を吐はき出すと、次の準精霊に挑むことにした。




「あなたに話すことなど、何もありません」

　武下彩眼は一刀両断にエンプティの呼びかけを切って捨てた。

「そ、そう言わずに」

「大方、狂三かのじよから何か聞いてこいと言われたのでしょう？」

「ソンナコトハナイデスヨ？」

　彩眼は冷たい眼で狂三を睨にらむ。狂三はそ知らぬ顔で窓の外を見ているが、視線には気付いているだろう。

「精霊とは思えません、やはり」

「精霊……と準精霊は違ちがうんですか？」

「全然違うんだよ、それが！」

　唐とう突とつに割り込んできたのは、土方イサミだった。彩眼が苛いら立だった表情で彼女を睨むが、まあまあといった感じでイサミは強ごう引いんに割り込んだ。

「は、はい」

「じゃあ、準じゃない精霊もいるってことじゃん！」

「そう……なりますよね」

「その一人が時崎狂三ってこと！」

「……始まりの一人。最初にこの世界に存在した生命体たち。私たちは、この世界に偶ぐう然ぜん迷い込んだだけに過ぎない」

　彩眼の言葉に、エンプティが首を傾かしげる。

「迷い込んだ……ですか」

「ええ。ここは隣界。隣の世界なの。だったら、その隣となりというのは──」

「それが、アタシたちがいた世界なんだ。この記き憶おくも、常識も、多分向こうで生きていたときに手に入れたもの。アンタも、一応そうなんだろうね！」

「……そうか……」

　エンプティは胸に手を置いて、自分のことを考える。

　何も思い出せないにしても、せめて名前くらいは知りたい。

　彩眼とイサミが出て行く姿を見ながら、そう願った。




「皆ねえ、死んじゃったんじゃないかって思うのよ」

　指宿パニエは幼い顔に似合わず、残ざん酷こくな想像を平然と述べた。

「死んだ……？」

「だからここは、天国とか……地じ獄ごくとか、そういう場所だって思うのよ。パニエも他の皆も名前以外はほとんど思い出せないけど、凄すごく辛つらい目に遭あったことだけは覚えてるのよ。それで死にたくない、って願ったことも覚えてるのよ」

　事故かもしれない。

　虐いじめられて死を選んだのかもしれない。

　あるいは唐突に、何かの拍ひよう子しに殺されたのかもしれない。

「ここは霊力圏さえ使えれば、毎日ケーキだって食べられるし太らないし良いこと尽ずくめなのよ」

「だったら、どうして戦うんですか？」

　ぴたり、と指宿パニエの動きが止まる。

「──死んじゃうのよ。戦わないと」

　その答えにエンプティは首を傾げた。戦うから死ぬのであって、死ぬから戦うというのは、明らかにおかしいと思うのだが。

「そうじゃないのよ。……んー、パニエの見立てでは明日くらいから始まるかなって思うのよ。だから、明日まで頑がん張ばって生き延びてね」

　パニエはそう言うと、人形の指示に従って教室を出て行った。

「明日くらいから、始まる……？」

　狂三を見る──話を盗ぬすみ聞きしていたらしい彼女は、ぱたぱたと手を振った。




「あ、あの。こんにちはフォルスさん」

「……」

　無言でそっぽを向かれる。

「ちょっとお話ししてみたいかなー、なんて」

　無言。

　きっかり五分間無言で通してフォルスは、そそくさと立ち上がって出ていった。

「あはははは、フラれたー」

「フラれたなんて人聞きが悪いですよ！　こう、あの人はシャイなんです！」

「良くわかんないけど、多分違うんじゃないかな！」

「ちげーよ。単に無視されただけだろ」

　と、話しかけてきたのはシェリ・ムジーカと乃木あいあいだ。

「シェリさん……」

「どうせボクたちにも話しかけてくるんだよね？」

「ま、あたし……オレにとって大事なことを話す気はねえンだけどな」

「あいあいさん……」

「だからその名を呼ぶのは止やめろテメー！　乃木！　のーぎー！」

　乃木がエンプティの頰ほおを摑つかんで捻ひねって揺ゆさぶり始める。狂三はそれを見ながら、腹を抱かかえて笑っていた。

「いだだだだだすいませんすいません、つい！」

「で、何か聞きたいことあンだろ」

「そうですね……あの霊結晶セフイラって何ですか？」

「オレたちの命と力の源さ。オレにも、コイツにも、そしてオメーにもある」

　とんとん、と乃木が胸を指で叩いた。

「ま、正確に言うとボクたちのは欠片かけらなんだけどね」

「欠片……？」

「真の霊結晶セフイラを持つのは始まりの存在……精せい霊れいだけってことさ。オレたちが持ってるのは、その欠片みたいなもンだ」

「何か違いがあるんですか？」

「ただの欠片でもね、大きさで馬力が違うんだ。真の霊結晶セフイラだとしたら、その力はもうオレたちじゃどうにもならねぇ……」

　乃木は腕うで組ぐみしてしばし考えると、思いついたように口を開く。

「そうだな。喩たとえるなら災害みたいなもンだ。オレたちが人間レベルで背せ伸のびしているところを、台風みたいにやってきて一いつ切さい合がつ切さい破は壊かいし尽つくすみたいな感じだ」

「……と言っても、ボクも多分アイアイも本物の精霊に出会ったことはないんだけどね」

「え、狂三さんは……」

　時崎狂三。

　この場にいる準精霊とは桁けたが違う、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の精霊。

「オレはアイツを認めてねぇ」

「そう？　ボクには本物に見えるけど」

　シェリの言葉に乃木は顔を顰しかめた。

「あのな。本物だったら、オレたちが敵かなう相手じゃねえってことになるんだが」

　──精霊の力は、ここに存在する準精霊とは一線を画している。それは桁が違うとか、そういう事ではない。種が違う、起点スタートが異なる、何より、扱あつかう力そのものが異なっている。

「まあ、支配者ドミニオン級までいったらどうなるかわからねぇけどな……」

「あ、ソレ。支配者ドミニオンって何なんです？　友達失う系のカードゲームか何かですか？」

「全然違うぞオマエ。……精霊ってのはな、ある日を境に全員が消えた。元から精霊がいなかった領域もあったけどさ、ともかく全員が綺き麗れいさっぱり姿を消した、彼方の世界に行ったって噂うわさだ。つまり、この隣界は突とつ然ぜん誰だれのものでもなくなった訳だ」

　神の不在。

　王の退位。

　即すなわち、それは次なる王の争そう奪だつ戦である。

「現在、この隣界を支配しているのが準精霊でありながら、もっとも精霊に近いと呼ばれる連中。それが支配者ドミニオンね」

「はー、なるほど」

　エンプティは頷いた。

「でも、あの霊結晶セフイラの塊かたまりを取り込めば──そいつらに匹ひつ敵てきする力を得られる」

　シェリの表情が、ゾクリと悪お寒かんを漂ただよわせるものに変わった。エンプティは思わず引いたが、乃木は不敵に笑う。

「……そうだなー、まったく。あの霊結晶セフイラは、全員皆みな殺ごろしにするだけの価値があるってもンだ」

「へ、平和的に決める訳には……」

「平和的に決められると思ってンのか？」

　いかないだろうな、とエンプティも思う。先ほど人形は、準精霊一〇〇人分と言った。一〇〇人の力を得られるとあらば、彼女たちが奮起するのも当然だ。

「おっと、ボクの番だね。それじゃ、また」

「次はオレか。……じゃあ、ドンケツの自じ称しよう精霊。ちゃんと生き残れよ？　オマエは、オレが殺してやるからさ」

「あらあら、楽しみにしておきますわ」

　狂三はくすくす笑って、教室を去る乃木を見送った。




　──そして、最後に狂三の元へとエンプティは歩み寄る。

「あまり役立ちそうな情報は手に入りませんでしたわね。使えないこと」

「いいえ、わたしにとっては非常に役立つ情報ばかりでした。いや、狂三さんがさっぱり教えてくれないので仕方ないですが」

「淑しゆく女じよはそうペラペラと喋しやべるものではありません」

「で、狂三さんは本当に精霊なんですか？」

　最後に、エンプティは狂三に尋たずねる。

　誰も彼もがその力を認めていた、最強にして種が異なるとすら言われる精霊。

　本当に、その中の、一人なのかと。

「ええ、その通り。わたくしは精霊ですわ──本当に」

　なんのてらいもなく、少女はそう言い切った。噓うそをついているようには見えないが、噓を見み抜ぬけるほどの時間を過ごした訳でもない。

　エンプティは「ほえー」と感心した声を上げるだけに留とどめた。迂う闊かつに踏ふみ込むと、いつのまにか手にしていた古式銃じゆうで脳を穿うがたれそうな気がする。

　だが、これだけは聞いておかねば。

「……どうして、この戦いに参加しようと？」

　話によれば、精霊たちは特上の霊結晶セフイラを既すでに所有しているという。

　ならば、あれを得る意味がない。

「精霊と申し上げても、状態は様々です。……わたくしは、力を少々浪ろう費ひしておりまして。補助電源バツクアツプのために、あの霊結晶セフイラをいただきたく思いますの。何しろ精霊ですから、楽なものですし」

「ふーん、なるほど」

「時間です、それでは時崎狂三様」

「ええ」

　立ち上がった狂三が、銃を手に歩き出す。教室のドアから出る寸前、エンプティに声を掛かけた。

「さあ、行きますわよ目もく撃げき者さん」

「あ、うん……わかった、行くよ」

　教室を出る寸前、リュコスと朱小町がじっとこちらを見ていることに気付いた。そう言えば、あの人形は──そもそも、一体何者なんだろう、とエンプティは思った。

　誰もあの人形が動き、笑い出すのを不思議には見てなかったが……それとも、あれが〝人形遣いドールマスター〟という支配者ドミニオンの力なのだろうか？




　リュコスと朱小町が、誰もいなくなった教室で朗々と声を発する。

「出席九名、欠席一名、代理一名」

「汝なんじら準精霊を冠かんする者たちよ。無む銘めい天使と共に敵を屠ほふる殺さつ戮りく装置よ」

「渇かつ望ぼうと希望、絶望と願望を身に纏まとい、踊おどり狂くるえ」

「血と魂たましいを全すべて差し出せ。神しん座ざに至る道を作れ」

「さあ──私たちの戦争デートを始めましょう」

　無音。

　沈ちん黙もく。

　やがてぱん、ぱん、ぱん、と散発的な拍はく手しゆが起こった。




　　　　◇








○乃木あいあい






　教室を出た途と端たん、エンプティは狂三の背中にへばりついた。

「何ですの」

「い、いやだって。もう始まってるんですよね？」

「ええ」

「奇き襲しゆうを仕掛けられる心配とか、しないんですか？」

「してますわよ、もちろん。ただ……ここで仕掛けてくるとすれば、一人しかいないとわかっておりますので」

「それは──」

　誰のことか、と問おうとした瞬しゆん間かん、狂三がエンプティの背中を摑つかみ、廊ろう下かの窓ガラスを蹴けり破って、その場を脱だつした。

「だ？」

　直後。狂三とエンプティがいた場所が、どろりと融ゆう解かいした。

「れぇぇぇぇぇ!?」

「目を閉じて息を止めておいた方がいいですわよー」

　溶とけた廊下から、猛もう烈れつな勢いで煙けむりが発生する。咄とつ嗟さに目を閉じたエンプティは、己おのれの体が宙に浮ういた感覚を抱いだいた。

　片手で摑まれ、振ふり回されているらしい。正直、あまりのブッ飛び感覚に伴ともなう重力Ｇのせいで、おおよそ少女らしからぬ行動に出そうである。

「は、吐はきそう……ＤＥＡＴＨデス」

「ここで吐いたら放ほうり出しますわよ!?」

　エンプティの呟つぶやきに、さすがの狂三も全力でツッコんだ。不意に浮ふ遊ゆうが停止する感覚。

　恐おそる恐る、目を開く。

　色いろ鮮あざやかな青空──自分を片手で摑む狂三。そして、目の前にいるのは。

「あいあいさん……!?」

「だから、乃木！」

　紫むらさき色いろをした液体を零こぼす槍やりを握にぎった、乃木あいあいである。

「やっぱりオレには、オマエが精霊だとはどうしても思えない。……どうせ全員、オマエに対しては様子見に徹てつするだろうからね」

　精霊を名乗り、その姿を見せた以上実力は未知数だ。それ故ゆえに、残る八人は間ま違ちがいなく「見ケン」を選せん択たくする。その選択は正しい、と乃木も思う。

　思うのだが、そんな弱気な選択はクソ食くらえだとも思う。

「だから、オレが戦ってやるよ自称精霊!!」

　ふわりと、制服の上から輝かがやく霊装ドレスが霊力によって編み上げられていく。

「あら、あら、あら」

「ちょ、ちょっと待ってください。まさかこんな、こんなタワーの小さな屋根とかで戦う気ですか!?　せめてもうちょっと安全な場所で！」

「軋きしめ──〈喜悦毒牙バジリスク〉！」

　槍が、唸うなりをあげて飛びかかった。




　──乃木あいあいは、ふざけた名前をふざけた態度でつける両親の元で生まれた。

　生き残ったと呼べる程度には、彼女の幼年時代はそれなりに陰いん惨さんなものだったが、高校生になれば逆襲する程度には力をつけた。

　一人で生きていこう、と思った。愛とか、友情とか、そういう類たぐいとは無む縁えんの存在でいたい、と心から願った。

　その決意はたまに寂さびしさを抱かせることもあったが、多くの場合は穏おだやかな落ち着きをもたらしてくれた。

　不良だ、と指差されても。

　それは自分が選んだ生き方だ。だから、まったく頓とん着ちやくがない。

　唯ゆい一いつ、名前だけは嫌きらいだった。……別に、自分のイメージにそぐわない可愛らしい名前だからではない。両親が自分に期待して、自分に希望して、何かを託たくすためにつけた名前だったなら、別に何だって良かったのだ。

　何だって良かったのに。

　母親が酔よいながら、「お前の名前をつけた経けい緯いなど覚えてない」と言った。多分、アイアイでも歌っていたのだろう、と言ってゲラゲラと笑った。

　その日、迷わず彼女は家を出た。

　母親が後生大事にしていたブランドバッグを叩たたき売った金で何処どこに泊とまろうかと考えていたとき、隣りん界かいへ誘いざなわれた。

　気付けばここ。

　砂糖菓が子しのように甘く、ニコチンのように有毒な、この隣界に落ちていた。

　もっとも乃木あいあいには、今述べたような記き憶おくはない。思い出したのは名前、手に入れたのは無銘天使と呼ばれる武器と、霊装と呼ばれる鎧よろい。

　現実あつちと比べると、ここは天国のようなものだ。

　戦えば糧かてを得られる。勝てば生きていける。向こうではどんなに戦っても糧を得られず、勝っても得るものはない。

　過去など忘れたし、思い出すつもりもない。

　……ただ、名前だけは捨てられなかった。両親への思し慕ぼではない。この名前だけが、唯一無二の自分であることの証明だからだ。

　それ以外には、もう何もない。

　家族の顔も忘れた、思慕の念もない、誰かを必要としたこともなく、誰かに必要とされたこともない。

　だから、幾いく度ど笑われても名前を変えるつもりはない。彼女が決めていることは一つだけ。名前を笑ったヤツは、必ず殺す。

　乃木あいあいは、そう決めている。




　彼女あいあいが槍を持って襲おそい掛かってきた瞬間、ようやくエンプティもこの攻こう撃げきが「ころしあい」の嚆矢はじまりであることを理解した。先に出た準精せい霊れいたちは、誰もが小競り合いおあそびを止めて、こちらを注視している。

「せっかちですわねえ」

「あと五〇年くらい待って欲しかったです！」

　狂三はあっさりと、放出された毒を回かい避ひした。触ふれれば爛ただれ、目であれば失明は免まぬかれない上に、五分以内に死亡する程度には強力な毒であるが、回避されてしまえば意味がない。

「舐なめるな！」

　落下するはずの液体が、曲がりくねって再び狂三に襲い掛かり、霊装を掠かすめた。

「追つい尾び機能付きとは便利ですこと……!!」

　狂三は脇わきにエンプティを抱かかえたまま、落下する。悲鳴を上げに上げるエンプティは、それでも気絶できず、ぐるぐる回る背景に吐き気を催もよおしつつも必死に堪こらえた。

　時速二〇〇キロで迫せまり、うねり狂う液体の蛇へび。

　躱かわす、躱す、躱す。

　ほんのわずかでも傷を負えば、そこから立ち所に浸しん食しよくし命を落とす毒牙。見た者を石化する伝説の怪かい物ぶつ、蛇じや王おうバジリスクの名に相応ふさわしい無銘天使ちからであるが。

「〈刻々帝ザフキエル〉──！」

　落下する狂三の背後に、巨きよ大だいな時計盤ばんが出現した。文字盤から短針が外れ、狂三がそれを握る。エンプティはそれを見て、啞あ然ぜんとする。

「これ何ですか？」

　狂三はそれに答えず、一人ごちた。

「片手だと不便ですわねえ、やっぱり離はなして──」

「勘かん弁べんしてください、離すならせめて上空三〇センチくらいで！」

「ああ、面めん倒どうですこと面倒ですこと！　面倒ですから死んでしまいたくなりますわ！」

「え？」

「は？」

　エンプティが止める暇ひまもあればこそ。狂三は自身のこめかみに銃じゆうを当てて、躊躇ためらうことなく引き金トリガーを引いた。

　どん、と銃声が響ひびき渡わたる。啞然とする乃木とエンプティ。

　血が流れていないことに先に気付いたのはエンプティだった。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】」

　落下していた狂三の肉体が逆走、加速を開始する。

「なっ……!?」

　気付けば眼前に、彼女の蛇のような笑顔が迫っていた。

「追尾機能は結構ですが、足下がお留守ですわよ？」

　一瞬、ほんの一瞬で狂三は乃木の特性を看破していた。追尾を行っているのは、無銘天使ぶきではなく乃木自身の力。人間の思考速度で追尾していたのでは、加速した狂三に対応し切れるはずがなく。

　何より、乃木は先ほどからほとんど同じ場所に留まり動こうとしない。動いたのは都合四度、〈喜悦毒牙バジリスク〉が直線を走っている瞬間だけ。

「蛇と自分で挟きよう撃げきすれば、何とかなるでしょうに。しないなら、しない理由を作っておきませんと、ね」

　啞然としていた乃木の顔に、皮肉な笑みが満ちる。

「──はっ、そんな理由作る必要今までなかったからな」

　……告白すると。

　エンプティはこの瞬間まで、彼女たちの言う『戦争デート』と真しん剣けんに向き合ってはいなかった、と思う。

　戦うのだろう、傷つくのだろう、それはきっと、痛くて痛くて辛つらくて、泣いてしまうのだろう、と思っていた。

　だが、そこまでが少女の想像限界。

　蒼そう穹きゆうに響く銃声。

　エンプティがそれを、狂三が乃木を撃うった音だと理解するまで少し時間が掛かかった。

　溢あふれる血。

　崩くずれゆく霊装。

　墜つい落らくする少女。

「待っ…………！」

　反射的にエンプティは手を伸のばす。だが、狂三に抱えられた状態では手が届くはずもない。乃木は少し驚おどろいたような表情のまま。

　落ちた。

　狂三も彼女を追うように落下する。

　車一つ走らぬ道路に、横たわる乃木がいた。

「……ぁ……」

　生きている、とエンプティはその奇き跡せきに驚きよう愕がくする。ようやく地面に足を下ろしたエンプティは、慌あわてて乃木に駆かけ寄った。

「あ、あの大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……無事に見えるかよ、くそ……」

「──これで、わたくしが精霊だと認めてくれまして？」

　狂三の問い掛けに、乃木はふてぶてしい笑みで応じる。

「やなこった」

「そう」

　狂三が短銃を構える。乃木は笑みを浮うかべたまま、その銃口を睨にらむ。

「さよなら、乃木さん」

「うるせえ、くたばれ」

　再びの銃声。狂三の弾だん丸がんは、間ま違ちがいなく乃木の霊結晶セフイラを打ち砕くだいた。

「え……？」

　エンプティは凍こおり付いたように動けない。撃つとは思っていなかった、予想すらしていなかった。これは命いのち懸がけのゲームであるが、あくまでゲーム。再起不能になったならその時点で脱だつ落らくなのだと。

「何で、撃ったんですか」

　問われた狂三は、酷こく薄はく極きわまる表情で告げる。

「バカなことを問わないでください。生きていたからに決まってるじゃありませんの」

「でも……！」

「一時的でも戦せん闘とう不能に陥おちいったら敗北だと？　その再起不能の敗北を誰だれが認めるのです？　それを認めさせるには、殺すしかありません。誰も彼もが死に絶えた末に、勝者が定まるのです」

　わかっている。

　理り屈くつでは正しい、いや、本能においてもそれが正しいことは、エンプティでも理解わかる。そう、自然の摂せつ理りにおいて正しい。このゲームのルールにおいて正しい。

　しかし、正しいから間違っている。

「それでも……それでも、間違っているんです。間違っていなきゃ、ダメなんです」

「……戯ざれ言ごとですわね。そんな甘っちょろい見方で生きていけたなんて、さぞや幸福な生だったのかしら」

　狂三が冷酷な目でエンプティを見る。

「違います！　……違うと、思います」

　そう、違う。甘っちょろいなんてことは、知っている。偽ぎ善ぜんに満ちた、苛いら立だつような博愛主義者であることもわかっている。

　わかっているけれど、叫さけばずにはいられないのだ。何故だろう、と心の奥にある醒さめた何かが首を捻ひねる。自分は、こんな事を言う人間（いや一応準精霊か今は）だっただろうか。

　相手が情け容よう赦しやなく人を殺す存在だと知っていて、どうして自分はこんな言葉を発したのだろう、とエンプティは思う。

　殺されるかもしれないのに。

　何故か、彼女に対しては言いたいことを言わねば気が済まない。

　睨まれる──臆おくせず見つめ返す。エンプティは負ける気がしなかった。やがて、狂三が目を背そむけて悔くやしそうに呟つぶやいた。

「……とっとと離れますわよ。ここは空気が悪いですわ」

　それ以上、エンプティは狂三を弾だん劾がいしようとは思わなかった。彼女も、これが間違いだと知っている。知っていてなお、戦うことを選んだだけだ。

　そう思えただけで充じゆう分ぶんだった。

「は、はぁい……」

　最後にエンプティは、先ほどの現場を振ふり返る。霊結晶セフイラを打ち砕かれた乃木は既すでに、一いち陣じんの風と共に消失ロストしていた。

　心が痛むのは、何故だろう。

　仲が良い、どころかわずか五分くらい喋しやべった程度の関係であるのに。彼女の希望も、願望も、絶望も、何も知らないのに。

　少女は自分たちを殺そうとして、殺された。

　多分、このゲームでは殺すことも殺されることも当たり前の出来事。

　だけど、どうしても捨て切れない何かがある。

　針のように心臓へ突つき刺ささったそれは、どうしてもエンプティから離れてくれなかった。




　　　　◇








○武下彩眼






　空間が軋きしむほどの甲かん高だかい音を立てて、武下彩眼の矢を土方イサミの日本刀が弾はじき飛ばした。だが相変わらず彩眼の姿は見えない。

「相変わらずこそこそ隠かくれるんだなあ、彩眼は！」

　イサミが楽しそうに吼ほえる。どこからともなく、彩眼の声がそれに応じる。

「それが私の戦術よ。放ほうっておいて頂ちよう戴だい」

「ううん。全力で戦うのはいいことだから、アタシはまったく構わないよ！」

「……イラッときた」

「何で!?」

　疑問の叫びに応じることなく、彩眼が更さらに矢を放つ。三本の矢はカーブ、シュート、ドライブと様々な軌き道どうに変化し、イサミを狙ねらう。

「あはははは！　やっぱりアンタと戦うのは楽しいや！」

「そう。私は全然ちっとも全くこれっぽっちも楽しくないわ早く死んで今すぐ即そく座ざに」

「冷たい！」

　軌道がどう変わろうとも、襲おそい掛かる矢が自分を狙っていることには変わりない。霊れい力りよく圏けんに入った瞬しゆん間かんに知覚と迎げい撃げきを同時にこなす。

「それよりさー！」

「何よ」

「──あっさり勝っちまったな、あの自じ称しよう精霊！」

「そうね。強いわね」

　戦いながら、同時に世間話ともつかない話を始める。互たがいに幾いく百と戦って、真剣に殺し合って、それでも決着がつかなかったせいだろうか。

　互いの死を求めて争う状じよう況きようと、下らない世間話に興じる余よ裕ゆうが二人には同時に存在していた。そのことを、不思議にも思わない。

「実力は未知数だな、あれじゃ！」

「でも、わかったことが幾つかあるわ。遠えん距きよ離りでは銃、近距離でも銃による身体能力上じよう昇しようで白兵戦を行える」

「遠近両方対応できるんだね！　すごいね！」

「私にとっては嫌いやな相手よ。あなたにとってもだけど」

「なあに、アタシでも彩眼でも大丈夫だって！　アタシも強いし、彩眼も強い。遠近両方なんて贅ぜい沢たくを言う奴やつには、負けないって！」

「……」

「どしたの？」

「ああ、うん。やっぱり私、あなたのこと嫌きらいだわ」

「そんなー」

　激情の籠こもった矢が放たれる──その激情を、心地よく受け止めながら。

　土方イサミは、いつまでもこの瞬間が続けばいいと願う。闘争は辛く、苦しく、痛く、勝利は常に安あん堵どしかなかったけれど。

　彼女あやめとの戦いは、どれほど傷ついても楽しかった。楽しすぎて、ずっとずっと決着を先延ばしにしていた気がする。

　自分が彩眼に嫌われていることは知っている。きっと、自分のふざけた態度は堅かた苦くるしい彼女と永遠に相あい容いれないのだろう。

　それは少し寂さびしい、とイサミは思う。でも、噓うそはつきたくないとも思う。

　でも。それでも──。

　ああ、この歓よろこびの時間がいつまでも、いつまでも、続けばいいのに。

　余人には聞かせられない望みを抱いだきつつ、イサミは吼える。

「イヤッホ────────────────────!!」




　……ああもう五月蠅うるさい、と武下彩眼は舌打ちした。三つのビルを挟はさんで一〇を超こえる窓越ごしに見えるイサミの姿はそれこそ点のようなものだが、彩眼にとってはその点があれば充分に標的として成立した。

　幾百もの戦いの末に、ようやく彼女はこの距離を獲かく得とくした。

　彼女と自分の距離感。

　殺し合いながら、親しん睦ぼくを深め合うという二に律りつ背はい反はん。ぬるま湯のような心地よさと、ひりつくスリルに溺おぼれに溺れた。

　だが、それももう終わり。

　今日ここで決着をつけて、更なる高みへと昇のぼる。これはイサミとの誓ちかいだった。強くなりたい、と互いに願って。そのために互いに、臆することなく戦おうと思った。

　正直に言って。惜おしい、と感じる自分がいることは否定できない。

　けれどその一方で、勝ちたいと願う自分がいるのも確かだった。

（向こうの世界にいたときも、彼女と知り合いだったのかしら）

　友達か、あるいはライバルか、さもなくばすれ違いに挨あい拶さつを交かわす程度か。

　そんな愚ぐにも付かないことを考える己おのれが、何とも忌いま々いましい。




　武下彩眼もまた、過去がわからない。だが、微かすかな記き憶おくや他の準精せい霊れいたちとの会話によって、自分という存在をそれなりに理解していた。

　向こう側の世界の、日本に住む、恐おそらく女子高生。どうやってここに迷い込んだかはわからない。あるいは、誰だれかに誘いざなわれたのかもしれない。

　けれど、今となってはどうでもいい。過去に未練などなく、一日一日を生きていくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　この隣りん界かいに迷い込んでからなのか、それとも元からそうだったのか。

　彩眼はいつも、いつも、餓うえている。渇かつ望ぼうしている。矢を放つときは無心でも、矢が当たったときの高こう揚よう感かんは異常だった。

　自分はそのために生きているとさえ言える。

　けれどその一方、苦労して手に入れた向こう側の本を読むと何とも言えず満たされた気分になる。

　恋こいを描えがいた本が、特に好きだった。どんなに拙つたなくとも、恋という感情がどこかに置き去りにされた自分には、魅み力りよくあるものだった。

　誰かに恋をする、恋をされるのは、一体どんな心持ちなのだろう。

　いつか、それを知りたいと思った。

　けれど、そのためにやっていることと言えば殺すことと戦うこと。

　戦い、殺し、高みを目指す……そうしてずっと、生きてきたのだ。長く戦ってきた準精霊もいたし、刹せつ那なの邂かい逅こうで記憶に刻まれた準精霊もいる。

　ああ、そう言えば……自分と同じ服を着た者もいた、と思い出す。だが、既に顔はぼんやりと霞かすみがかかっているようで、思い出せはしない。

　そうしていつしか、彼女の周りに残ったのは一人だけとなった。

　土方イサミ。

　それももう終わり。この戦いは、殺されるまで止められないのだから。だから、今度こそどちらかが死ぬ。

　……余分な思考は澱よどみを生じさせる。

　彼女との戦いで、そんな澱みを感じるのは嫌だった。純じゆん粋すいに、歓びのみで土方イサミと向かい合いたい。

　──何だそれは。恋する乙女おとめか。

　冷静な囁ささやきには耳を貸さず、その熱ねつ狂きように身を投じる。

　矢を放つ。幾度も幾度も突き刺さり、跳はね返され、そしてその度たびにお互いに悪い部分を指し摘てきした。

　お陰かげで、土方イサミ以外の準精霊と相対したときは簡単に矢が当たりすぎるので戸と惑まどったものだ。強さを求めて、強くなる度に互いの霊結晶セフイラが輝かがやきを増していくのがわかる。

　無我夢中になって、それを繰くり返した結果がこの選出だ。

　支配者ドミニオンとなれば、どのくらいの力を持てるのだろう。どのくらいの力で、世の中を眺ながめられるのだろう。

　武下彩眼はそれが知りたい。

　それが知りたくて、矢を放つ。

　隠した本音はただ一つ。その歓かん喜きを、わかち合いたい相手は存在するのか。

　そう、例えば土方イサミかのじよとか。

　──馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　想おもいの蓋ふたを閉める。元より欠落した希望に縋すがる気はない、今はただ殺し合え。土方イサミの胸に矢を突き立てろ。

　そうでなくては、いけないのだ。




　渾こん身しんの力を以もつて放った本命の矢が、遂ついに土方イサミの牙が城じようを崩くずした。

「なに……!?」

　今まで土方イサミの前では、隠しに隠した秘中の秘。彩眼は、本気で矢を振ふり絞しぼって射つことを意図的に封ふう印いんしていた。

　いつか、彼女と殺し合うときに──これまでと同様の速度で矢を放って、イサミが対応できるように。

　いつか、彼女が自分の矢は対応できないほどではない、と認にん識しきするように。

「くっ……！」

　更に矢を放つ。今までとは桁けた違ちがいの速度にイサミも彼女の霊力圏も対応しきれず、霊装が切り裂さかれる。

　卑ひ怯きよう者と、笑えば笑え。誹そしれば誹れ。武下彩眼は今日、この日この瞬間のために。全すべてを出し尽つくす──！

「あははははは！　いいな、やっぱり彩眼は最高だ！　負けるもんか！」

　イサミの大だい音おん声じように、彩眼はどこか安堵する。

「……まあ、貴女が卑怯なんて言うとは思わなかったけど」

　それは少し、気持ち良すぎやしないだろうか。

　そんなことを考えて、彩眼は少しだけ自分に微笑ほほえみを許し──。

「で、思ったんだけど！　この勝負、ちょっと預けない!?」

「は？」

　即そく、引き攣つった。




　　　　◇








○シェリ・ムジーカ






「燃───え───ろ───。燃───え───ろ───。火───よ───燃───え───ろ───！」

　のんびりした声とは裏腹に、周囲は業ごう火かに包まれている。シェリ・ムジーカの手にした無む銘めい天使〈炎魔虚眼セクメト〉は陽光を集束して、手当たり次し第だいに建物を切り刻むと同時に燃やしていた。

「わあああああ！　うわああああ！　もうやだああああああああああ!!」

　泣き喚わめきながら走るのは、指宿パニエ。彼女の無銘天使〈青銅怪人タロス〉はシェリの一いち撃げきで呆あつ気けなく〝溶とけて〟しまった。霊装も八割方破損し、跳ちよう躍やくすることもできずにひたすら逃にげ惑まどっている。

　自信満々の表情で挑いどんできたパニエの顔が、見る見る内に恐きよう怖ふに歪ゆがんでいったのは、正直趣しゆ味みが悪いと思いつつも、シェリ的には愉ゆ快かいなコントのようだった。

「ご───め───ん───ね───！　と───ど───め───！」

　その言葉に、追い込まれたパニエの顔が絶望に染まる。

「ご、ごめんなさい！　やだ、助けて……！」

「だ───め───！」

〈炎魔虚眼セクメト〉の一撃は、容よう赦しやなくパニエに直撃した。たす、と言った時点でパニエの全身に集束した陽光が浴びせかけられ、塵ちりも残らなかった。

「おしまいっと」

　ぱんぱん、と手を叩たたく。次の瞬しゆん間かん、凄せい絶ぜつな殺気と共に風を切る音がした。

「……ッ！」

　だが、シェリ・ムジーカとて歴戦の強つわ者ものである。先ほどから、余よ裕ゆうぶっていた自分を付け狙ねらっている者がいることくらいは知っていた。

　業火の壁かべをあっさりと切り裂き、切り裂き、半ば溶けながらも切り裂いて、刃やいばがシェリに迫せまる。

「舐なめんな！」

　無銘天使〈炎魔虚眼セクメト〉で、かろうじてその刃を迎げい撃げきする。

　戦せん慄りつが胃の臓ぞう腑ふからこみ上げ、皮ひ膚ふを苛さいなむ。たったいま、自分は死の瀬せ戸と際ぎわにいたことを思い知らされる。

「砺波……篩絵！」

「はい、こんにちは」

　遥はるか彼方かなた、その戦輪チヤクラムを放った少女が、はにかんだ笑えみを浮うかべていた。

「相変わらずえげつないねー！」

「あはは、えげつないのはどちらですか？　命いのち乞ごいしていた相手を焼くなんて」

　口元こそ笑っているが、砺波の瞳ひとみは限りなく酷こく薄はくだ。無論、それがルールである以上は仕方ないと言えばないのだが。

「普ふ段だんはそんなことしないよう。って言うか、キミだって霊結晶セフイラを手に入れたかっただけでしょ」

「ええ、まあそうなんですけど」

　抉えぐり出した霊結晶セフイラは多少時間が掛かかるものの己の養分ちにくとして、取り込むことができる。

　シェリも、砺波も、そうやって生きてきた。準精霊を食い合って、戦い抜ぬいてきた。

「止やめといた方がいいよ。指宿パニエの霊結晶セフイラなんて、消化不良になりそうだし」

「今の準精霊、知ってたんですか？」

　互たがいに雑談を交わしながら、互いに油断せず探さぐりを入れる。情報は欲ほしいが隙すきを見せる訳にはいかない。

　あるいは、隙を見せたとしてもそれが本当に無意識にできた隙なのか、それともわざと見せて誘いを掛けているのか──。

　互いに堂どう々どう巡めぐりの思考を行いつつも、雑談は止まらない。

「最近、ちょっと名が売れてきた感じの子。まあボクと同じだよ」

「ロクでもない？」

「そのとーり！」

　ケラケラ笑うシェリ。

　あちら側の世界の記き憶おくについては欠落しているのが、準精霊の常識だ。

　それでもシェリのように薄うすぼんやりと何かを覚えている者もいるし、隣界に迷い込んだ際に持ち込んできた本を切っ掛けに、色々なことを思い出したりもする。

　自己紹しよう介かいの際に言った通り、シェリには弟と妹がいた。数は思い出せない、薄情な訳ではなく、単に思い出せないほど多かったのだと思う。自分の素行の悪さから判断して、あちら側の世界ではそういうことが許容される街とかで生きて、そして搾さく取しゆされていたのだろう。こちらの世界では、当然弟も妹もいないのだが。

　餓うえて死んだ妹がいた。赤あかん坊ぼうの頃ころに死んで性別すらわからなかった者もいた。両親はいたのだろうか、いなかったのだろうと思う。いたとしても、覚えてないくらいロクデナシだったのだろう。

　こちらの世界は、まるで天国だとシェリは想おもう。あるいは本当に天国なのだろうか。

　あれほど甘いケーキを食べたのは初めてだった。

　あんなにふかふかのベッドで眠ねむったのも初めてだった。

　食べても食べても虫歯にならないし、それなのに満腹になることもお腹なかが減ることもないし、寒くもないし暑くもない。

　いつでも、ずっと、人生が楽しい。

　だから殺し続けよう。殺すことで、自分はこの優やさしい世界にいられるのだから。

　そういう訳で、同じ臭においがする指宿パニエは早めに潰つぶしておきたい相手だった。

　どれほど想像を絶する卑怯な手を使い、策を講じてくるのか、同じような存在だからこそ、予測がつかない。だから、彼女は真っ先に潰すことにした。

　しかし問題は、こちらの砺波篩絵だ。

　彼女も自分と同じ臭いがする──しかも指宿パニエより数段上手だ。状じよう況きよう的に、奇き襲しゆうを仕し掛かけることもできず、正面きって戦えば勝てるかどうかもわからない。勝てたとしても、間ま違ちがいなく次の戦いに挑めるほどの力が残っているとは思えない。

　ハイエナに食われる最さい期ごは嫌いやだ。それに、何より彼女がいる。

「ねえ、砺波さん。手を組まない？」

「手を組む、ですか。あまり上手うまくない考えですね」

「そかな？　見たでしょ、そっちもあの自称精霊」

「……」

　砺波が沈ちん黙もくする。そう、今回のゲームにおいて究極にして最悪のイレギュラー。

「ほら。精霊たちはこの世界の理ことわりを創つくった、って言われているじゃない。それは要するに、ボクたちが必死になって操あやつっているこの力の源でしょ？　どれだけ凄すごいのか、想像したことはない？」

「……ありますね」

　第五霊属に属するシェリは、炎ほのおの使い手である。同じ霊属相手でも、負けぬ自信はある。

　しかし、それがそもそも炎そのものだとしたら、どうやって勝てばいいのか。

「もしも、もしもだよ。あれが精霊で本当に気き紛まぐれにこの殺し合いゲームに参加したのならさ。ボクたちなんて鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、欠片かけらも残らないさ」

「でしょうね。第三霊属は……影かげでしたっけ」

「第三霊属はそもそも数少ないからね。ボクも戦ったことが二、三度あるくらい」

　第一光、第四氷、第五炎、第八風、第九音、第一〇物質──が、準精霊たちの八〇％以上を占しめている。第二情報、第六封印、第七変化が残りを占めており、第三霊属──影を操る者は、極きわめて稀き少しようであり一％にも満たない。

「影以外にも何かあるはずなんですが、それすら定さだかではないですしね」

　第三霊属の準精霊との戦せん闘とう経験は砺波も乏とぼしい。そして更さらに問題は、例外なく第三霊属の準精霊は弱かった。何をやろうとしていたのか、何をやっていたのか、それすらわからない。

「ボクもボクも。だからさ、あの二人を仕留めるために手を組もうよ」

「二人？　……ああ、エンプティさんもですか？」

「そ。あの子も何かあるかなー、ってボクは思うんだけど」

「わたしはないと思います。あの子は多分、引っ掛けフエイクですよ。念のために潰しておく、という意見は吝やぶさかではないですけど。足を掬すくわれるのは勘かん弁べんして欲しいです」

「おお、珍めずらしく分かれたね。で、どーしようか？」

「……組みましょう。当面の目標は時崎狂三ですか？」

「目標はもう一人。単純に脅きよう威い的なのがいるでしょ」

　シェリがくすりと笑って、一ひと際きわ大きな爆ばく発はつが起きた方角を見た。砺波の顔が歪むのは、恐怖故ゆえか憎ぞう悪お故か。

「ビスケットスマッシャー……」

「だよね、やっぱり。あのハルバード、一度だけ見たことがある」

「弱点は？」

　砺波の問い掛けに、シェリは引き攣つった表情で笑った。

「それを、これから探しに行くのさ」




　　　　◇








○佐賀繰唯






　佐賀繰唯はくノ一である。向こう側にいたときに、どんな自分だったのかは覚えていない。だが、この隣りん界かいにおいての自分の役割はハッキリしている。

　情報を集めて『姫ひめ』に届けること。彼女の刀として、あるいは手足として働くこと。

　それだけが存在意義で、それだけが喜びだった。

　まあ、もしかしたら向こう側でもくノ一だったのかもしれない。あるいは、根っからの社しや畜ちくだったのか。高校生の段階で既すでに社畜とか、どういう人生だ。

　我わが儘まま、能天気、遊び好き、破は天てん荒こうとおおよそ『姫』の呼び名に相応ふさわしくない準精霊だが、その強さと美しさは紛まぎれもない本物だ。

　この第一〇領域マルクトの問題は、支配者ドミニオンである〝人形遣いドールマスター〟が絶対にその姿を見せないこと。支配者ドミニオン同士の話し合いにも、常に人形を介かいしてしか参加しない。




〝それっていけないことでしょう？　だから、正体を調べてきてくださいなー〟




　姫の命令は絶対であり、それに命を懸かけるのも当然である。

　彼女はくノ一故に、戦闘への勝利には執しゆう着ちやくしない。

　殺し合いに参加してはいるが、適当なタイミングで逃にげ出すつもりだった。逃とう亡ぼう経路の選定は済ませている。

　逃げるつもりだった。そのつもりだったのに。彼女は今、追い詰つめられていた。




　──隣界には、一〇の領域がある。誰だれも見たことのない領域もあれば、多数の準精霊が集つどうような領域もある。戦う領域もあれば、支配者ドミニオン同士で盟約を締てい結けつして決して戦わない領域もある。

　第一〇領域マルクトにおいて、強さとは即すなわち戦いを勝ち抜く力である。故に、様々な準精霊の噂うわさが流れることもある。

　曰いわく、精霊に匹ひつ敵てきする力を持つ。

　曰く、準精霊が一〇〇人挑いどんで、誰一人として帰き還かんしなかった。

　その多くは噂好きの準精霊たちが流した、他愛たわいもない都市伝説。だが、稀まれにその伝説が真実を突つくこともある。

　その一いち撃げきで、全すべてを粉こな微み塵じんにする一人の少女がいる。あらゆるモノを叩たたき壊こわす様は、まるで、さながら、ビスケットを砕くように無造作だった、など。

「はぁ、はぁ、はぁ……！」

　トップを引いたとき、自分は幸運だと信じた。〈隠形霊装・三四番イヅナ〉は防ぼう御ぎよ力こそ低いものの、不可視の能力を秘ひめている。一いつ瞬しゆんの隙を見み逃のがさずに奇襲を仕掛け、首を獲とるのが佐賀繰唯の常じよう套とう手しゆ段だんであった。

　もちろん、佐賀繰は蒼ツアンが何者かは知っている。ビスケットスマッシャー、ここのところ、急激に頭角を現してきた準精霊。

　ビスケットのように砕くから──などという悪夢みたいな冗じよう談だんを一いつ笑しように付した過去の自分が恨うらめしい。

　ハルバード一ひと振ふり、ただそれだけで片かたっ端ぱしから世界が砕かれていく。

　佐賀繰による不可視の奇襲は確かに成功した。だが、それだけ……成功しただけだ。

　蒼の〈極死霊装・一五番ブライニクル〉は何らかの特性があるのか、それとも単純に防御力が高いのか、佐賀繰の渾こん身しんの蹴けりは掠かすり傷を負わせた程度だった。本来ならば、首の骨を砕くかさもなくば引き千切る程度の威い力りよくはあるはずなのだが。

　そして、奇襲に気付いた蒼は猛もう烈れつな勢いでハルバードを振り回し始めた。

　ぎょっとした佐賀繰は咄とつ嗟さに身を屈かがめた。つい先ほどまで頭部があった場所が、轟ごう音おんと共に裂れつ断だんされた。

　一撃一撃が迅はやく、重く、鋭するどかった。

　隠かくれようにも隠れられそうな場所を片っ端から打ち砕かれる。霊装で姿を隠せばいいのだが、その一瞬の隙すきすら見つからない。だから、とにかく逃げるしかない。なのに、彼女の追つい跡せき速度は恐おそろしく速い。

　いや、速度というよりも霊れい力りよくの探知範はん囲いが異常というべきか。

「猟りよう犬けんの嗅きゆう覚かくは人間の一億倍と聞くが……」

　彼女の霊力探知も、もしかすると他の準精霊と比ひ較かくしてその程度はあるのかもしれない。

　ともかくまずは離はなれなければ……！

　幾いくつかのプランを思いつき、その中で一番確実性が高いものを選ぶ。

「詛濤そとう式──鶏けい肋ろく空蟬うつせみ！」




　　　　◇




　蒼はヒヤリとした冷気を感じたようにも思えたが、何の衝しよう撃げきもなかったことを理解すると、即そく座ざに突とつ進しんした。

「行くよ」

　淡たん々たんとした言葉と共に振るわれるハルバード。それは佐賀繰唯の体を『ビスケットのように』打ち砕いた──はずだった。

「終わって…………ない？」

　こてん、と蒼は首を傾かしげた。準精霊なら誰もが持っている霊結晶セフイラの欠片がない。何より、手て応ごたえが軽かった。準精霊を砕くときは、もっと重みがあった。いつもがビスケットなら、今日のそれはクラッカー程度。

　つまりは偽にせ物もの。

　そのことに蒼が気付いたときには、既に佐賀繰は安全圏けんまで退たい避ひしていた。




　　　　◇




　いかに彼女が猟犬の鼻を持っていても、完全に姿を眩くらませた佐賀繰を見つけるのは至難の業わざだ。だが、遅おそかれ早はやかれ見つかることもまた確実。

　佐賀繰はその見つかる時間を、おおよそ一〇分と推定した。

「……五分あればいいか」

　彼女はさらさらと手持ちの鉛えん筆ぴつで、これまで集めた情報を紙にしたためると霊装ドレスを躊躇ためらいなく引き千切った。

「〈隠形霊装・三四番イヅナ〉──行け」

　霊装の一部がフェレットに変化した。それが佐賀繰の渡わたした紙を咥くわえると、素す早ばやくその場から走り去っていく。

「……完全とはいかないが、集めた情報はこれで全て渡した」

　ほっと安あん堵どの息を吐つく。だが、霊力を分け与あたえたためにわずかであるが不可視の力が乱れた。乱れた、ということはつまり感付かれたということだ。

「だが、やってくる方向はわかっている」

　呼吸を整え、己おのが得え物もの〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉を構える。

「打って出て、面と向かい合えば……こちらにも策はある」

　深呼吸。

　臆おくせず、建物の陰かげから飛び出して蒼ツアンと向かい合う。そして真っ直すぐに突き進む。

　当然の反応として、彼女は迎げい撃げき態勢に入る。佐賀繰は袖そで口ぐちから七本の大おお苦く無ないを取り出した。

　蒼の眉まゆが微かすかに顰ひそめられる。そこには確実に戸と惑まどいがある。真正面から向かってくること、攻こう撃げきが通用しないのを承知の上で突進チヤージを仕し掛かけてきたこと。

　だが、蒼は攻撃するしかない。それ以外に対処する術すべはない。

「〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉──【降魔ごうま】」

　砕け散れ、と言わんばかりの一撃は虚むなしく宙を切った。

「……！」

　七本の大苦無は蒼の周囲へと打ち込まれた。同時に印を切って、無む銘めい天使の力を発動。蒼の視覚・聴ちよう覚かく・嗅覚・味覚・触しよつ覚かく──五感全てと、超ちよう感覚──直感と、そして最後に霊力そのものも一時的に封ふうじ込めた。

　あらゆる準精霊を一時的にとはいえ、完全に無力化するこれは佐賀繰唯の切り札中の切り札。少なくとも対策を取れる以上、初戦で使うべきではない技わざである。

　そんなものを、ここで出す羽目になるとは。

　しかも、殺すのではなくただ単純に逃げるためだけに……！

　だが、それでも生き残る方が重要だ。元より、自分はこの殺し合いに本来の意味で参加した訳ではない。最後まで勝ち残ろうとも思わない。自分にとって重要なことは一つだけで、それは彼女と戦うことではない。

　精霊を名乗った少女、時崎狂三は新たな調査対象になったが。しかし、それよりも、この殺し合いゲームから離れる方が優先だ。

　急げ、急げ、急げ。彼女が再起動を果たす前に、少しでも遠くへ──！

「………………………………あ？」

　不意に、足に力が入らなくなった。振り返って状じよう況きようを確認、理解は早かった。なるほど、と速すみやかに受け入れる。

　少し向こう側、一メートルほど後方に両断された自分の腰こしから下があった。

　そして前を見れば、地面に突き刺ささっているのは蒼のハルバード。多分、投擲したスローイング。

　そんなふざけた攻撃で、あっさりと自分の体が破は壊かいされたことをいっそ賞賛すべきなのだろうか。それとも、絶望するべきなのだろうか。

「介かい錯しやくは必要？」

　達者な日本語だな、と佐賀繰はどうでもいいことを考えて苦笑した。

　任務にはこういうこともあるし、死んでいった準精霊ともだちなど星の数ほどいる。

　それに隣界において死は死ではない──とも言われている。元々、肉体などあって無きが如ごとしのこの世界。死ねば向こう側に戻もどるか、さもなくば空っぽな存在エンプテイに巻き戻るだけ、とも。

　もっとも佐賀繰唯には確信がある。

　これで死んでも、次があると。

「……お願いする」

　その言葉と同時、佐賀繰の霊結晶セフイラが抉えぐり出された。意識は一瞬で断絶、礼を言う暇ひまもあらばこそ、佐賀繰の意識は断絶した。

「……極ごく上じよう……」

　ごくりと霊結晶セフイラを吞のみ込んだ蒼は、満足げに何度も何度も頷うなずく。満足した、とばかりにごろりと横になった。すやすやと眠ねむり始める様は、どう見ても殺し合いの途と中ちゆうとは思えないほどあどけない。

　だが、彼女と佐賀繰の戦いを見ていた準精霊たちは誰一人として、彼女に手を出そうとはしなかった。

　眠っていたとしても、虎とらを起こす愚おろか者はいない。




　　　　◇




　ふと気付けば、橙色だいだいいろの光こうが空を染め始めていた。

「あいあいさんの後は、大したことなくて良かったですねー。包帯の人も、小こ競ぜり合いで済みましたし」

　エンプティののんびりとした声。どうやら彼女も相当な勢いでこのゲームに適応したらしい。乃木あいあいを倒たおした後は、あの包帯で顔を覆おおった少女、フォルスだか誰だれだかが襲おそい掛かってきた程度だ。

　包帯を足に絡からませ、壁かべに叩たたき付けようとしたものの狂三にあっさり状況を引っ繰くり返され、逆に弾だん丸がんの直ちよく撃げきを受けてたまらず逃にげていった。

「一日目だと、こんなものでしょう」

　狂三は落ち着いた声で応じる。

「え、明日もやるんですか？」

「ええ、明日も明後日も。誰か一人が、勝ち残るまで」

　そう呟つぶやいた狂三の顔には、わずかに暗い情念が感じられた。

　街に、チャイムが鳴り響ひびく。

　それが今回の戦争ゲームの一時的な終しゆう了りようを知らせるものだと、狂三はエンプティに教えた。

「協定みたいなものですわね。夜よ討うちだけは、禁止されているのです」

「破ったらどうなるんです？」

「当然、罰則ペナルテイですわ。未み遂すいなら警告、夜討ちで相手を仕留めた準精霊は、このゲームの主しゆ催さい者しやによって粛しゆく清せいされることになっています」

「でもでもー、それって意味あるんですか？　やっぱり勝てばカングンとか言うじゃないですかー」

「そうならないために、人形たちが見張っています。いくら夜や襲しゆうを仕掛けたところで、彼女には勝てないでしょうからね」

　狂三はクスクスと笑う。エンプティが首を傾げる。

「えっと、すいません。整理させてください」

「ええ、どうぞどうぞ」

「狂三さんは精霊で、他の準精霊さんより強いんですよね？」

「それはもう」

「で、このゲームを管理しているのは支配者ドミニオンって準精霊さんなんですよね？」

「そうですわね」

「準精霊さんの作ったルールに、精霊が従うんですか？　あれ？　何かおかしくないですか？　他の準精霊さんが従うのはわかります、わかるんです。でも……」

　狂三はそこまで聞くと、ニッコリ微笑ほほえんでエンプティの唇くちびるに人差し指を押し当てた。

　冷たく、心地よい感かん触しよくに開きかけた口が自動的に閉じてしまう。

「気き紛まぐれ、ですわ。ルールはキチンと守らなくては、面白くありませんもの」

「……」

　狂三は微笑んでいる。けれど、その表情は指先同様に冷たく、どこか隔かく絶ぜつした感がある。

「あなたも気紛れで生かされていることを、忘れませんように」

　無言でエンプティは幾いく度ども頷く。満足したのか、狂三は指を離はなした。気紛れで生かされている以上、気紛れで殺されることもあるのだろう。




　　　　◇




「……ここでいいかしら」

「え？　ここですか？」

　狂三が立ち止まった先は、どこにでもありそうな一いつ軒けん家やだった。何をするのか、とエンプティが見ていると、彼女は普ふ通つうにドアを開いて上がり込んだ。

「ちょ、ちょっと狂三さん。くーるーみーさーん！　ここは他人の──」

　追いかけてドアの中に飛び込んだエンプティは、絶句した。

　空っぽだった。玄げん関かんから先は、恐おそらく外見と同じ分だけの何もない空間が広がっている。

「家の中なんて、存在しなくてもいい。家の外側があれば、街として成立するんですわ。だって、住んでいる人がいないのですから」

「ははー……」

　なるほど、と思いつつも首を傾かしげる。

「まあ、これだと不便ですし。少し造った方がよろしいですわね」

　狂三がそう呟いてしゃがむと、踏ふみ締しめた白い空間に手を乗せた。魔ま法ほうでも使うのか、となるとやっぱり呪じゆ文もんだろうか。それともこの空間の情報を組み替かえる魔術的プログラミング言語だろうか。

「てーい」

　気の抜ぬけた掛け声一つ。エンプティは落らく胆たんした。

　直後、白い空間が変化する。色しき彩さいが加わり、インテリアが配置され、人が生活するに相応ふさわしい様相となった。

「もう休みますわ」

「あ、はい。お風ふ呂ろとか、入りません？　できれば一いつ緒しよに！」

　ぱたぱたと手を振ふるエンプティに対し、狂三は露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「結構です。入りたいなら好きになさい」

　素っ気ない言葉。

「あ、はい。……おやすみなさい」

　狂三はさっさと奥の寝しん室しつと思おぼしき部屋に引っ込んだ。エンプティはしばし首を捻ひねった末に、ひとまず風呂に入ることにした。浴室の灯あかりをつけて、お湯を溜ため始める。狂三は風呂に入らなくてもいいのだろうか、いいのだろう。あの人は精せい霊れいなのだから、風呂に入らなくても臭くさくならないのだろう。

「いいなー、精霊はお風呂に入らなくていいなんて」

　一人ごちると、エンプティは白いワンピースを脱ぬいだ。下着も白かった。どれだけ自分は白が好きなのだ、と思う。もうちょっとバリエーション豊かでもいいと思うのだけど。

　そしてふと、鏡の前に見知らぬ人間が立っていると気付く。

「……！」

　……いや、違ちがう。これが、わたしエンプテイなのだ。初めて自分の顔を見た。その顔は、よくわからない。喩たとえるなら、白一色に塗ぬり潰つぶされた画用紙。

　何が描えがかれているのかはわからず、何かが描かれていることだけしかわからない。

　ここにいるのはありきたりの、どこにでもいる、本来なら背景の一人として埋まい没ぼつすべき少女でしかない。

「……わたしは誰？」

　──答えはない。空っぽエンプテイに、そんな回答は用意されてない。

「……どこから来たの？」

　──答えはない。記き憶おくがない自分に、過去はない。

「……何故、ここにいるの？」

　──記憶がない、過去がない、それは即すなわち自己おのれが存在しないということ。

　泣きたくなったが、我が慢まんした。とりあえず、その、あれだ。

「よし、お風呂に入って嫌いやなことは忘れよう！」

　過去の自分は風ふ呂ろ嫌ぎらいだったかもしれないが、些さ細さいなことである。何しろ空っぽエンプテイなので、前向きにならざるを得ないのだ。

　幸い、お湯もきちんと溜まる設計だった。さすが狂三、良きに計らえ……などと心の中では偉えらそうな口調をしてみる。心の中を読まれたら死ぬな、と思う。

　体の汚よごれを落とし、そっと湯船に足をつける。
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　さよなら今までのわたし。

　こんにちは今日からのわたし。

　ともかく明日も生きて行けそうです。風呂最高。

「……って、安価すぎるな。わたし」

　先行きらしい先行きはまだ見えない。落ち着いて、今の自分を見つめ直そう。

　記憶がない、人間ではなく準精霊、自分を知る者はいない（恐らく）、殺し合いゲーム……戦争ころしあいに巻き込まれている、頼たよれるのは時崎狂三という精霊だけ──。

「はー……」

　そして目下の問題は、時崎狂三が何故自分を連れているかわからないということ。

　囮おとりとしては使える、とか言っていた気がするが、囮としても使えない気がする。

　そもそも、一目で「こいつは弱い」と看破されるような自分が、どうして使えるのだろうか。

　……疑問を解くには、代入するべき式が必要で。その式がわからない以上は、どうしようもない。

　考えても仕方がないので、エンプティはそれを切り捨てた。
















「明日は……生き残れるかな……？」

　明日もこうして、お風呂に入って様々なことを考えられるだろうか。

　それとも、乃木あいあいのように──塵ちりのように、消え果てるのだろうか。




　風呂から上がって、下着を着け直す。……明日は新しい下着が欲ほしいところだ。あと、白いワンピースは一いつ旦たん汚れだすと際限がないので、これも買い換かえたい……。

　ともあれ爽そう快かいな気分になったエンプティは灯りを消していく。

　周囲が無人ということもあるのだろう。街は、家は、どこまでも静せい寂じやくだった。

　寝ねる前におやすみを言っておこう、とエンプティは余計なことを考える。

「いやだって、『わたくしぃ、おやすみも言わない無礼者を養う義務はありませんわ』とか言い出したら困るし……」

　そうぶつぶつと呟きつつ、寝室を覗のぞき込む……いない。

「え」

　ベッドの上、ベッドの下、クローゼットの中、いずれも外れ。

　まさか、まさかとは思うが。自分を置き去りにして逃げて行ったのだろうか。いやいや、そんなはずは。

「…………………………………………」

　上から、微かすかな声。

　そう言えば、とエンプティは思い出す。確か、この家は二階建てだった。霊れい力りよく圏けんとやらを広げたときに、二階も作ったのかもしれない。

　階段を上る……ゆっくりと、音も立てずに。

「……ぁ……ぁぁ……！」

　誰だれかの、部屋なのだと思う。ドアは開いている。暗い廊ろう下かを粛しゆく々しゆくと歩き、そっと隙すき間まを覗き込んで、それを見た。

　見てしまった。

「あぁ……ぅ……ぁ……ぁぁ……！」

　歯を嚙かみ締め、それでも止まらぬ嗚お咽えつ。何かを摑つかまずにはいられなかったのか、枕まくらを強く強く両りよう腕うでで抱だき締めていた。

　時崎狂三が、泣いていた。

　それはエンプティにとって、世界が逆しまになるほどの衝しよう撃げきだった。

　彼女は笑うし、怒おこるし、嗜虐的サデイステイツクな表情を浮うかべることもあるだろう。

　だが、泣くことはない。笑いすぎて涙なみだが出ても、悲しくて、ましてやこのように号ごう泣きゆうするなど、絶対に有り得ない。

　そんな信しん頼らいを、わずか半日でエンプティは抱いだいていて。そして今、見事にその幻げん想そうが打ち砕くだかれた。

　後から後から、ひっきりなしに涙が溢あふれて止まらない。嚙み締めた唇くちびるからは、微かに血が滲にじんでいる。多分、狂三自身も自分の意志では止められないのだと思う。

　悲ひ嘆たんと激情、絶望とそれ以上の何か、あらゆる正負の感情が入り交じっているのだろう。

　何故泣いているのか、その理由は判わからない。ただ、人目のつかない場所で泣かずにはいられないほど、彼女は何かに揺ゆさぶられていたのだ。




　──後になって思えば。この瞬しゆん間かんだったと、エンプティは思う。

　彼女に対しての見方が変わり、最終的にあの決断を下すに至ったのは。




　エンプティはそっとその場を離れた。寝室は狂三が使うらしいので、居間のソファーで眠ねむることにする。

　瞼まぶたを閉じる。狂三が冷れい酷こくに乃木あいあいを射殺した情景と、先ほどの涙を思い浮かべる。

　どちらも、彼女の貌かお。側面の一つでしかない。
















　冷酷に射殺した事実を、エンプティは今でも認められない。

　けれど、ああ、けれど──。

　あの涙が彼女のもう一つの側面だとするならば。他者へ向ける虚きよ偽ぎではないならば。

　殺したことを認められなくとも、どれほど酷こく薄はくな表情を浮かべようとも、そして自分を囮だと公言して憚はばからないとしても。

　それでも、エンプティはもう時崎狂三から離はなれる気はない。

　もう決めた。

　この奇き妙みような焦しよう燥そうとどうしようもない諦てい念ねんが満たされるまで、彼女と共に行こう。

　ほんの少しだけ、拾ってくれた恩以上に。彼女に肩かた入いれしよう。

　そんな生意気なことを考えながら、エンプティは眠りに就ついた。




　翌朝。

　目覚めた狂三に、エンプティが微笑ほほえみかける。

「おはようございます。狂三さん」

「……何、かしら？」

　訝いぶかしげに目を細める狂三に、エンプティはなお笑う。

「置いてあったのでパン、焼いてみました」

「ふぅん……」

「あと、コーヒーも。やっぱりほら、日本人なら朝はコーヒーでしょう」

「……いや、何か違わないかしら……」

　そう言いつつ、狂三はコーヒーに砂糖を入れた。ちらりと、エンプティを見る。彼女はほくほくした。

「不思議ですよねえ。空腹じゃないのに、パンを食べると美味おいしいんですよね」

「わたくしたちはパンを食べているのではなく、パンを食べたという事実を食べているだけですのよ」

「？　？　？」

　わかってない、と狂三は確信した。

「……準精霊は夢を持たないと、生きていけない。これは比ひ喩ゆでも何でもなく、事実なのですわ」

　狂三がゆっくりと、その残酷な事実を口にする。

「多くの少女が、この隣りん界かいに迷い込みます。そして、その多くが──夢を持てずに消えてしまうんですわ。ま、仕方ないですわね」

「……何で、消えちゃうんですか？」

「理り屈くつはわかりませんわ。ただ、この世界は肉体に関かかわる比重が彼方の世界より軽いのは確かです。食べなくても餓うえない、眠らなくても死なない、歳としも取らない。冗じよう談だんではなく、不老不死なんですのよ」

「ふろーふし……」

「でも、長い間何もせずにいれば精神こころが削けずられる。だからここでは、肉体より精神の方が生死に関わるんですの。そして、一番大事なのが〝夢〟なんですわ」

　何かをしたい、為なしたい、こうありたい、こうしたい。

　無む邪じや気きな欲望、他愛たわいもない希望。

　あるいは、ドス黒い願望でも構わない。それらによって心は向上を求め、生きるべき強い意志を生み出す。

　逆に言うと、それがないならば。

「ここでただ生きるだけなら、本当に楽。でも、そんな怠たい惰だをこの隣界は許しませんのよ」

「怠惰──」

　夢がなく、生きることを強く願わず、ただ存在するだけでよしとするならば。

「肉体が壊こわれて、心も壊れて──他者と隔かく絶ぜつした存在になって、最後には消えてしまうんですのよ」

「はーはー……」

　それは大変ですねえ、とエンプティは頷うなずく。頷いて、ふと戦せん慄りつが背筋を駆かけ抜ぬける。

〝明日くらいから始まるかなって思うのよ〟

　あれは、あの呟つぶやきは。確か、戦わないと死ぬ……という、今と似たような話題の際に、指宿パニエが囁ささやいたものじゃなかったか。

「──左手を、ご覧なさい」

「……………………あ」

　呼吸ができない。先ほどの平へい穏おんが、根こそぎ奪うばい去られた。そうだ、夢を持っていない。夢など持ちようがない。記き憶おくが失われている自分とて、それは、決して例外ではない。

「あぁぁぁぁぁぁ……！」

　掠かすれた声で絶ぜつ叫きようする。左手が、薄く半透明になっていた。消えかかっている、自分という存在が今にも、消えて無くなりそう……！

「いいから、落ち着きなさいな。まだ左手だけですのよ」

「だだだって！　だって──！」

「戻もどります」

「だって左手が消えちゃって……………………って、戻る？　戻った！」

　消えたのは一瞬、消えていた左手はあっさりと元の姿を取り戻した。念のため、手を開いたり閉じたりしてみたが、感覚もきちんと伝わってくる。だが、しばらくするとまた左手がふっと消えかかる。

「だから夢を摑みなさい。そうすれば完全に戻りますわよ。左手も」

　ちゅんちゅん、と雀すずめの鳴く声が聞こえてきそうだが生き物がいないため静かな朝。

　おずおずと、空っぽ娘エンプテイが尋たずねる。

「……まったく記憶がない状態で？　何が得意かもわからないまま？　おまけに自分ではどうしようもない殺し合いに参加している身分で？　将来の夢とか考えろと？」

　時崎狂三は、何とも屈くつ託たくのない最高の笑え顔がおで応じた。

「ええ、ええ、そうですとも」

　無茶振ぶりだ、無茶振りにも程ほどがある。だが──やるしかない。

「ちょうどこの殺し合いが終わる頃ころ、空っぽさんエンプテイは真の虚無エンプテイに陥おちいりますわ。それまでに、夢が見つかればいいですわね」

　……沈ちん黙もく。

　意地悪い表情を浮かべた時崎狂三は少々癪しやくに障さわるが、障るのだが。

　やるしかない。頑がん張ばるしかない。

「……わかりました。やってみせます」

「前向きですこと」

「あはははは、もう前向きになってないとやってられないですからね！」

　半ば自棄やけっぱちではあるが。少しずつ、少しずつ、空っぽの器うつわにも色々なものが溜たまり始めている。

　それは決して絶望だけではない。喜びも、楽しみも、前を向いて歩こうと思えるだけの希望も、少しくらいは存在するのだ。

「それで狂三さん。今日はどこへ向かうんです？」

「そうですわね……エンプティさんは何か欲しいもの、あります？」

「自由と記憶、それに安全が欲しいです」

「生あい憎にくとそれは売れませんわね。他には？」

　どうやら、そういう概がい念ねん的なものではないらしい。エンプティは少し考えて、ふと袖そで口ぐちが薄く汚よごれた服を見やった。

「あー……服とか下着とかですかね。コケたり戦いに巻き込まれたりで、ちょっと汚れが目立つので」

　ただでさえ白いので、汚れは大変よく目立つ。

「わたくしの服で良ければ、お貸ししますわよ？」

「え」

　狂三の服といえば、当然ながらゴスでロリで真っ暗で暗黒で燦さん然ぜんと煌きらめくアレである。

「……いえ、それは……あまりに、恐おそれ、多い、の、で……」

　しどろもどろの回答に満足したのか、狂三は仕方がないですわね、と頷いた。

「それなら、折角ですしショッピングモールへと向かいましょう。そこなら、服も下着もあるでしょう」

「え、ショッピングモール？　そんなのあるんですか？」

「ええ。ちゃんと接客してくれる店員付きですのよ」

「そ、それは素す敵てきですね！　でも店員さんって、生き物は準精せい霊れい以外はいないんじゃ」

「ロボットみたいなものがいるので問題ないですわ」

「それにお金は──」

「この世界じゃ、お金なんて鼻をかむ紙にもなりませんわ」

「クレイジー世紀末！」

　記憶がないのに、妙みような知識だけは後から後から濁だく流りゆうのように吐はき出しているエンプティであった。





○〝人形遣いドールマスター〟






　家の外に出ると、人形が立っていた。右は赤を、左は青を主しゆ軸じくにしたゴスロリ衣い装しようを着せられている。バイオリンやフルートを手にしているところを見ると、演奏でもできるのかもしれない。

「こんにちは」「こんにちは」

　甲かん高だかい、いかにもそれらしい声。

「はい、こんにちは」と律りち儀ぎに応じるエンプティ。

「何ですの」

　逆に、不ふ機き嫌げんそうに応じる狂三。だが、人形は表情を変えることなく告げる。

「昨日の戦せん闘とうにおいて乃木あいあいが時崎狂三に、指宿パニエがシェリ・ムジーカに、佐賀繰唯が蒼ツアンに殺されましたよ」

　わかってはいたことだが、殺されましたという言葉を聞くと心が痛い。指宿パニエは、あの幼い容姿の、人形を抱だいていた子だ。佐賀繰唯は……確か、最初に飛び出していったくノ一みたいな女の子だったか。

「敢かん闘とう賞のメダルです」「どうぞどうぞ」

「……結構ですわ」

　狂三は人形を蹴けり飛ばさんばかりに苛いら立だっている、とエンプティは声こわ色いろで判断した。わずか一日で、狂三の複雑な感情表現を把は握あくし始めている己おのれにちょっとビックリだ。

「そうですか」「残念です」

「精霊の本当の力、今日こそは見せて貰もらえると」「とっても嬉うれしいです」

　単調で甲高い声──エンプティも、さすがに少々言葉にならない何かがこみ上げてきた。

「……ええ。前ぜん哨しよう戦せんも終わりましたしね」

「今日、狙ねらわれるのは確実なので」「覚かく悟ごしてくださいね」

「そうですわね」

　一いつ瞬しゆん、狂三の目がひどく慈いつくしみに満ちたものに変わる。気付けば、手には短たん銃じゆう。

「何ですか？」「この銃は」

「精霊故ゆえの気き紛まぐれです。次はもう少し、こちらを苛立たせない人形にしてくださいね。支配者ドミニオンさん」

　人形が咄とつ嗟さに背後に跳ちよう躍やくしようとしたが、あまりに遅おそかった。二人の死因を挙げるとするならば、災さい厄やくに近付きすぎたことか。

　せめて、声だけの生物であれば死ぬことは逃のがれられただろうに。

　二体の人形が立て続けに砕くだけ散り、醜みにくい屍しかばねを晒さらす。

「うう、朝から嫌いやなもの見ました……」

　別に人形は人形、砕け散ったところで血肉が垂れ流される訳ではない。

　ただ、人間の姿をしたものが砕け散っているところは見ていて気分が良い訳がない。

「ところでコレ、怒おこられませんか？」

「怒られたところで、どうなるものでもありませんわ。わたくし、精霊ですもの」

　さあ行きましょう、と狂三が歩き出す。南な無む南無、と壊れた人形に向けて手を合わせた後でエンプティは慌あわてて彼女を追い始めた。




　ショッピングモールまで、のんびりと歩く。

　襲しゆう撃げきはない。エンプティは巻き添ぞえで殺されやしないかという点はもちろん心配だったが、それ以上に心配なのが、左手である。

　幸いなことに痛みはない。ただ、先ほどから消えたり現れたりしているだけ。途と方ほうもなく奇き妙みような喪そう失しつ感かんに耐たえる──ひたすら、耐えるしかない。

「ショッピングモールで、狂三さんは何か買いたいものでも？」

「特にありませんわね。わたくし、ファッションにはあまり興味がないので」

「はー、勿もつ体たいない。そんなに美人さんなのに」

　そう言うと、狂三は目を丸くして──その後、くつくつと心底愉たのしそうに笑った。

「ええ、ええ、そうですわね。わたくしは、美少女ですわねえ」

　そう言うと、更さらに受けたのか口元を押さえた。

　……まあ、楽しそうなのは良いことである。

　エンプティは極力前向きに、少し見えてきたショッピングモールへと視線を移す。

　淡あわいピンクと白のモザイクタイルに覆おおわれていたショッピングモールは、童話の不思議な城を連想させるような形だった。

　あの城に行けば、誰だれでも魔ま法ほうをかけて貰える。どんな少女でも灰被り姫シンデレラになれるのだよ、と手招きしているようにも思えた。

「城……ですの？　わたくしには、墓標にしか見えませんが」

「そ、そう言えばそう見えるかもしれませんけど！　これから行く場所に不ふ吉きつな連想をさせないでくださいませんかこんにゃろう！」

　確かに墓標にも見える。王を奉たてまつるが如ごとき巨きよ大だいな墓、ならば忍しのび込む自分たちは盗とう掘くつ人だろうか。

　狂三は笑って言う。

「元々、この第一〇領域マルクトは、元々とある精霊の領有地。なら、全員揃そろって不法侵しん入にゆう者ですわ」

「あ、そうか。狂三さんは精霊なら、他の精霊をご存知なんですか？」

　狂三は少しだけ硬こう直ちよくした後、ゆるゆるとした動作で首を横に振ふった。

「残念ですけどね。他の精霊さんについては全く知らなかったようですのよ」

「へー……」

　この隣界せかいを形作ったのは精霊。時崎狂三はその一人だという。世界を思い通りに作るとは、どういう心地なのだろう。

　エンプティはぼんやりと、誰もいない世界で誰もいない街を創つくり上げる少女を想像する。

　精霊の巨大な力を恐れて、誰一人として世界に侵入する者はいない。それはまさに厳おごそかなる聖域、白く輝かがやく鋼はがねの街。

「寂さびしかったでしょうね」

　エンプティはしんみりと、そう呟つぶやいた。




　　　　◇








○土方イサミ






　土方イサミは過去の記き憶おくが綺き麗れいさっぱりと消えてしまったタイプの準精霊である。通常、少女たちは多かれ少なかれそれを気にするものだ。

　自分は一体、どんな風に向こう側で過ごしていたのだろう？　大多数の準精霊はそれを知りたがろうとする。戦いに己の存在を求める少女とて、それは同じ。シェリのように甘いスイーツを求めたり、あるいは武下彩眼のように本を求めたりもする。

　求めるものは人間によって様々だが、それは遠く離はなれてしまったあちら側とこちら側を繫つなぐ唯ゆい一いつの縁よすがだ。

　土方イサミはそんな難しいことを求めることはしなかった。

　この隣りん界かいに辿たどり着いてから、人を斬きることでこの世界で生きられることを知った。

　だから、斬る。ただそれだけである。

　食事も睡すい眠みんも着き飾かざることも、まして娯ご楽らくすらも不要。

　だってその必要がないのだから、だったらそれより剣けんを振るう方がいい。修しゆ行ぎようすらも億おつ劫くうだと、イサミは斬って斬ってふと立ち止まる。

　──おや。もしかすると、自分は破は綻たんしているのではないだろうか。

　なるほど、道理で自分に親しく話しかけてくる者がいないはずだ。顔なじみがどんどんと消えていくはずだ。

　自分が殺しているから、当然だ。

　友達が欲しい。いや欲しくない。欲しいなどと考えるな。どうせいつかは斬って斬られるだけの間あいだ柄がらだ。

　少しだけ寂しくなった。斬る以外の何もできない自分が、少しだけみじめになった。

　……でも、やはり。強い準精霊を前にするとワクワクが、ドキドキが、ときめきが、どうにも抑おさえられない。

　だから、土方イサミは武下彩眼が好きだ。嫌きらわれていることを知ってはいるのだが、それでも好きだ。そして、どうせなら最後に殺し合いたいと願っている。

　彼女と同じくらい強い準精霊はいるのだけど。

　彼女以上に強い準精霊も、きっといるのだけど。

　ずっとずっと戦い続けてきた彼女だけは、どうにも例外なのだ。

　なので、手を組めることができてホッとした。

「よーし、アタシとアンタでアイツらをやっつけよう！」

「あら？　あの可哀かわい想そうな空っぽ娘エンプテイも巻き込むの？」

　彩眼が眉まゆを顰ひそめる。何というか、割と良識的だよなそこらへん──とイサミは思う。一見酷こく薄はくそうなのに、皮を一枚捲めくれば優やさしい良心の塊かたまりだ。自分のように、どこまでも薄うす汚ぎたなく刀を振るう浪人ごんたくれとは違ちがうと、イサミは思う。

「そだよ。だってアイツ、敵だし」

　平然と、イサミはそう言い放った。敵と味方の区分が、あまりに早い。そこに同情など掛かける余地はなく、ただ敵と見なして斬る。

　それがイサミのやり方であり、生き残り方だった。

　だからこうしている今も、イサミは彩眼に隙すきがあれば斬るだろう。既すでに彼女は敵であり、今はたまたま殺さないだけだ。

　けれど、彼女と戦場で交かわす益やく体たいもない会話は、彩眼にとってはこの過か酷こくな世界で一番の救いだった。正直な話、それがあったからこれまで生き残り、霊結晶セフイラを蓄たくわえ、強くなってきたのだと言ってもいい。

　準精霊は夢を持たねば生きていけない。ならば、彩眼の夢は──いつか、手に無銘天使ぶきを持つでもなく、のんびりとした陽ひ差ざしの下でイサミとどうでもいい会話をしたい。ただ、それだけだと思う。

　現実主義のイサミが聞けば馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ笑しように付すだろう。

　殺す前に、殺される前に、せめてそのことは伝えたい……と彩眼は思う。

（……まあ、それでも殺すと決めて掛かっている私は壊こわれているのかな）

　これだけ言葉を並べ立てても死にたくないと渇かつ望ぼうしている自分が、酷ひどく愚おろかしい。

　でも、その一方でイサミが再三繰くり返していることもわかる。

「どうせなら、最後の最後で彩眼とは殺し合いたいからな！」

「はいはい。……私も、そうしたいと願ってるわ。最後の最後まで、楽しみたいもの」

　イサミが目を丸くする。彩眼は、それが何だかおかしかった。

「ほら、行きましょう。ショッピングモールに到とう着ちやくして遊んでるわよ、二人とも」

「そだな！　うん……行こう。精霊だろうが、準精霊だろうが、構わないさ。散りゆく命に違いはない。気合入れろよ──〈堕天一箇神いつぽんだたら〉！」




　　　　◇




　ショッピングモールに入ると、なるほど奇妙な情景が広がっていた。店員がいる。ただ、店員はマネキンのようだった。顔はあるのだが目はなく、鼻もなく、口も輪りん郭かくだけ、耳にも聞くべき穴が開いていない。

　マネキンのようだ、というか──。

「マネキンそのものですね、これ」

『イラッシャイマセ、ナンニナサイマスカ？』

「こんにちはー、服が欲しいんですけど。お勧すすめとかあります？　わたしほら、この通り真っ白なもので。無む垢くとかイノセントとか、そんなノリなので。もうちょっとバシッとイメージチェンジとかできる服をですね──」

『イラッシャイマセ、ナンニナサイマスカ？』

「……これだけですか、喋しやべれるの」

　じっとりとした目で狂三を見る。狂三は唇くちびるに手を当て、上品にくすくす笑う。

「まあまあ、もうちょっとその愉ゆ快かいな一人芝しば居いをお続けになってよろしかったですのよ？」

「やらないですよ！」

　エンプティは目に付いた店に、肩かたを怒いからせつつ入った。

（ねえ、どれが似合うと思う？）

（どれでもいいんじゃないの？）

（そう言わずにさ、私に似合う服を君に見つけて欲しいのさ！）

　……微かすかな耳鳴りに顔を顰める。捨てたはずのものが蘇よみがえり、狂三の頭を痛いほどに締しめ付ける。

「すいません、狂三さーん。これ、わたしに似合うと思います？」

　ひょっこりと飛び出した下着姿のエンプティに、狂三は思わず面めん食くらう。

　無む邪じや気きに微笑ほほえみかける彼女に、微かな苛いら立だちと罪悪感。同時に、その笑え顔がおに否いや応おうなく心を搔かき毟むしられる。

「……あー……どれでもいいんじゃ……ありませんの？」

「そう言われると困るんですけど……何しろこう、記憶がないものでどれが自分に似合うのやら」

　ひょいひょいと下着を見比べ続けるエンプティに、狂三はくすりと笑って意地悪く告げた。

「そちらの方がいいんじゃありませんの？　子供っぽくてお似合いですわよ」

「い、言ってはならないこと言いましたね言いましたね!?　ちょっと待っててください！」

　エンプティはいかにも大人っぽい下着を選ぶと試着室でひょいひょいと身につけ、勢い良くカーテンを開いた。

「さあ、どうですか狂三さ……にゃんと!?」

　狂三も既に服を脱ぬぎ捨て、堂々と下着姿で佇たたずんでいた。

「さあ、何か言うことは？」

　上下共に、黒を基調とした布面積極小の下着。黒とはいえ、ショーツのサイド部分は紐ひもだわシースルーの部分も多々あるわで、ギリギリで全ぜん裸らではないというレベルだ。

　妖よう艶えん、その一言に尽つきる。間ま違ちがっても高校生が出していい色いろ香かではないし、穿はいていい下着ではない。おしりとかシースルー部分を含ふくめると見えない部分がほとんどない。

　というか、全裸の方がまだエロくないのではないだろうか、とエンプティは思う。試着室にも入らず堂々と店の中で脱ぐのもどうかと思う。そして、最後に考えたことはどうしても口に出さずにはいられなかった。

「あの、一つよろしいでしょうか」

　手を挙げたエンプティに、下着姿で腕うでを組んだ狂三は頷うなずく。その傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は、下着姿でも変わらない。

「ええ、何でも仰おつしやりなさい」

「見せる相手もいないのに、そのドスケベぶりは正直どうかと思います」

　こんなものを思春期の男子が見せられたなら、即そく狼おおかみとなるであろうことは請うけ合いだ。

　多分、女子でもヤバいと思う。

「下着とは女性の武器です。淑しゆく女じよたるものが、この程度の下着を着こなせないでどうしますか」

「淑女はそういう下着を穿かないと思うんですが……いや、いいです」

　何だか知らないが、物もの凄すごい敗北気分であった。

「わたくしの勝ち」

　澄すまし顔で、狂三はそう呟いた。




　　　　◇




「──起動。第一、第二、第三射準備。装そう塡てん。測定。〈原初長弓クロトス〉」

　吹ふき抜ぬけ構造のショッピングモール、一人の準精霊が落下を開始する。

　狙ねらいは二階、レディースファッションショップでのんびりと服を着き替がえている空っぽ娘エンプテイと時崎狂三。

　そしてもう一方の準精霊は、慎しん重ちように狙いを定める。

　無論、落下した準精霊と狙いは同じ。元より、互たがいに援護カバーし合うようなコンビネーションを見せられる訳でもない。

　それならば、と割り切って二人で同時に狂三たちを狙うことにする。どちらかが彼女を殺せることができれば、それでいいのだと。

　単純な戦力は二倍。加えて、互いに殺し合うことはないのだから戦力的には更さらに向上。

　無論、他の準精霊──残り四体……シェリ、砺波、蒼ツアン、フォルスが割り込んでくる可能性もある。特にシェリと砺波は、抜け目なく獲え物ものをかっさらう準備をするだろう。しかし、そのリスクを恐おそれて前に出ないような性格であれば、ここまで生き延びられるはずがない。

「短い人生、短い命、パッと咲さいてパッと散る！　後こう悔かい逡しゆん巡じゆん一いつ切さい無しの人生さ！」

　笑いながら、彼女は己おのれの無銘天使えものを構えた。




　　　　◇




　ブティックで買い物というよりは、単なる試着遊びを終わらせた狂三とエンプティは、ショッピングモールをぼんやりと歩いていた。エンプティが何度かこの店に入ろう、と狂三を呼び止めるが彼女はその一切を無視した。

「もー、何なんですか狂三さん」

「ここには遊びに来た訳ではありませんの」

「え、じゃあ何しに来たんですか？」

　狂三は古式銃じゆうを手にして空を見た。

「待ち伏ぶせを受けるためですわ」

　元々、狂三がショッピングモールに来た理由は戦うためだ。残った六体の準精霊、その内二体で組んだ準精霊が二グループできたことは、昨日の調べでわかっている。

　そして、蒼とフォルスが誰だれかと組むことは絶対にない、確信を持って言える。

　狂三は知っている。徹てつ底てい的に調べたのだ。昨日の、既に一三回を越こえる一〇人の殺し合い。参加者はどんな準精霊で、どの霊属で、どの立ち位置で、どういう風にこの戦いに挑いどむのか。

　時崎狂三は弱い。いや、無論弱いはずがない。精霊という時点で、他の準精霊とは一線を画している。しかし、それでも弱い。

　手にできるのは短銃一丁。使用可能な能力は、【一の弾アレフ】を含めてわずか。それ以上を、この身で行使するのは不可能だ。

　神威霊装・三番エロヒムも、万ばん全ぜんとは言い難がたい。外側こそ繕つくろっているが、果たして準精霊たちの苛か烈れつな攻こう撃げきにどれだけ耐たえられるものか。

　だが、元よりそれが彼女の生き様だ。耐えて、調べて、狙いを定めて、相手を徹底的に追い込むことで生き延びた。

　来る、と狂三の直感が囁ささやいた。

　このショッピングモールは吹き抜け構造だ。従って、奇き襲しゆうを仕し掛かけるなら二人して外側を歩いている今が絶好の機会。

　これを見み逃のがすような、彼女たちではない。

　彼女は落下してくる準精せい霊れいを見やる。そこに驚おどろきはない。予定通り、全すべて予定通りだ。

　そう、予想通り落下してきたのは──。

「〈原初長弓クロトス〉──【螺旋矢スピラ】！」

「いらっしゃいませ、武下彩眼さん。淑女の着替え中に襲おそわなかったことは、褒ほめて差し上げますわ」

　落下してきた武下彩眼に向けて微笑み、既すでに引き金トリガーに手を掛けていた短銃を突つきつけた。

　交こう錯さくは一いつ瞬しゆん。

　見み抜ぬかれていたことに驚きよう愕がくしながらも、彩眼はその矢を射ち放った。ライフル弾だんのように螺ら旋せんを描えがきながら直進。代だい償しようとして速度を犠ぎ牲せいにしているが、霊装を貫かん通つうする破は壊かい力を持つこの矢を──。

　狂三はわずかに体を反らすだけで、回かい避ひした。

「く…………！」

　他の矢は単純に霊力でブーストすることで速度を高めることができるが、ライフリングで威い力りよくを増した【螺旋矢スピラ】は霊力でブーストを行うと座標にブレが生じる。いくら速度が増しても、当たらなければ意味がない。

　だが、そもそも彩眼の役割はこの階この場所に彼女を釘くぎ付づけにすることだ。

　宙空で急ブレーキ、立て続けの射出。

「きゃああああああああああああああああ!!」

　悲鳴を上げてあちらこちらと逃にげ惑まどっているのは、空っぽ娘エンプテイの方だ。

　一方の狂三は逃げることなく、レディースショップのハンガーラックを摑つかむと彩眼に向けて放ほうり投げた。

　無数の服が宙に舞まう。彩眼の視界が覆おおわれた。銃声一発。向こうも標的が定さだかではないのか、掠かすめることもない。だが、銃声が彼女の立ち位置を知らせてくれた。

　問題なく、有効攻撃範囲内……！

「イサミ、今よ！」

　彩眼が叫さけぶ。直後、轟ごう音おんと共に遥はる々ばる五階より床ゆかをブチ抜きながら土方イサミが出現した。

「〈堕天一箇神いつぽんだたら〉ァァァァァァッ！」

　無邪気な怪かい獣じゆうのような咆ほう吼こう。周囲一帯を蹴け散ちらす桁けた外はずれの暴力。土方イサミの無む銘めい天使に特とく殊しゆな能力などというものはない。あれは、純じゆん粋すい無む垢くな斬ざん撃げきの塊かたまり。ただ斬きって斬って斬り果てる、回避も防ぼう御ぎよも一切許さぬ斬撃結界である。

　いかな精霊といえども、無傷ではいられまい。

「──って、いないよ!?」

「え……!?」

　イサミの素すっ頓とん狂きような声に、彩眼が凍こおり付く。思考が迷めい走そうしかかる寸前、一発の銃声を思い出した。

　そうだ、彼女は、確か──自分で自分を撃つことで力を得る！

「彩眼、どこだ!?」

「今、探して──」

　彩眼がふと上を見た。大きく腕を広げた時崎狂三がこちらに向かって落下している。

「上……！」

　叫んだ直後に、すぐにそれが間違いだと気付いた。落下しているのは時崎狂三と似た服を着ただけの、ただのマネキン！

　今のは違う、と間かん髪はつ容いれずに叫ぼうとして──気付いた。イサミが、自分の声に応じて、空を見上げてしまっている。だが、問題はそれよりも。

「後うし────」

　イサミの影かげから、少女が這はいずり出ていた。イサミの斬撃結界を打だ倒とうする手段は、大きく分けて二つ存在する。

　一つ、結界の届かぬ距きよ離りから結界をブチ破る程度の破壊力を持つ攻撃を加える。

　二つ、そもそも斬撃を行わせない。

「忠告するなら……もう少し、手を組むという意味を重要視すべきでしたわね」

　どれほど互いを知っていても、心底で惹ひかれ合っていたとしても。

　それと、手を組んで攻撃するという行こう為いは別物である。幾いく多たの練習、幾多の話し合い、幾多の失敗のみが、その力を増ぞう幅ふくさせる。

　１＋１が[image: ]マイナスになるなど、珍めずらしくもない。

「う、あ、ああああああああああああああぁぁぁぁぁっ！」

　イサミが振ふり返り様に、影から這い出てきた何かを斬ろうとする。しかし、その表情には何ともいえぬ悲ひ愴そうがある。

　それは間に合わないと、本能で理解しているからか。あるいは──。

　思考を寸断するような銃声。

　外しようもない、霊結晶セフイラへの一撃。頽くずおれる少女の目から、命の輝かがやきが瞬またたく間に奪うばい去られていく。

「イサ、ミ……！」

　──なのに。イサミが、狂三にしがみついていた。

「射うて……射てぇぇぇぇぇっ！」

　躊躇ためらいはない。人生最高の集中力で、最高の一撃を約束する。

「〈原初長弓クロトス〉──【螺旋矢スピラ】！」

　その瞬しゆん間かん、狂三ですら予測し得なかった現象が起きた。

　地面が揺ゆれる。エンプティが悲鳴を上げる（毎度のことだが）、イサミや狂三は顔色を変える。

「『隣界編成コンパイル』……こんな時に！」




　隣りん界かいにおいて、既に精霊の姿はない。しかし、それでもなお精霊の威い容ようが語られ続けるのは、彼方あちらの世界に存在しながらも時折、隣界に多大な影えい響きようを与あたえるからだ。

　いつ、どんなタイミングでそれが行われるのかは不明。規模も、どのように変化するかも予測不可能。

　……一説によれば、精霊の感情が大きく揺れ動いたときに行われると言われているが、それも定かではない。

　大地が割れる。

　黒い柱が、世界を蹂じゆう躙りんするかの如ごとく聳そびえ立つ。柱から、剣けんのように鋭するどい棘とげが無数に生え始めた。

　どうやら、今回の改変はご機嫌斜めらしい。

「あだっ!?　ダメ、ちょっと……！」

　崩ほう落らくしかかったフロアが斜ななめに傾かたむき、エンプティがするすると滑すべり落ちる。行き先は吹ふき抜ぬけ、先ほどまでは何もなかったが今はそこに黒い柱が突き立っている。

「きゃあああああああああああああ！」

　エンプティの悲鳴。狂三と目線が合う──狂三は、イサミにしがみつかれていて身動きが取れない。それでもエンプティは反射的に、彼女に手を伸のばす。

　醒さめた思考が、語りかける。

〝助けられるはずがないだろう〟

　わかっている。わかっているのに。自分はとても弱い生き物だから、手を伸ばさずにはいられない。

「あ、なた────！」

　信じられないことに。

　狂三が届くはずもない手を差し伸べていた。その目には微かすかな動どう揺よう。滑り落ち、死の穴へと落下しながらエンプティは、何だかそれだけで満足してしまった。

　何て安易で、揺れやすい心。

　彼女が、手を差し伸べてくれただけで──。




　落下する。

　いつかの、生まれた頃のようだとエンプティは思う。

　もうすぐ衝しよう撃げきが来る、せめてひと思いに死んだ方がマシな高さだ。頭を打ってしまった方が楽なのだろうか。そんなことを考えて瞼まぶたを閉じる。もうじき衝撃が来るはず、最悪なのは半はん端ぱに生き存ながらえること。痛い思いをし続けるのは、多分、きっと辛つらい。

　間もなく衝撃が来る。覚かく悟ごなど決められるはずもない。泣きたくて恐こわくて仕方がない。すぐに衝撃が来る、はず、なのだけど。

「あ────れ？」

　いつまで経たっても衝撃は来ない。閉じた瞼を、恐おそる恐る開く。

　そして、今度という今度こそエンプティは超ちよう弩ど級きゆうの衝撃を味わうことになった。




「まさか……！」

　落下する程度で死ぬはずはない、と狂三はエンプティを理解している。せいぜい、ちょっと痛いとか衝撃があるくらいだろう。しかし、あの棘はマズい。

　あの棘は、言うなれば精霊の心象そのもの。取り込まれて帰れなくなった準精霊たちも多い。正の感情で形成されたものならともかく、負の感情なら──。下を覗のぞき込むと、案の定エンプティの姿はない。

　イサミは既に、事切れている。一方、彩眼はまだ立ち直っていない。それでも、戦士としての本能か、弓に矢を番つがえてはいた。

　だが。狂三の短たん銃じゆうがわずかに早かった。

　銃声。

　彩眼は霊結晶セフイラを撃うち抜かれる。

「ぐ、ぅ──！」

　本格的な崩落が始まった。加えて、上空から、お土産みやげとばかりに燃え盛さかる炎ほのおが降り注ぐ。

「……予想通り、とはいえタイミング悪すぎですわね」

　狂三の双そう眸ぼうは、しっかりと第二の襲しゆう撃げき者を捕ほ捉そくしている。

　──シェリ・ムジーカ。加えて、砺波篩絵。

「可愛い顔して、もっとも油断ならないお二人さん。……逃げるしかないですわね」

　勝てない戦いではない。時崎狂三の力は万ばん能のう、かつ用よう途とが幅はば広ひろい。たった二つの能力しか使えない現状ですら、どうにかなるという楽観的な展望が見えてくるほどに。

　しかし、狂三はそれを賭け事ギヤンブルだと理解している。

　どれほど自分が本命だろうと、まず敗北すまいと確信していても。戦いに絶対はない。

　ショッピングモールでの戦いは、必ず勝てると踏ふんだからだ。奇き襲しゆうを仕し掛かけてくる武下彩眼。彼女と手を組むであろう、好敵手ライバル土方イサミ。

　彩眼の合図で上か下か横か、どこからにせよ必ず彼女イサミがやってくる。

　絶対的といってもいい斬撃結界、これを回かい避ひするためには【一の弾アレフ】で加速して遠えん距きよ離りに逃げるしかない。

　乃木あいあいとの戦いで、自分があの弾たまを使ったことも彩眼は目撃しているはずだ。

　だから、彩眼はイサミから視線を外して周囲の様子を窺うかがった。そして、予あらかじめ自分と似た服を着せて蹴けり飛ばしておいたマネキンを誤ご認にんさせた。

　全すべてはほんの一いつ瞬しゆん、相手を騙だまし尽つくすため。そして、もう一つの力を隠かくし通すため。

　時崎狂三は撤てつ退たいを決意した。

　……エンプティは、帰き還かんすることができるだろうか。あの棘に取り込まれて、抜け出ることができた準精せい霊れいは少ない。

　彼女を失うのは惜おしい、と狂三は思う。それは酷ひどくエゴイスティックで、自己欺ぎ瞞まんにも程ほどがある願いなのだけど──。

　止やめよう。今考えるべきは、別のことだ。そろそろ、〝彼女〟が動き出す頃ころ合あいだ。

　この精霊の力を以もつてしても、果たして彼女に勝てるかどうか。

　いや、勝たなくてはならない。何としても。さもなくば──永遠に救われない。




「……イサミ……」

　霊結晶セフイラが砕くだかれ、彩眼は敗北を理解した。悔かい恨こんや絶望、そしてどこか諦てい観かんめいた感情が[image: ]ほとばしる──だが、できることは涙なみだを流すくらいだ。

　いつか彼女と戦わない日が、ただ屈くつ託たく無く話し合える日が来るかもしれないと、仄ほのかな希望を抱いだいたこともある。

　その夢を、どうして自分は捨て去ってしまったのだろう。

「……次は、せめて戦う関係じゃないといいな」

　そんなことを呟つぶやいて、瞼を閉じる。

「──その夢、叶かなえてあげるよ」

　願いを呟くべきではなかった、と最さい期ごの最期で彩眼は後こう悔かいした。




　　　　◇








○□□□□






　瞼を開くと、そこは学校の教室だった。ただ、昨日訪おとずれた教室とは様相が異なっている。校舎は古く、昨日の教室よりどこか親しげな感じがした。ただし、問題点が一つ。

　教室はほぼ半はん壊かいしていた。机は全て壊こわれているか薙なぎ倒たおされており、椅い子すは椅子として機能できそうなものが一つたりとも残っていない。

　それが妙みように悲しいと、エンプティは思って──驚きよう愕がくする。

　手が、自分の手ではなかった。先ほどまで着ていた白いワンピースではなく、何か籠こ手てらしきものを装着している。それどころか、勝手に動く。

　夢の中の自分が、勝手に動いていくように。

　誰かわたしは動いていた。




　がらがらと教室の扉とびらが開く。自分の意志ではないが、反射的にそちらへと視線を移す。

　頭ず蓋がいに強きよう烈れつな殴おう打だ、心臓に鋭い刃やいばを突つき立てられたような。

　そんな、痛みにも似た衝撃が全身を走り抜けた。

　目の前にいたのは、多分、同年代の少年だ。青みがかった黒くろ髪かみ、細身の体、その眼まな差ざしには隠しきれない恐きよう怖ふが滲にじみ出ている。

　自分しようじよが、無造作に何かを放った。扉と後方の窓ガラスが吹き飛び、少年の頰ほおに血がついた。

（駄だ目め!!）

　絶ぜつ叫きようする。暴れ狂くるう。これが夢なのか、そうじゃないのか、そんなことはどうでもいい。

　でも、彼は駄目だ。彼だけは何があろうと絶対に駄目だ。

　幸い、先ほどの一撃は少年のすぐ傍かたわらを過ぎただけだ。頰に軽い傷が入っただけ。それでも、心が抉えぐられるほどに痛い。

「──止まれ」

　口から、勝手に言葉が衝ついて出る。いや、そうではない。自分は自分ではなく、他者の体を借り受けているだけに過ぎない──そうエンプティは確信できた。

　何故なら声が自分とまるで違ちがっている。体格と胸はそう変わりはないのだが、声と指が違う。服も違う。そして何より、自分が自分でないという感覚がある。

　……少年は、逃にげようとはしなかった。

　恐こわくないはずがない。よく見れば足は震ふるえている。腰こしも少し引けている。瞳ひとみに怯おびえの色がある。彼女は、少年を花でも摘つむように殺せるだろうし、そのことを少年自身もよく理解している。

　だが、逃げなかった。

　瞳には怯えの色でなく、決意の色がある。男としての意地とかそんなものではない。

　何かもっと、もっと大切な何かを守るために。彼は此こ処こから一歩も退ひかない。

　益やく体たいもない会話が始まる。少年が名乗る。不思議と、その名前が聞こえなかった。だけど、多分重要じゃないのだと思った。

　彼が彼であることが重要で。名前はその付属品でしかない。

　名前も持っていない少女エンプテイは、何故だかそう考えた。







〝俺は……ッ、おまえと話をするために……ここにきたッ〟

〝俺は、おまえと、話がしたいんだ〟

〝俺は──おまえを、否定しない〟




　言葉の一つ一つが、慈じ雨うのように染しみ渡わたる気もするし弾だん丸がんのように自分を貫つらぬく気もする。

　泣いているのは、自分なのかそれとも憑依先かのじよなのか、それすらもわからない。

　話がしたかった。この少年と、彼女のように話がしたいと痛切にそう思う。焼き切れそうなほどに、心が燃え盛る。だが、それは決して消えない炎であり痕きずあとだ。

　それを自覚した途と端たん、冗じよう談だんではなく、憑ひよう依いした彼女に殺意すら抱いた。

　どうして自分ではないのか、どうして彼女が選ばれているのか。




〝────十とお香か〟




　そして、彼女は遂ついに空っぽ娘エンプテイを跳とび越こえた。

　同じ名無しだったはずの少女には、十香という名前がついた。つけてもらった。

　何て単純な理り屈くつ。旧ふるい名前を忘れたのなら、新しい名前を誰かに刻んで貰もらえばいいと。

　ただ、それだけの話。

　彼女はその名前を受け入れる。素す敵てきな名前だ、と誇ほこるように口にする。

　霞かすむ。ぼやける。

　手を伸のばす。伸ばしても伸ばしても、この少年には届かない。永遠に届かない。そんな気さえしてしまう。

　嫌いやだ。それだけは嫌だ。まだ話し足りない、まだ会話をしたい、まだ彼の笑え顔がおを見ていたい、彼女ではなく、自分が──！

　絶叫する。吼ほえ立てる。涙が溢あふれて止まらない。わかる。記き憶おくはなくとも、この感覚は忘れていないし、忘れてなんかやるものか。

　燃え盛った焰ほのおのように、あるいは染み渡る水のように、それともあるいは路地裏の影かげのようにほの暗い情念で、空っぽ娘エンプテイは自分を満たしていく。

　何もなかったはずの彼女に、確かに一つの指針が生まれたのだ。







　この日、彼女は少年に恋こいをした────────────────またしても。



















　　　　◇




　瞼まぶたを開く。夢から目が覚める。既すでに黒い柱は消えていた。どうやらあれは、一時的なものですぐに引っ込んでしまうらしい。エンプティはショッピングモール一階ホールで、大の字になって横たわっている。

　痛みはない。

　左手で自分を支えて立ち上がる。そう言えば、左手は消えるんだったと思いつつ握にぎったり開いたりを繰くり返かえす。将来への不安はまだ残っているが、強きよう烈れつな想いが胸に焼きついている。もう、この左手は決して消えないという確信がある。

　皆みなが〝夢を持て〟と言っていた理由が、ようやくわかった気がした。正確には夢ではなくて恋こいだが、そのために生きようと願ったことに変わりはない。

　隣界こちらは美しい。とても美しくて、夢を持っている準精霊たちならもしかすると、楽園のようにいつまでも踊おどり続けることができるのかもしれない。

　永遠の少女が、永遠に夢を織り成すことができれば──どれほど美しいものになるのだろうか。

　翻ひるがえって彼方の世界むこうがわは、どうだ。永遠などなく、醜みにくく足あ搔がく人類がいるだけの世界。

　多分、こっちの世界の方がずっと良い。ずっと都合良く、戦わずに生き続ける方法だってあるはずだ。

　だけど、こちらの世界にはあの人がいない。彼は隣りん界かいの準精霊ではなく、人間として向こうで暮らしているのだから。




　彼方あちらの世界にいる、あの人に空っぽ娘エンプテイは恋をした。

　会いたい、会って話をしたい。見るだけでもいい、などとは言わない。抱だき締しめたい、傍そばにいたい、匂においを嗅かぎたい、瞳を見つめたい、手を握にぎりたい、声を聞きたい──。

「……舐なめたい、というのはアウトだろうか」

　アウトな気がする。

　ともかく、彼に会うためにはどうすればいいのか。そればかりを考えている。

　世界の色しき彩さいが豊かになった気がする。どこへ向かえばいいのかもわからないが、どこが最終目的地なのかは定まった。

　これが、わたしエンプテイの夢だ。

　……さて。夢に恋する乙女おとめモードはそろそろスリープモードに切り替かえて、現実を認にん識しきするとしようか。

「──ごめんなさい。ちょっと人ひと質じちになってくれますか？」

　わたしってば、人質になってます。てへ。




　時崎狂三の元へ、人形経由で伝言が届いたのはショッピングモールの戦いから二時間後であった。

「エンプティを人質に？」

「左様です」

「まあまあ、承うけたまわりましたわ。場所は──ふぅん、そこですの。ええ、そうですわね。午後七時にそちらへお伺うかがい致いたしますとご返答していただきたいのですが、よろしいですか？」

「もう、放課後ですよ？」

「人質が取られたんですもの、それくらいは見み逃のがすのが有用な管理人では？」

「……あまり迷めい惑わくを掛かけないように」

　立ち去る人形を見送りながら、時崎狂三はくつくつと笑う。

「彼女を人質なんて。面白いことを考えるものですわね」

　──ひとしきり笑った後で、冷たく凍こおるような憎ぞう悪おが狂三の心中を覆おおい尽つくす。

　人質なんて、面白いことを考えるものだ。彼女が、それほど大切なものだと思っているのだろうか。

　……ある意味で、それは正しい。彼女は本当に、大事にしなければならない存在だ。いざというとき、切り捨てる覚かく悟ごを持たなければならないにせよ……。

　ならば、そのいざというときとは何時いつだというのか。あの時、手を伸ばした理由は、彼女に未練があるからではないのか。

　思考が澱よどむ。

　二度と顧かえりみまいと誓ちかった、余分な過去が這はい出てくる。駄目だ、まだ駄目だ。溶とけるな我が心、下らない情に絆ほだされるな。目的を果たすまで、非情であれ。傲ごう岸がん不ふ遜そんに、不敵に、全すべてを蔑さげすむように笑え、そしてこの笑みに相応ふさわしい存在であろうとしろ。

　……いずれにせよ、彼女が誘ゆう拐かいされたことで策ができた。

　思考しろ、策を弄ろうせ、あの女の元へと辿たどり着くためにいずれ蹴け散ちらさなければならない敵だ。こんなところで苦戦などして、たまるものか。

　そう、本来の時崎狂三なら決して苦戦などしない。この力で優ゆう雅がに、妖よう艶えんに、相手を蹴り落とせ。

　残る三時間。

　時崎狂三は考える。




　　　　◇








○砺波篩絵






　──いじめられた切っ掛けは、何だったろうか。

　そんなことを彼方の世界あちらがわの記憶を色いろ濃こく持つ砺波篩絵は考える。

　自分が地味だったからだろうか、冴さえないからだろうか、いじめを唆そそのかす相手を適当にあしらっていたからだろうか。それとも、たまたま選ばれただけなのだろうか。

　確かに地味で、大人しく、慎つつましく生きてきた自覚がある。

　最初はくすくす笑いと陰かげ口ぐちから始まった。

「ださい」「勘かん違ちがいしてる」「いい子ぶってる」「クソマジメ」「天然ぶってる」「臭くさい（これはもちろん、誹ひ謗ぼう中傷の類たぐいだった）」「汚きたない（同じく誹謗中傷だった）」「菌きんが感染うつる（以下略）」

　それが紙かみ屑くずを投げつけられるようになった。

　些いささか不ふ愉ゆ快かいではあったが、砺波は仕方なく耐たえることにした。その内終わるだろう、他のいじめもそうであったのだし、と彼女は思った。

　だが、今回に限って何故だか苛いじめはエスカレートしていった。通りすがりに肩かたをぶつけられた、移動教室で噓うそを教えられるようになった、プリントを隠かくされた、机に毎日いたずら書きをされるようになった。

　そしてとうとう、トイレに追い込まれたあたりで、ようし殺やってやろうとばかりに水が満たされたバケツを奪うばい取ってぶちまけ、怯ひるんだ隙すきに手にしたモップで三人の顔面を突ついたのは──まあ、少々やりすぎたかもしれない。鼻骨は折れただろうし、眼球も大変なことになっていただろうし、そもそもただでさえ下げ衆すな顔を更さらに醜くしてしまった。

　その後、仕方ないと逃にげた先で落とし穴に落ちたことまで覚えている。

　そこから隣界の生活が始まったことも。

　砺波篩絵はこの隣界の生活に喜びも悲しみも寂さびしさも抱いだいていない。こちらの世界はこちらの世界だと適応しただけだ。

　両親と会えない、クラスメイトと会えない、そんなものは大して苦にならない。

　元々どちらの世界でも薄うすぼんやりと生きてきたのだから。

　ただ……何というか、どうも自分は一つだけ人間としてどうしようもない欠点があった。

　それは彼方の世界あちらでは罪となるが、隣界においては尊ばれる技能ものである。

　砺波篩絵は、どうしようもないくらいに残ざん忍にんだった。シェリ・ムジーカが劣れつ悪あくな環かん境きようによって育てられた狂きよう狼ろうならば、砺波篩絵は生まれついての暴ぼう獣じゆうだった。





○エンプティ（捕ほ縛ばく中）






　目が覚めると、目の前に恐こわい準精せい霊れいさんがいて、二人はよりによって（多分、彼女にとって何の価値もないであろう自分を）人質に取ると言い出しました。

　以上、現状の追認終しゆう了りよう。

　時間帯は既に夕刻を通り過ぎ、夜へと差し掛かっている。つまり、もう戦いは一時休戦になっている、はずなのだが。

　なのだが、どうしてか自分は捕縛されたままだ。

「……あの、この縄なわは……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。その、拷ごう問もんするとかそういう類のことはしませんから」

　砺波篩絵がエンプティに微笑ほほえみかける。そうですか、でも今はそういう問題ではなく。

「はあ、それは有り難がたいのですが……それなら、こう、両りよう腕うでが痺しびれてきたので外して貰う訳には」

「それは駄だ目めです♪」

　はふぅ、とエンプティはため息をついた。両腕は強く縛しばり付けられ、後ろ手にされた上で鉄柱に吊つり下げられている。痛いわ痺れるわ荒あらめの縄のせいで微び妙みようにむず痒がゆいわで、拷問とはいかないが、かなり辛つらい状態である。

「して欲しいならするけどー？」

　快活な声で、シェリがレンズを翳かざした。エンプティの頰ほおを、集束されたレーザーが掠かすめた。

「熱ッ……!!　いやちょっと今の凄すごく熱かったんですけど!?　頰、頰大丈夫ですか！」

「ちょっと、人質にあまり手を出さないでください。必要のない暴力は嫌きらいなんです、わたし」

　砺波がシェリを睨にらみ付ける。シェリは肩を竦すくめて、「いいじゃんこのくらい」と悪びれもせずに答える。

「そ、それより顔大丈夫ですか？　わたし、これでも恋こいする乙女なので顔とかはちょっと」

「一応大丈夫です。……恋？」

「一応!?　一応っていう、非常に曖あい昧まいかつ主観的な言葉に鏡を持ってきて欲しい、と懇こん願がんする次し第だいであります！　はい、恋してますわたし！」

　砺波とシェリが顔を見合わせる。

「まさか、時崎狂三と？」

「ゲテモノ趣しゆ味み？」

「あの人にそういう感情は持ってないでーす！」

「……では、誰だれとですか？」

「すいません、名前はわからないです！　何故か聞こえませんでした！」

「だったら！　どんな姿だった!?　こっちの人!?　あっちの人!?」

　ごくり、と唾つばを飲む。彼のことを口に出すのも、妙みように照れ臭くさくて恥はずかしい。

「精霊とかじゃなくて。その、隣界こちらにいる方じゃないんです！　人間の男の子！　高校生！　それでその、多分、精霊さんを相手に話していた人……！」

　そこで言葉を止める。二人の顔は、驚きよう愕がくに充みち満ちていた。

「……あの、何か……？」

「信じられない。本当に、キミ、恋をしてるのね」

　シェリが言う。その目には、隠しきれない羨せん望ぼうがある。

「本当……ですね」

　砺波が茫ぼう然ぜんと呟つぶやいている。先ほどまで、無機質で恐おそろしかった二人が急に年相応の少女に感じられた。

「どういうこと……ですか？」




　──本格的に夜になった。工場には壊こわれかけの電灯が、貧ひん弱じやくな光で三人を照らしている。外はもう真っ暗で、人の気配はない。

「その男の子はですね、わたしたち準精霊にとって一種の伝説なんです」

　吊つるされているのは変わらないが、先ほどよりずっと砕くだけた様子で、二人はエンプティに語り始めた。

「伝説……？」

　首を傾かしげるエンプティに、シェリもまた親しげな様子で口を開く。

「多分、あの隣界編成コンパイルのときかな？　きっと、あの柱に取り込まれたんだよね？」

　隣りん界かいには、それは沢たく山さんの伝説がある。噂うわさ話ばなしは少女特有のネットワークですぐに広まり、伝説として形成され、そしてすぐに消える。

　だが、根強く残る伝説もある。

「始まりは……大まかに五年前だって伝えられている。まだ、沢山の精霊が隣界を支配していた時代。そのとき、隣界編成コンパイルに巻き込まれた準精霊がこう言ったの。『わたし、恋をしたかもしれない』って」

「精霊が沢山出て行くにつれて、それを聞く回数も増えていった」

「どうも、精霊たちは彼方あちらの世界で暮らしているみたいなんです。でも、心に強いショックを受けたり、凄く喜ばしいことが起きると、隣界こちらに影えい響きようが出るんです」

「それは直近の出来事だったり、ふと思い出した強きよう烈れつな過去だったり、色々だけどね。取り込まれて戻もどってきた準精霊は、それを見て……大体、恋に落ちてるの」

「……それで、色々な噂を検討した結果。どうも、精霊たちも皆みな、恋に落ちてるんじゃないかって、言われているんです」

「恋──に、って……あの人に、です？　わたしのあの人に!?」

「も、もう自分のもの呼ばわりしてるんだね……」

「独どく占せん欲よく強い女の子は嫌われるんじゃないかな、と経験皆かい無むなボクでもわかる！」

「そ、そんなー！　そんな──────────！」

　頭を抱かかえてあわあわしようとしたが、手を縛られていることに気付いてとにかくジタバタと暴れることにした。大した意味もないが。

「ああはいはい、落ち着け落ち着け」
















　いい加減な感じでシェリが宥なだめる。

　……例えば、自分以外の誰かがあの体験を味わったらどうなるだろう。

　夢が見つからない、どこへ向いていいかもわからない、下手をすると、名前すら思い出していない自分のような準精霊が。

　彼のひたむきな表情を見てしまったら。彼の言葉を聞いてしまったら。たとえ彼の言葉が自分に投げかけられたものではないとしても。あの、真しん摯しさを受け入れてしまったら。

　それは……まあ、落ちるかもしれない。

　ほんわかした笑え顔がおで、砺波は続ける。

「だから、戻ってきた準精霊は大たい抵てい、恋に落ちて……生きていこうって気力が溢あふれてくるみたいですね。〝儚失ロスト〟とも無む縁えんだとか何とか」

「ははー、なるほど。道理で左手が元に戻った訳です……」

「左手、消えかけてたんだ。それが元に戻るってよっぽどだね」

　シェリは感心したように頷うなずき、ふと寂しそうに宙を見上げた。崩ほう落らくした工場は隙すき間まだらけで、穴の開いた天てん井じようからは星の瞬またたきがよく見える。

　もちろん、あの星は偽にせ物ものだ。ただ明めい滅めつを繰くり返すだけの、電球にも劣おとる代しろ物もの。

　どれほど足あ搔がいても、ヨダカのように星には辿たどり着けない。

「恋って、そんなにいいものなの？　ボクにはよくわからないよ、わからないや」

「シェリさんも仲間ですねえ。実は、わたしもよくわかってないんです」

　砺波がうんうん、と同意するように頷く。

「きっとボクは、恋なんてしてるヒマがない国だったんだろうなあ」

「きっとわたしは、臆おく病びようで、誰かに恋をすることを禁きん忌きにしていたんじゃないかな」

　揃そろって、星を見る。状じよう況きよう的に言えば、エンプティは絶対的弱者だ。この二人は、名うての戦せん闘とう向きの準精霊で、多分彼女のことなど一いつ瞬しゆんでこの世界から消し飛ばせる。

　燃え滓かすにするか、切り刻むかの違ちがいくらいはあるだろうが。

　……でも、エンプティはこの気持ちが欺ぎ瞞まんで、場違いで、どうしようもない勘かん違ちがいであることは知っていてもなお、そう思う。

　この二人は、可哀かわい想そうだと思った。

　恋をしていないことではない。恋という感情を理解していても、なお見向きもしない人間だっているだろう。それは、否定しない。人ではなく、人以外の何かに恋をする人間も沢山いる。別に、それだって構わない。

「恋って、どんなんだろうね。砺波」

「どんなものなんでしょうね、シェリ」

　でも、彼女たちはそもそも恋を知らないのだと思う。

　誰かや何かに傾かたむける仄ほのかで温かでひたむきな情熱を、知らないままこちらに流れ着いてしまった。

　知らないから、それが宝石のように貴重なのかただの石いし塊くれなのか、それすらも判断できぬまま。

　……それはやはり。可哀想なことだな、とエンプティは思う。




　バチン、と。

　突とつ然ぜん工場の照明が、立て続けに撃うたれた。エンプティが悲鳴をあげる暇ひまもなく、周囲はたちまち暗くら闇やみに覆おおわれる。

「シェリ」

「ん」

　対する二人の言葉はそれだけ、それだけだが二人が即そく座ざに切り替かわったのだとわかる。

　先ほどまでの、少女のような雰ふん囲い気きは消え失うせている。きっと、戦士として相応ふさわしい顔つきに変わっているに違いない。

「一応、言っておくよ？　そこから、逃にげようとしたら死ぬし殺すから」

「わたしの戦輪チヤクラムは逃げた瞬間、股こ間かんから頭までスパッと切断しますよ」

「に、逃げません逃げられませんのでご安心を！」

　とりあえずそれだけは伝えておく。

　二人がゆっくりと離はなれていくのがわかる。……この工場は、一見穴だらけで侵しん入にゆうしやすそうに見えるが、実のところそこら中にトラップが仕し掛かけられている。

　準精せい霊れいたちの中には、別の準精霊から剝はぎ取った霊装や無む銘めい天使を維い持じ・改かい竄ざんする能力を持つ者がいるらしい。彼女は隣界を放ほう浪ろうしながら、剝はく奪だつしたそれらを必要な者に売ってくれるのだ、という。当然、それを使えば弱い準精霊でも大おお幅はばな戦力強化が見込める。

　霊装は獲え物ものを捕とらえる罠わなとなり、誰かの無銘天使は逆ぎやく襲しゆうの一手ともなる。

　……剝ぎ取られた側がどうなったかは、あまり想像したくないものだ。




　ともかく、この工場はそういう風に改良された霊装式トラップが山盛り。

　迂う闊かつに入れば、精霊といえどもただでは済まない。

　加えて、シェリと砺波の対応も迅じん速そくかつ的確だ。面おも白しろ味みこそ一いつ切さいないが、恐ろしいまで冷れい徹てつに勝利へ向かって突つき進もうとする。

　どこから侵入しても、どんな手で襲おそい掛かってきても、それを許容し得うるだけの戦術を準備する。単純だが、恐ろしいほど手間が掛かる──だが、完全に成し得たなら間違いなく、勝利者となるだろう。

　もっとも、完全に成し得ることなど有り得ない。準精霊とて、人類以上の思考能力を持つ訳ではない。狂三の初手は彼女たちにとって、想定できぬものだった。

　時崎狂三が支配するのは時間と影かげ、準精霊には知覚できぬ不可視の領域。

　エンプティがその気配に気付いたのは、自分の髪かみに触ふれられた瞬間だった。エンプティが縛しばられている柱の影、その中から狂三がずるりと這はい出てきたのだ。影を伝って工場に入り込んだ狂三は、シェリたちが仕掛けたトラップはほぼ把は握あくしている。外側を警けい戒かいする準精霊の二人は、未いまだそのことに気付かない。

　狂三が耳元で、そっと囁ささやく。

「──お静かになさいましね」

「……！」

　聞こえたと同時、口を呼吸できぬほどに強く塞ふさがれた。

「よろしいですか、今からあなたを殺します。精々、がんばって死んでください」

（何ですかそれ──！）

「ええい、いいから大人しく殺されてなさい」

　問答無用、とばかりにエンプティの服に何かを貼はり付けた後、生なま臭ぐさい液体らしきものをぶっかけていく。

（な、生臭い……こう、甘い鉄というか何というか……何ですかこれー!?）

　返答皆無。狂三は突然現れたときと同様、突然消えてしまった。

「……ん？　この臭におい……」

　シェリが反応した瞬間、エンプティのすぐ傍そばで銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　というか、エンプティが撃たれた。

「あ……ぐ……？」

　唇くちびるから血が噴ふき出る。胸には衝しよう撃げきで穴が開いている。

「え……？」

　砺波とシェリが、啞あ然ぜんとした面持ちで撃たれた少女を見る。がくんと首が折れ曲がるエンプティを見て、さすがに狼狽うろたえた。

　砺波が駆かけ寄り、エンプティの顔を引き起こす。

「はくしょん！」

　派手なくしゃみと共に、砺波の顔にケチャップが振ふりかかった。瞬間、砺波は全すべてを悟さとり警告を発する。

「罠！」

　シェリが咄とつ嗟さの判断で、〈炎魔虚眼セクメト〉で周囲を掃そう射しやした。昼の内に溜ため込んでいた陽光が暗闇を引き裂さく。

「いた……上、一時方向！」

　シェリの声に、砺波が上を向く。天井を支える鉄骨の梁はり──そこに佇たたずむ黒い影。

　闇に溶とけたような妖あやしさに、一いつ瞬しゆん砺波は声を失った。罠に引っかからないのはいい、しかし一体いつあんな場所に、音も無く移動できた？

　まさか、そういう霊装なのか……それともこれが精霊の力か。

　傲ごう然ぜん極きわまる表情で、狂三は二人を見下して宣告する。

「人ひと質じちというアイデアは素す敵てきでした。でも、場所がマズかったですわね。立て籠こもって待ち構えるなんて、それ以外の策がないとアピールしているようなものですわよ」

　沈ちん黙もく。灯あかりはないが、シェリが陽光で周囲を照らしているせいでアイコンタクトに支障はない。

　狂三のいる場所、その少し横に霊装を加工した罠が仕掛けてある。第九霊属・音の振しん動どうによって一時的に相手を麻ま痺ひに追い込むそれは時崎狂三かのじよといえども、数瞬の隙すきが生まれるだろう。

　その瞬間を、二人は絶対に見み逃のがさない。

「今だ！」

　シェリは〈炎魔虚眼セクメト〉を強く握にぎり吼ほえ立てると同時、砺波は〈風声戦輪シルフイード〉を投とう擲てきした。

「あらあら」

　予想通り、吸い込まれるように。狂三は罠の有効射程範はん囲いに飛び込んだ。砺波がスイッチを入れる。コンマ数秒後、爆ばく発はつと同時に震しん動どうが走る。

　動きを止めた瞬間、シェリが無銘天使に溜め込んでおいた陽光エネルギーを全て放つ。残高ゼロ、ありったけの一撃。

　──だが。

「きゃ…………ぁぁぁぁっ!?」

　爆発が起きたと同時、シェリが悲鳴を上げた。見れば、音の振動で麻痺しているのは、狂三ではなく──。

「どうして!?」

「お二人が撃たれたエンプティに駆け寄った時」

「あの、あの一瞬で罠を看破して移動させたの!?　そんな……噓うそ……」

「いいえ、看破は最初から。もっと言うと、ここに罠を仕掛け始めた時からですわ」

「一〇日前から!?」

　今回の殺し合いが始まるより、もっともっと前。シェリと手を組むより前に、砺波篩絵はこの工場を要よう塞さいにすべく、罠を仕掛けていた。

　シェリにも伝えていない罠が、仕掛けが、予備霊装に至るまでまだまだ山ほどある。

「だってあなた、お強いのですもの。とてもとても、お強いのですもの。真しん剣けんに相手を陥おとしいれ、引っ掛け、ドブに落とそうとしているんですもの。警戒するに越こしたことはありませんわねぇ」

　いくら罠を仕掛けたところで、九割以上は無む駄だになり徒労に終わる。

　偏へん執しゆう的だと笑われるほどに、臆病者だと嘲あざけられるほどに、ただただ慎しん重ちように事を為なす。それが、砺波篩絵の生き方であり──それは、辛つらい生だった。

　罠に引っかかった準精霊たちは、例外なく絶ぜつ叫きようする。

「卑ひ怯きよう者」と。砺波に言わせれば、罠に引っかかる方が「卑怯者」だ。それは、己おのれの失策を省かえりみずに他者に責任を押しつけているだけだ。

　それでも、そう言われるのは少しだけ心が痛かった。

「──そう。あなたはわたしを卑怯者とは思わないんですね」

「当然でしょう。勝つために全力を尽つくすことを卑怯と呼ぶなら──ただ強いだけの側が勝つことになりますわ」

　その言葉に噓はない。真実、狂三は砺波をそう考えている。




（──あ、何かもういいや）




　多分、真の敗因は罠を看破されたことではない。彼女の賞賛に、心が蕩とろけてしまっただけの話。軋きしむような陰かげ口ぐちに耐たえてきたのは、この日のためだとすら思ってしまっただけ。

　銃口が向けられる。〈風声戦輪シルフイード〉で受け止めれば、まだ戦えるかもしれない。けれど、そんな気は起きなかった。

　罠を看破され、逆に仕掛けられ、戦いというよりは一方的な蹂じゆう躙りんだったというのに。

　充じゆう実じつした時間だったと、砺波は心底思う。

　次に相棒であるシェリには気の毒なことをしたと思い、最後にその他愛たわいもない願いを口にした。口にすると、思ったより恥はずかしくて嬉うれしい気持ちになった。

「あーあ、わたしも恋こいをしてみたかったなあ」

　銃声が響ひびく、霊結晶セフイラが打ち砕くだかれる。

　なのに、砺波篩絵はくすりと楽しそうにその弾だん丸がんを受け入れた。

　残る一人。

　麻痺して未だ動けぬシェリに狂三は視線を移す。

「……こ、の……っ……！」

　憎ぞう悪おの籠もった眼まな差ざしで、シェリは狂三を睨にらむ。もう数秒もすれば、復活するだろう。

　一刻の猶ゆう予よもない。そう判断した狂三は即そく座ざに銃を向ける。

　ケホッ、という咳せき払ばらい。今度、隙を見せたのはシェリではなく狂三だった。引き金トリガーを引くのを躊躇ためらったばかりか、エンプティの方へと視線を彷徨さまよわせてしまった。




　シェリ・ムジーカの真に恐おそろしい部分は、おおよそ生存に特化した精神である。

　一秒でも生き残る。一〇秒でも生き存ながらえる。死ぬ直前まで、生き残ることを考え続ける。

　狂三が自分から目を逸そらし、エンプティに意識を向けた瞬間、シェリは自覚した。

　この瞬間しかない、自分が生き延びるにはこの一秒にも満たない時間に全てを賭かけるしかない、と。

　数秒後の復活を強ごう引いんに引き寄せる。右みぎ腕うでに全神経全霊力を集中し、エンプティに向けて〈炎魔虚眼セクメト〉を撃うち放った。

「え──？」

　目も眩くらむような陽光の奔ほん流りゆう。ぽかんとしたエンプティと、シェリは視線が合った。

　少しだけ、申し訳ないなと思う。それでも、シェリは生きていたかった。空っぽだったはずの少女があれほど熱ねつ烈れつに、鮮せん烈れつに生の輝かがやきを見せてくれたのだ。

　戦うだけじゃない、殺すだけじゃない、その果てにはきっと何かがあるはずと思って、今まで生きてきた、頑がん張ばってきたんだ。

　だから──生き延びる、何としても。そのためには混乱が、状じよう況きようの激変が必要だった。

　それ故ゆえに選んだのは、エンプティへの攻こう撃げき。もっとも、麻痺している右腕ではそれ以上の行動ができなかったのも確かだが。

　更さらにシェリには、幸運が舞まい降おりる。狂三は、彼女にはおおよそ似合わない表情で、愕がく然ぜんとしながら、滅め茶ちや苦く茶ちやと言い切るべき行動に出た。

　突つき出された両腕、跳ちよう躍やくする脚あし。ほんの一瞬の躊躇いがエンプティの生死を分けただろう。だから、狂三は躊躇いなどしなかった。




　エンプティは目を見開いていた。何かが瞬またたいたと思ったら、自分の目の前に狂三がいて──血を流し、右腕を喪そう失しつしていた。

「……世話をかけさせますのね、あなたは」

「ご、ごめん……なさい？」

　いや、こんな吞のん気きなやりとりをしている場合ではない。そう思っていると、狂三が苦く笑しようした。

「いえ、これはわたくしの責任ですわね。油断した己が悪いのですわ」

　狂三は無造作に、エンプティを縛しばっていた荒あら縄なわを引き千切った。それから、切断された右腕を、エンプティに投げ渡わたす。

「……って、グロ!?　ちょっと待ってくださいよコレわたしが預かるんですか!?」

「持っていてくださいまし。あの子を始末しませんと──。あとグロとはどういうことですの。わたくしの右腕、美しいと思うのですけど？」

「いや、そういう問題じゃなくて部品パーツが外れているのがグロいんですってば！」

　狂三はエンプティの鋭い指摘ツツコミを黙もく殺さつしつつ、短銃を左手に構えた。元より、どちらの腕でも問題なく銃器は扱あつかえる。

　だが──既すでに、シェリは工場の入口に到とう達たつしていた。背を見せて逃にげていたシェリが、ゆらりと狂三を向いた。

　強い風が、ひゅぅと吹ふいた。

「逃がしませんわよ」
















「逃げるつもりはないよ」

　それで、早撃ちクイツクドロウの勝負だと理解した。

　麻痺した体に鞭むち打うって、シェリは引き攣つった笑えみを浮うかべた。こうして話している間にも、麻痺は少しずつ解けていく。罠わなが爆ばく発した際のダメージはさして深刻ではない、これならもうすぐ、力を取り戻もどせるだろう。

　翻ひるがえって、狂三の損傷は深刻だ。何しろ右腕がない。焼き切られたとはいえ、正確には背中から右腕に掛かけて、あの光線が直ちよく撃げきしている。霊装で幾いく分ぶん、守られたとはいえ背中からは血が流れ続けている。

　時間を掛けたいのはシェリ、時間を掛けたくないのは狂三。

　だが、だからこそシェリは迅はやく動くことを選せん択たくした。狂三は焦あせらなければいけない。これは戦争だ。このままモタモタしていると、生き残っている準精せい霊れいが乱入しかねない。

　それは、現状一番危険だ。

　何しろ、残っている準精霊は二人。一人は問題ない、フォルス・プロキシなどという偽にせ物ものなど造作もなく屠ほふれるだろう。

　もう一人が問題だ。

　ビスケットスマッシャー。時崎狂三の後に、始末しようと決めていた準精霊。

　砺波が死んだ今、せめて万ばん全ぜんの状態に戻らなくては勝ち目などありはしない──だから、シェリは勝負を決めるべく、己の無銘天使ぶきを構えた。

　弾丸パレツトか、光線レイか。

（ボクの方が速い……ボクの方が迅い……ボクの方が！）

　麻ま痺ひからの復帰具合、相手の損傷、武器の重さ、そして弾速。それら全すべてを総合すれば、自分の方が有利だとシェリは踏ふんだ。

　それでも。

　これは、綱つな渡わたりだ。

　生きたい、とシェリは願い続ける。

　死ねない、と狂三は執しゆう念ねんを抱いだく。

　刹せつ那な。

　何が合図になったのかもわからぬまま、ほぼ同時に互たがいの武器を構えた。

「集束せよ、〈炎魔虚眼セクメト〉──!!」

「〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】!!」

　狙ねらい違たがわず、〈炎魔虚眼セクメト〉の光線が狂三の霊結晶セフイラを貫つらぬく──寸前、狂三はエンプティを抱かかえて工場外へと離り脱だつした。数瞬遅おくれて、先ほどまで狂三がいた場所に、〈炎魔虚眼セクメト〉の光線が放たれた。

「え……？」

　狂三はシェリに銃を向けなかった。彼女が向けたのは、自分自身。あれは、乃木との戦いで使用した〝身体能力上じよう昇しよう〟を目的とする弾丸に違いない。

　……ともかく、生き残った。

　自分は──どうにか、生き残ったのだ。

　勝利するチャンスが目減りしたのは否いなめない。それでも、あの時崎狂三を撤てつ退たいさせるまでに追い込めたのだ。

　ビスケットスマッシャーを相手にしても、勝てない訳ではない。いっそ、時崎狂三と組むという手もある。

　ともかく、今日は疲つかれた。

　お風ふ呂ろに入ろう。食事をしよう。温かなベッドで休もう。それから、砺波が天そらに昇のぼることを祈いのろう。次に生まれ変わるときは、きっと彼方の世界むこうがわで楽しく暮らせるように──。

　突とつ然ぜんシェリの足から力が抜ぬけた。

「あ……れ……？」

　膝ひざに痛みが走る。何かと思えば、一本の小さな矢が突き刺ささっていた。

「な、何で……誰だれ……!?　もう、今日は終わったはずだよ!!」

　パニックになりつつも、シェリは〈炎魔虚眼セクメト〉を構えた。

「終わったなんて、誰も一言も言ってない。そうだろう？」

　姿を現した準精霊しようじよに、シェリは絶句した。戦う気力すら、根こそぎ奪うばい去るほどの衝しよう撃げきだった。

「……え……何で……どうして……!?」

　少女の傍かたわらには、もう一人の準精霊。シェリが忌いみ嫌きらっていた包帯女。

「これはゲームじゃないの、厳密なルールを定めているのは、神ならぬ身。罰ばつ則そくなどあって無きが如ごとし。そんなこともわからないから、餌えさになるしかないのよねー」

　大おお仰ぎように両手を広げ、彼女は告げる。それで、シェリも理解した。

「今回は二人いたのね……!?」

「笑ってSmile！」

　指を鳴らす。

　くすくす、くすくすくす、くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくす────。

　周囲から、一いつ斉せいに響く笑い声。

　暗くら闇やみから姿を現したそれに、シェリは心底絶望した。




　　　　◇




　律りち儀ぎに、あの家に戻った狂三とエンプティはようやく一息ついた。

「ほ、包帯包帯……」

「必要……ありませんわ……」

　玄げん関かんのドアにもたれかかり、狂三はエンプティに右腕を寄よ越こすよう催さい促そくする。恐る恐る、エンプティが差し出すと、彼女はそれを無造作に切断面にくっつけた。

「後は針と、糸……」

　針と糸のイメージを朧おぼろ気げながら作り出すと、狂三は服の襟えりを嚙かみ締しめて、強引に右腕を縫ぬい合わせていく。

「ちょ、そんなんで大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「隣界こちらに感染症しようがあると思いまして？　物理法則ですらあやふやなのに」

「でも……せめて、ベッドで寝ねましょうよ」

「必要ない……ですわ……放ほうっておいて……くださいまし……」

　狂三は瞼まぶたを閉じた。さすがに疲ひ労ろうが極限に達したのだろう。エンプティは放っておくこともできず、玄関で狂三の左手を握にぎり締めた。

「……あなたは勝手に、眠ねむりなさい」

「無茶言わないでくださいよ……もう」

　そう言うと、狂三がくつくつと楽しそうに──寂さびしそうに、笑う。

「人格なんて、容いれ物が変わってしまえば似たようなものになるのですわ」

「へ？」

　狂三は寂しげな笑みを浮かべたまま、左手でエンプティの頭を撫なでる。だが、意識が混こん濁だくしているのか、目はエンプティを見ているようで見ていない。

「かつてのわたくし、かつてのあなた。記き憶おくがあっても、容れ物が違えば別人になれる。まして記憶もなく、容れ物が元のままなら──やっぱり、あなたは昔の通り」

　二度目の涙なみだを、エンプティは見た。

「なんていい加減な存在、なんていい加減な概がい念ねん、なんていい加減な……わたし」

　一体何を、とエンプティが言おうとする。だが、狂三はその言葉を押し留とどめるように言葉を紡つむぎ続ける。

「あなたは、あなたじゃない。わたくしも、わたくしじゃない。だとしたら、わたくしの意味は、存在意義は、何なのでしょう？　あの激情も、あの決意も、何もかも……幻まぼろしなのかもしれませんわね」

　紡がれる言葉は、ぞっとするほどおぞましい。何もかも無意味にして無価値。

「疲れましたわ……本当に……疲れた……」

　ため息と共に、生気が消え失うせていく。ふわりと、右みぎ腕うでの指が消えかかる。

「狂三さん！」

　エンプティが慌あわてて呼び掛ける。肩かたを摑つかみ、揺ゆさぶる。

「狂三さん！　ダメです！　消えちゃいますよ！　戻ってきてください！　狂三さん！　くーるーみーさーん！」

「……さっきから……うるさい……くるみなんて呼ばないでよ……エンプティ……」

　エンプティが目を見開く。ほんの微かすか、狂三の艶つややかな黒くろ髪かみから、色素が抜けていく。

　何か、致ち命めい的てきに良くない何かが起こっている。

「目を！　覚まして！　覚ませ！　あなたには、まだやるべきことがあります！」

「やるべき……こと……」

「この戦争ゲームに勝つんでしょう!?　勝って、何かしたいんでしょう!?　わたしにはそれが何か、正しいかどうかもわからないけど、これだけは言える！　わたしは、あなたに、死んで欲しくない！」

　何もかもわからないことだらけの世界で、少しだけ生きる指針をくれたのは──。

「……そう。死んで欲しくないの」

「ありません！」

「散々、あなたを小こ突づき回して囮おとりにして、もしかすると……最後には始末するかもしれないのに？　それでも、死んで欲しくない？」

「……始末するなら、とっくにしてるでしょう。囮は本当にやりましたけど、滅め茶ちや苦く茶ちや痛かったですけど！」

　狂三が仕込んだ火薬のせいであの時は割と夢心地であった、一いつ般ぱん的には衝撃のあまり失神しかけていたともいう。

「……まったく……」

　狂三はよろめきながらも立ち上がった。背中の傷は既すでに血が止まり、癒いえ始めている。

「霊結晶セフイラの力で、放っておけば修復いたしますわ。多少、時間が掛かりますけれど」

「あの、お風呂とか……」

「やめておきますわ。大丈夫、消えません。わたくしはまだ、消える訳にはいかないのです。それを、思い出しました」

　振ふり返る狂三がくすりと笑う。寂しげな笑みではなく、慈いつくしみすら感じさせる笑み。

「恐おそらく、明日が最後になります。最後に残った準精霊は、超ちよう強敵です」

　その言葉に、エンプティが首を傾かしげた。

「……あれ？　その、シェリさんを含ふくめなくてもまだ二人いるんじゃ？」

「一人は数えなくともいいのです。あれは、敗北するための準精霊。……そう、ただの囮に過ぎないのですから」

　そう言って、狂三はよろけながら寝しん室しつへと向かう。

「じゃあ、超強敵っていうのは──」

「蒼ツアン。もしくは〝ビスケットスマッシャー〟……そう呼ばれている準精霊」

「ビスケット？　何か、ちょっと可愛いかも」

「敵をビスケットを握り潰つぶすが如くぐしゃぐしゃスマツシユにするからついた名前だそうですわよ」

「前言撤てつ回かいこれっぽっちも可愛くありません何ですかそれグロ画像じゃないですか」

　狂三はそれに応じることなく、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで寝室へと向かっていった。

　服を嗅かぐ……火薬臭くさい、そして血ち腥なまぐさい。自分の血ではなく、大部分が狂三の血だった。

　もう着ることはできないだろう、と名残なごり惜おしく思いながらも脱ぬぎ捨てる。

　ついでとばかりに下着も脱いだエンプティは、とったかとったかと浴室へ。シャワーを浴びて、汚よごれを洗い流していく。

　水すい滴てきを浴びながら、少女は終わりを考える。

　狂三の言う通り、明日で全すべての決着がつく。巻き込まれ、殺されかけて、それでもこうして生きている。

　どうして殺し合っているのだろう、と根源を問い掛かけても彼女たちは「そういうものだから」としか答えない。彼女たちにとっては、生きることと戦うことが同じなのだ。

　……でも、砺波さんは恋こいを求めていた。シェリさんは恋に憧あこがれていた。

　空っぽのはずの彼女の心には、確かに彼の言葉と、彼の貌かおが焼きついている。

　あの人。

　精霊たちが悉ことごとく恋に落ちたという、彼方の世界むこうがわの少年。

　そこで、ふとエンプティは思い至る。精霊たちが悉く──なら、時崎狂三はどうなのだろう。

　あまりに超然としていて、すっかり失念していた。あの人について、狂三は知っているのではないだろうか。

　恋人がいるとか、好きな人がいるとか、付き合っているとか、その辺を知っているのではないだろうか！

　恋をした乙女おとめは、基本的に恋をした相手以外の迷めい惑わくを顧かえりみない。いや、顧みる者もいるだろうが少なくともエンプティはそうではない。

　シャワーを終えると、彼女は体を拭ふきながら浴室を出る。替かえの下着を穿はきながら廊ろう下かを歩き、寝室へと飛び込む。

「あのー、狂三さーん！　ちょっとお話ししたい、こ、と、が……」

　飛び込んだのは血の臭におい。蒼そう白はくな顔。

「づぅっ……あ……く……！」

　狂三がベッドで蹲うずくまり、頭を押しつけて右腕を必死に押さえながら痛みに悶もだえている。

「だ、大丈夫ですか!?」

「……腕を……繫つなげているだけですから……放っておいて……」

　狂三が呻うめきながら、必死にそう告げた。

　神経が強ごう引いんに繫がりかけている。切断を凌りよう駕がする痛み、なのに我が慢まんして腕を固定しなくてはならない辛つらさ。失神することもできず、あと数時間耐たえる以外に方法はない。

「じゃ、じゃあどうすれば……」

　エンプティがおろおろと言うと、狂三は首を横に振った。何もない。彼女にも、そして自分にもできることは何もない。

「……話したいことが……あるのですよね？　それを話してくださらない？」

「え、いや。今の狂三さんに聞かせるようなことじゃないです……」

「いいの……今は、聞きたいの……痛みが……紛まぎれるでしょう？」

　狂三が力無く笑って──それでも、時折襲おそい掛かる激痛に顔を顰しかめつつ、左手をエンプティに差し出した。

　それは、決して信しん頼らいの証あかしという訳ではない。

　もしかしたら、単に彼女は心細いだけなのかもしれない。だけど、エンプティは躊躇ためらわずにその手を握り返すことにした。

　どんなに強い精霊でも、やっぱり一人は寂しいものなのだ、たぶん。

「じゃ、じゃあ……。初めから」

　エンプティはおずおずと口を開く。

「精霊が恋をした男の子って……ご存知ですか？」

　狂三の表情はまるきり変わりがない。

「……いいえ、特に何も」

　奇き妙みようなズレを感じながら、エンプティは続ける。

「精霊が皆みな、好きになったっていう男の子です。本当に、知らないんですか？」

「……知らない、わ……。あなたは……見た……のかしら……。ああ、そうだったわ……あなたは……取り込まれたんですものね……」

「はい。ええと、隣界編成コンパイルでしたっけ？　あれのときに、見ました。彼方の世界むこうがわと……その人を……」

「恋を……したの……？」

「……たぶん。ううん、間ま違ちがいなく……わたしは、恋をしてます」

　エンプティがそう告げると、狂三の顔が複雑そうに歪ゆがむ。

「だって、こんな感覚は初めて────あれ？」

　胸がときめく。頰ほおが熱くなる。鼓こ動どうは弾はずみ、体の内側から奇妙にくすぐったいような、ふわりと浮うくような感覚。

　それが、恋だと自分はどうして確信できるのだろう。

「……初めてじゃ、ないのかもしれませんわね」

「え、それは──」

　それは。

　それは──何か違うし、何かズレがあるとエンプティは思う。こんな気持ちを、誰だれか別の男性ひとに抱いだいていたとか。いや待て落ち着け、潔けつ癖ぺきすぎるだろうさすがに。

「冗じよう談だん、ですわよ」

「ふえ？」

「あなたはきっと、同じ人を好きになった。それが、二度目なだけです」

　ズレていたパズルが、ピタリと当てはまったような感覚。

「わたくしは恋などしたことがありませんが。それに近いものは知っていますわ。いえ、近いかどうかは──わからないのですけど。でも、多分同じだと思いますわ」

　呼吸が荒あらい。苦痛に顔を歪ませながら、狂三は囁ささやく。

「……それは……」

　愛に近い感情といえば。

「……友達が、いたんです。わたし──わたくしには。大切な友達が」

　部屋の温度を下げるような、狂三の独白。

　エンプティは静かに、穏おだやかな瞳ひとみで狂三を眺ながめている。

「意外に……思います？」

「いえ、何となくわかってました」

　あの時、落下する自分に手を差し出した狂三は自分ではない誰かを見ていたと思う。

　あれはエンプティにではなく、狂三の記き憶おくにあった誰かに手を差し伸のべたのだ。

　そう思うと、少し寂さびしくはあるが……同時に仕方のないことだとも思う。いや、面おも影かげがあったからこそ、そもそも最初に救われたのか。

「そう」

　狂三は少しだけ、迷うような態度だった。似合わない、と思う。いつものように、くすくすと小悪魔サキユバスというよりは大悪魔グレイトデイモンのような笑えみを浮かべて欲しいと思う。

「いつもみたいに、カカカカカって高笑いしてくださいよ」

「いえ、そんな笑い一度もした覚えありませんわよ!?」

「そうでしたっけ？　オホホホホでしたっけ」

「……右みぎ腕うでが完全に繫がったら、覚えてなさいまし」

　恨うらみがましく、狂三が言う。

　それがちょっとだけ、エンプティには嬉うれしかった。

「それより狂三さん。話の続き」

　続きを促うながすと、ふて腐くされていた彼女はもう一度語り出す。

「第一〇領域マルクトでは、確かに戦うことが生きるための動機となる準精霊が多いですわ。でも、決してそれが全てという訳ではございません。ただ、楽しく生きることを望み、それだけで存在できる準精霊もいるのですわ」

　懐なつかしむように、惜しむように、彼女は思い出を口にする。

「わたくしは、その子の傍そばにいるだけで楽しかった。何もかも失ったと思っていたわたくしを励はげまし、支えてくれたのです。共に笑い合い、共に生活するだけで満たされた。でも────」

　狂三の表情が、過去を懐かしむものから憎ぞう悪おを刻んだものへと変わる。

「彼女は殺されました」

「え……殺された……？」

「このゲームに巻き込まれて、戦って戦って、必死で戦って──その後、無む惨ざんに殺されました。いえ、殺されたどころではない。弄もてあそばれたのですわ。彼女を蹂じゆう躙りんし、凌りよう辱じよくし、人間性を踏ふみにじった」

「え。一体、誰に……!?」

　狂三は憎悪に満ちた顔で、その忌いまわしい名を告げた。

「──〝人形遣いドールマスター〟。この第一〇領域マルクトの、支配者ドミニオンです」

　その名を告げた瞬しゆん間かん、狂三は痛みすら忘れたようだった。そこにあるのは、ひたすら牙きばを研とぎ続けた孤こ狼ろうの憎悪だった。

「……じゃ、じゃあ。この戦いに参加したのは、〝人形遣いドールマスター〟を倒たおすために？」

　そう、確かこの戦争の報ほう酬しゆうは強大な霊結晶セフイラだったはず。エンプティの言葉に、狂三はくすりと笑って告げた。

「ふぅ。お馬ば鹿かさんですわね……そんなものを、本当に報酬にすると思っていたのですか？」

　ぞわり、とエンプティの背筋に嫌けん悪おにも似た寒気が走った。

「……じゃあ、皆さん騙だまされて……」

「ええ。そもそも、この殺し合い自体が茶番。実に無様な茶番ですわ。茶番ですけど──これに乗らなければ、支配者ドミニオンは姿すら現さない」




　慎しん重ちよう・狡こう猾かつ・臆おく病びよう者。

　第一〇領域マルクトを支配する〝人形遣いドールマスター〟とはそのような準精せい霊れいだ。

　他者を凌駕する圧あつ倒とう的な力を持ちながらも、決して表に出ることはない。出てくるのは支配下においていると思おぼしき準精霊たちだ。

「あのフォルス・プロキシもその一人です。確認は取れています。そもそも偽物フオルス・代理プロキシなど……人を馬鹿にしているにも程ほどがありますわ」

「あー……！」

　ぽん、とエンプティが手を打った。

「もしかすると、一部の準精霊は気付いていたかもしれません。いえ、気付いていてもあの誘ゆう惑わくには抗こうしがたいですわ。それに、まさか支配者ドミニオンが率そつ先せんしてルールを破るとまでは、予測できていなかったのでしょう」

　鉄火のような戦せん闘とうを、雷らい火かのような戦場を、烈れつ火かのような戦争を。

　生命をチップにすることで、この領域の準精霊たちは生きる実感を引き寄せ、それを夢だと信じて戦う。

　だから、支配者ドミニオンもその類たぐいなのだと思っている。密ひそかに戦いに参加して、生きる実感を抱いているのだと。

　だが、時崎狂三は知っている。世の中には必ず悪意があり、普ふ遍へん的な常識は悪意によって容易たやすく覆くつがえると。

　たとえ、準精霊が夢を抱かなければ失しつ墜ついするとしても。

　その夢を利用して、生きようとする邪じや悪あくは確かに存在するのだと。

「それじゃあ、狂三さんは──」

「ご想像の通りです。わたくしは、仇あだを討うつために戦っているのですわ」

「それは──何か──」

　エンプティはそれを、立派な動機だと思う。けれど、やはり奇妙なズレを感じた。

　でも、そのことを指し摘てきすると何かが終わってしまいそうな気がする。

「……面白い顔ですわね、あなた」

「失敬にも程がありませんか狂三さん!?」

「褒ほめましたのに」

　褒めてない、それはまったくといっていいほど褒めてない。

「わたしは恋こいする乙女おとめなのです。もう少し気を遣つかってください」

「まあ。それならお赤飯でも、顕けん現げんさせます？」

「それは……一周回って気を遣ってませんね……」

　こう、思春期の少女的に食しよく卓たくに赤飯はＮＧにするべきではないだろうかと思う次し第だい。

「その……お友達は、どんな方だったんですか？」

「人が後ろを向こうとすると、首をヘシ折ってでも前を向かせる方でしたわね」

「乱暴者!?」

「前へ、前へ、ただひたすら前へ。痛くても、泣きたくなっても、とりあえず前へ。その癖くせ、人一倍ナイーブというか、傷つきやすいというか。めそめそ泣くので、わたしが、わたくしが慰なぐさめましたわ……よく」

　この第一〇領域マルクトで、戦い、殺し、生き残り、強くなる。

　それが夢を抱き、失墜しないために必要なことだ。

「でも、あの子はそういう夢を抱く自分と、そういう夢を抱いた別の誰かを失墜させることに、どうしようもない儚はかなさを抱いていたのですわ」

　夢は決して一人で抱いて、一人で完結できるものではない。

　一人が夢を叶かなえた陰かげには、夢に破れて泣く一〇人の少女がいる。それは理り屈くつで、論理的で、当たり前のことだ。

「恋だってそう。恋を叶えたなら、その人が好きだった誰かがきっと泣きますわ。悲しみますわ。それは、もしかしたら次の恋など考えられないほどに」

「……そうですね」

　わかっている。そんなことはわかっている。

　そしてきっと、自分の恋が成じよう就じゆすることなどまずないとも──わかっている。

　精霊たちが皆みな恋こいに落ちているなら、きっと自分はダントツで周回遅おくれ。横よこ恋れん慕ぼにも程がある。まして、自分は美しくもなければ強くもない。

　自分は空っぽでエンプテイ、虚無でエンプテイ、何もないからエンプテイ。

　だから、恋の結末は何となく理解している。

　……それでも。

「それでも、いいんです」

　思ったより、穏やかな声が口をついて出た。

「振ふられるのはきっと悲しいけど、今、わたしは生きているって気がするんです。あの人のことを考えるだけで胸が熱くなって──今は、それだけでいいんです」

　恋をしている、今はそれだけで満足だった。

　狂三は目を細める。愛いとおしむように、慈いつくしむように。

「あなたの……恋が……成就すると……いいですわね……」

　そのありきたりの台詞せりふに、エンプティは少しだけ戸と惑まどった。

「……あ、ありがとうございます……。あの、裏とかありませんよね……？」

　実はその言葉には失敗するジンクスがあるとか。そんな類の裏側。

「撃ぶちますわよ？」

　どこからか取り出した短たん銃じゆうを突つきつけられたエンプティは、慌あわてて弁解する。

「ご、ごめんなさい。素す直なおに応おう援えんしてくれるとは思わなくて！」

「……ま、そうですわね」

「それより、大だい丈じよう夫ぶですかね。ここ？」

「何がです？」

「えっと、〝人形遣いドールマスター〟って人がルールを平気で破って襲おそってくるなら、時間なんてあってないようなものでしょう？」

　終業のチャイムは確かに鳴った。だが、襲わないとは限らない。

「ええ。だから、きちんとデコイを仕し掛かけていますわ。この街の、おおよそ四割の住宅にわたくしの痕こん跡せきがあり、罠わながあります。彼女の手口は承知です。この家は、前日の家ではないとお気づきになりまして？」

　さっぱり気付いていなかった。違い和わ感かんすら抱いだかなかった。外見も中身も同じなら、どこの道を通ってきたかなど、わかるはずもない。

「あれ、でも昨日は後をつけられてませんでした？」

「当然、故意ですわ。〝人形遣いドールマスター〟が戦争ゲームに介かい入にゆうするのは、二日目から。初日は様子見なので、警けい戒かいさせる必要性はありません。そしてもう二日目である以上、彼女には用心しなくてはならない」

　どん、と爆ばく発はつ音が響ひびいた。この家ではない。遥はるか遠くで、何かが爆発したらしい。

「……今のは……」

　狂三が指を唇くちびるに当てる。

「どうやら引っかかったようですわね。あれは、部下が消しよう耗もうすることを酷ひどく嫌きらいますから。今日は大丈夫でしょう。……そう祈いのるしかありませんわねぇ」

「祈り──ですか」

　運を天に任せるしかない。確かにそうなのだが、不安は残る。〝人形遣いドールマスター〟の部下がこちらの居所を探さぐり当てれば、それで終わり。

「あと数時間、耐たえなければいけませんわねぇ。明日は間ま違ちがいなく、連戦になりますから」

　苦痛に耐えて、恐きよう怖ふに耐えて、ただひたすら明日を待つ。

　その上で、連戦を消化する。それも、一人は最後に残った難敵──蒼ツアン。もう一人は、この領域の支配者ドミニオンたる〝人形遣いドールマスター〟。

　ふと、その確信じみた悪お寒かんにエンプティは身を凍こおらせかける。

　人は、誰だれでも皆幸福であろうとして生きていく。

　問題は、それが傍はた目めにはどれほど悲ひ惨さんであっても、本人以外に幸福が理解できぬ場合でも、やはり本人が幸福であるということ。

　第三者は、一いつ般ぱん的な常識や倫りん理り観でそれを推おし量はかるしかない。

　エンプティは第三者であり、時崎狂三の友人に対する想おもいがどれほどのものかは理解できない。けれど、これだけは確信を持って言える。

「がんばって……」

　時崎狂三は、この望みが果たされるなら。死んでもいいと、そう思っている──。

「がんばって、ください」

　エンプティの励はげましは、微かすかに声が震ふるえていた。

「そう思うなら、お話ししましょうか。そしてどうか、わたくしより先に眠ねむらないでくださいまし──」

　狂三がそう言って微笑ほほえむ。

　エンプティは頷うなずき、喋しやべり始める。記き憶おくはなくとも、喋ることは無数に尽つきない。

　何しろ、エンプティは恋をしている。狂三は時折、鋭するどい口を差し挟はさむが、その表情は苦痛を堪こらえているとは思えないほど穏おだやかで。

　この短い数日の間で、一番長くて一番穏やかな時間を二人は過ごしていた。




　　　　◇




「──む、む、む。むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ……ふぅ」

〝人形遣いドールマスター〟が嘆たん息そくする。踏ふみ込むなり、第五霊れい属ぞくの霊装を改造して作った罠で部下にんぎようが家ごと吹ふき飛ばされた。高価で、大切で、愛いとおしい人形二体が完全に燃やされ破は壊かいされ、再起不能になった。

　わずか二体。わずか二体であるが、〝人形遣いドールマスター〟の心は深く、深く傷ついた。愛しい我が子を失う母親のような気持ちであった。

　映像が切り替かわり、リュコスの顔が映る。今日も綺き麗れいと〝人形遣いドールマスター〟は誇ほこりに思う。

《いかがいたしますか？》

　リュコスの言葉に、〝人形遣いドールマスター〟はしばし考えて告げた。

「反応は残り幾いくつなの？」

《一六三軒げん、霊れい力りよく反応が見られます。恐おそらく、一軒を除いて全すべてこの規模の罠が仕掛けられているかと》

「用よう意い周しゆう到とうなのね。二日三日で準備できるようなものじゃないかー」

《計算によれば最速で三ヶ月。誰にも知られないように動くには、更さらに三ヶ月。合計で半年を費ついやしたと思われます》

「ううん、恐らくは他ほかにもこの手の仕掛けはあるんじゃないかな。癪しやくに障さわるけど、撤てつ退たいして。時崎狂三とは、明日勝負をつけよう」

《了りよう解かい。朱小町、主あるじを頼たのむぞ》

「わかっていますわ」

　リュコスの映像が途と切ぎれる。

「今日も、明日も、明後日も、未み来らい永えい劫ごう久く遠おんに──この領域は、わたしたちのもの」

　戦うなど馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、勝利は正しい。

　だから、大切なのは「戦う前に勝つこと」だ。戦争デートなど馬鹿馬鹿しい、そんなものを始めるより先に、〝人形遣いドールマスター〟は勝利している。

「ご主人様、ご主人様、ただいま戻もどりました」

　ふよふよと二体の人形が戻ってきた。天使を模した服、背に生えた翼つばさは〝人形遣いドールマスター〟の自信作だった。

「どうでした？」

　朱小町が声を掛けると、天使人形の片割れが感極きわまったかのようにくねくねと動いた。

「第六領域テイフアレトまで行ったのは初めてでした」

「凄すごかったなー」

「ねー」

「……収しゆう穫かくはあったの？」

　朱小町の問い掛けに、天使人形がうんうんと頷いた。

「もちろんありました。何か摑つかむまで帰ってくるなが命令でしたからね！」

「つまり私たちは帰ってこれない可能性もあったのか！」

「恐こわいよねー」

　苛いら立だった朱小町がぺちん、と手に持った扇せん子すで天使人形の頭を叩たたいた。

「……いいから、説明しなさい」

「はーい」「はいはーい」

　天使人形が滔とう々とうと、集めた情報を提示し始めた。〝人形遣いドールマスター〟の顔が、見る見る内ににんまりとしたものに変わる。

「そう。やっぱり、そうだったの。ご苦労様、下がっていいのよ」

　天使人形がわーい、と喜びながら部屋を出て行った。

「時崎狂三、どうします？」

　朱小町の言葉に、〝人形遣いドールマスター〟は安あん堵どの息を吐はき出した。

「大丈夫、いつでも始末できる存在ってわかったしね。ただ、用心はするのよ。それより、もう一人が問題。蒼ツアンはどうなっているの？」

　朱小町が先ほど受け取った報告を読み上げる。

「寝ねてます、野原で」

「襲われるとか、考えていないの？」

　呆あきれたように、〝人形遣いドールマスター〟が言う。

「さもなくば、強さに自信があるかですかね」

「……まあ、いいわ。明日は最終日なのよ。いつもより、不確定要素イレギユラーが若じやつ干かん多めだったけど、結末はいつも通りにするのよ。ここは〝人形遣いドールマスター〟の餌えさ場ば、余人が入り込む隙すき間まはないのだから」




　　　　◇




　いつのまにか、眠っていたらしい──エンプティが瞼まぶたを開くと、狂三が自身の右みぎ腕うでを見つめて握にぎったり開いたりを繰くり返しているところだった。

「大丈夫……ですか？」

　おずおずと尋たずねると、狂三はくすりと笑った。

「ええ、どうやら何とかなりそうですわ」

「良かった……」

　心底から安堵する。

　朝の陽光に照らされた狂三は、昨日の死し闘とうの痕きずあとや血の跡あともそのままだ。

「シャワーを浴びる時間は──」

「……そうね、それくらいはありますわね」

「じゃあ、着き替がえとか用意してきますね……って、着替えどこですかね？」

「今、替えを作ります。置いておいてください」

　霊力で服を編んだ狂三が、エンプティにそれを放り投げた。

「了解です。コーヒーとか淹いれちゃいますね」

「砂糖三つでお願いしますわ」

　狂三が浴室に向かってしばらくすると、シャワーを浴びる音が聞こえ始めた。それを聞きながら、エンプティは洗面所に着替えを置いた。ふと、何気なく狂三に目をやる。磨すりガラス越ごしでは姿こそわからないが、朧おぼろに見える白い背中が朝から妙みように艶なまめかしくて、変な気分になったエンプティは目を逸そらした。

　ついでに汚よごれた服を洗せん濯たく機きで洗おうと、抱かかえ込もうとする。

　後になってみれば、この服もそもそも霊力で編まれたものなのだから捨てればいいだけで、狂三はエンプティが洗おうと思うとは考えていなかったのだろう。

　だから、その写真を見つけたのは本当に偶ぐう然ぜんだった。

　服を抱えた際に、バスマットにそれがひらりと落ちた。メモか何かだろうか、と拾い上げ──裏側を見て、凍こおり付く。

　シャワーの音も、何もかもが遠くに立ち去ったような感覚。

　写真に狂三が写っていたのなら、微笑ましいと思っただろう。写真に狂三と、もう一人誰かが写っていたのなら、話題に出た友人なのだろうと切なさを抱いだいただろう。

　狂三は写っていない。一人は、青みがかったショートカットの少女。そしてもう一人、狂三と同じくらい、よく知っている少女。

　エンプティ。

　空っぽの自分、記憶のない自分、どうしようもなく無力な自分。

　ショートカットの少女と手を繫つなぎ、照れたようにはにかんでいる。

「これ……わたし……？」

　例えば、これを見たことで電でん撃げき的に記憶が取り戻されるとか。そんなことがあれば、悲鳴の一つも上げていたかもしれない。

　しかし、エンプティは何も感じなかった。自分にそっくりな誰かが写真に写っていると、冗じよう談だんではなくそう思ったくらいには。

　驚きよう愕がくはある。凍り付くくらいには驚おどろいた。しかし──実感のようなものが、これっぽっちもこみ上げてこない。

　こんなに、仲が良さそうなのに。脳のう裏りに過よぎる微かな記憶も、何もない。

　エンプティは静かに、その写真を服に差し戻した。着替えを隣となりに置いて、浴室から出る。

　残る疑問はただ一つ。どうして、わたしエンプテイの写真を狂三が持っていて、しかも隠かくしているのか。

　隠しているというか……大切にしているというか。

　──もしかして。

「わたしと、狂三さんは……偶然じゃなかった？」

　そうだろうか。あの出会いは計算されたものだろうか。……よくわからない。考えれば考えるほど、目眩めまいがする。何も無い棚たなを必死に漁あさっているような、浅ましい感じがする。

　コーヒーを淹れながら、エンプティはぼんやりと思い起こす。でも、やはり──あの写真には驚き以外の何の感かん慨がいもなかった。

　……わたしは、それほど非情なのだろうか。無神経なのだろうか。いや無神経はそれっぽい気がするけど。

　大切に想おもっていたであろう友達を、あっさりと忘れるほどに……わたしは、ロクデナシなのだろうか。

「ふぅ……さっぱりしましたわ」

　深呼吸。

　くるりと振ふり向いて、エンプティは微笑ほほえむ。

「コーヒー淹れましたよ。砂糖は三個ですね」

「ええ、ありがとう」

　多分、上手うまく笑えたとエンプティは思う。




「さ、出発しますわよ」

「はーい！」

　エンプティは一応、寝しん室しつのベッドを整えておくことにした。誰だれが使う訳もない家だが、それでも最低限の礼れい儀ぎは必要だ。

　狂三は苦く笑しようして、それを待つ。

「お待たせしました、狂三さん。それじゃ──」

　その音は、やたら大きくて。そして、あまりに日常的だった。ピンポン、と軽快極きわまる電子音。鳴るはずのない、鳴ってはいけない音。

　狂三は既すでに短たん銃じゆうを握り締しめ、エンプティはただ茫ぼう然ぜんと玄げん関かん扉とびらを見つめている。

　狂三がゆっくりと、玄関を開く。

「……」

　沈ちん黙もくを守る、一人の少女。背にはハルバード。まるで騎き士し鎧よろいのような〈極死霊装・一五番ブライニクル〉──蒼ツアンという、例の偽にせ物ものを除けば唯ゆい一いつ生き残った準精せい霊れい。

「どうして、ここが？」

「シャワーの音。霊力で見ても嗅かいでもわからなかったけど、純じゆん粋すいな音だけは誤ご魔ま化かし切れていなかったから」

　淡たん々たんと言葉を紡つむぐ蒼に、エンプティは戦せん慄りつを抑おさえきれない。

　閉じた家の、微かすかなシャワー音を。一体どうすれば聞き咎とがめるのか。

「まあ、大層お耳がよろしいのね」

　こくん、と首を縦に振る。狂三の褒ほめ言葉に照れているのか、真っ白な頰ほおに微かな赤みが差していた。

「あ、あのう。目的はやっぱり……」

「生き残ったのは、もう君だけだったから」

　淡々と、狂三を見つめて蒼は言う。

「あら、もう一人ピロシキみたいな名前の御お方かたがいらっしゃいませんでしたこと？」

「あれは、意味が無いから」

　やはり淡々と、蒼は彼女を切り捨てる。意味がない、というのは──承知の上か。

「あ、あのう。蒼さん」

「……？」

　じろりと、蒼がエンプティを睨にらむ。その目付きは、明らかに狂三と会話していたときと異なる、殺意溢あふれる代しろ物ものだった。

「ひっ、な、何で睨むんですか」

　エンプティが怯おびえると、途と端たんに申し訳なさそうな表情をする。

「ごめん。何となく。それで、何？」

「いえ。協力はできないのかな、って。えーっと一いつ緒しよに支配者ドミニオンと戦うとか、ダメなんですか？」

「論外」

　蒼はエンプティの提案を、あっさりと切り捨てた。そして、狂三を指差し断言する。

「この人、背後から騙だまし討うちする」

　憤ふん慨がいしてエンプティは叫さけんだ。

「そんなことは！　しない！　訳がない！　こともない！　かもしれません！」

「そこはハッキリと仰おつしやいなさいな」

　さすがに狂三がツッコんだ。

　まあ、正直間ま違ちがいなく騙し討ちするとエンプティは確信している。そして、狂三もそのことを理解している。蒼もそうだと疑念どころか、確信している。

「皆みなさん、わかり合えているようで大変結構ですね！」

「まったくですわねえ」

「場所は、どこ？」

　つまり決けつ闘とうするのは、どこがいいのかという問い掛かけらしい。

「ここから少し離はなれてくれるとありがたいのですけど……」

　こくん、蒼は大きく首を縦に振った。




　眩まばゆい朝の光に、エンプティは目を細める。狂三が先頭を行き、蒼がその後ろ、そしてエンプティは最後方を歩いている。

　狂三がぴたりと、足を止めた。すわこんな住宅街のど真ん中で決闘か、とエンプティは電柱に隠れようとする。

「……何か御ご用ようですの？」

　狂三が背後、エンプティが隠れた電柱の上を睨む。エンプティが釣つられて空を見上げると、そこには〝人形遣いドールマスター〟の人形がしがみついていた。

《いえいえー。見物です、お気き遣づかいなく》

　蒼は振り向きもせず、無造作に背負ったハルバードを摑つかみ、宙空へ垂直に振り抜ぬいた。

　電柱と人形が砕くだけ散った。文字通り、粉微塵ビスケツトスマツシユにされたのである。そして、砕け散った人形が頭に降り注いだエンプティは「ふぎゃあ」と悲鳴を上げていた。

「邪じや魔ま」

　蒼が虚こ空くうを睨むと、光学迷めい彩さいっぽい何かを施ほどこしていたのだろうか。何体かの人形が、怯えたように出現して慌あわてて逃にげていった。

「お見事」

「ん。まあ、どうせ戦っている間に近付いてくるんだろうけ、ど……」

　狂三の褒め言葉に、蒼が応じようとしたところで絶句する。

　狂三は姿を消していた。

「どうしたん、で、す、か……？」

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。狂三は蒼とエンプティの前から、その姿を消していた。

「どこ……!?」

　蒼が慌てた様子で、あちこちを探す。住宅街の真ん中、十字路の傍そばとはいえ姿を消すには極めて不向きだ。

　だが、エンプティは彼女が姿を消した方法を知っている。

（影かげだよね……）

　時崎狂三は、影の中に入り込んでいる。ほんの一瞬でも、狂三から目線を外したなら、恐おそらく即そく座ざにそれを発動して、姿を消せるだろう。

　蒼が、エンプティを睨む。

「ひっ。な、何も知りません何も知りません！」

　慌てて手を振って否定する。噓うそをついているせいで怯えているのか、単に自分を恐れているのか、蒼には判断できない。

　蒼は跳ちよう躍やくすると、宙空で体を固定。周囲を睥へい睨げいする──姿はない、音も聞こえない。

　だが、彼女にはもう一つ。誇ほこるべき超ちよう感覚がある。嗅きゆう覚かくだ。

　猟りよう犬けんと同レベルの超嗅覚で、彼女は先ほど間近で嗅いだ狂三の匂においを探さぐり当てる。その、ほんのわずかな匂いが鼻び孔こうをくすぐった。

　方角を探知──距きよ離りを検知──正確な座標を算出。

（見つけた──!!）

　そちらへ向けて、殺気を叩たたき付ける。常人なら、一瞬で身動きを取りたくないと思わせる、氷にも似た気。

　しかし、そちらには何もなかった。電柱と、その影にゴミ袋ぶくろが積まれているくらい。

「……!?」

　おかしいことが立て続けに起きて、蒼の頭は大混乱だ。愚ぐ直ちよくであれ、と蒼に戦いを教えた準精霊は言った。




　──お前は、いつか賢けん明めいさを手に入れて更さらなる強さを得る。

　──でもそれまでは、何も考えずに戦わなきゃいけないよ。

　──だってお前は、余分なことを考えると弱くなる。そういう風に、肉体が組み上がってしまっているんだから。

　──本能のまま、敵を喰くらい殺せ。お前はそれで、支配者ドミニオンすら凌りよう駕ができる。

　──そしてもし、それが通用しない敵が出てきたのであれば。

　──お前と相あい性しようが最悪で、お前に能力が最悪で、お前が厭いとうべき最悪が出てきたならば。

　──方法は、一つしかない。




　ゴミ袋の影から、ずるりと白い腕うでが一本飛び出た。

「!!」

　弾だん丸がん発射。空気の壁かべをブチ破る轟ごう音おんと共に、漆しつ黒こくの弾丸が襲おそい掛かる。相手との距離は約二〇〇メートル、短銃で当てるには奇き跡せきが必要な距離だろうが、狂三にとっては楽な所業だろう。

　そして、二〇〇メートルも離れた結果、処理するだけの余よ裕ゆうを与あたえられたことも、蒼にとってはいささか苛いら立だたしく、そしてほんのちょっと嬉うれしいことではあった。

　そんなに自分が恐ろしいのか、友人を見捨ててまで。

　義ぎ憤ふんというか、八つ当たりというか。でも実力を認められている気がして、少しだけ嬉しいというか。

　当然のように、弾丸を弾はじき返す。

　彼女の〈刻々帝ザフキエル〉が短銃である以上、こちらの防ぼう御ぎよが後おくれを取ることはない。もちろん、彼女の弾丸の能力も先刻承知だ。

　自らに弾丸を撃うち込み、身体能力を倍加させる【一の弾アレフ】による奇き襲しゆうにも注意を怠おこたらない。

　二〇〇メートル先の彼女に到とう達たつするのに、霊装を全力でブーストして一秒で到達してみせる、と蒼は決意した。

　影から引き摺ずり出すのに一秒、頭ず突つきで意識を喪そう失しつさせるのに一秒、そして〈天星狼ライラプス〉で砕くのに一秒。

　合計四秒。

　それだけの時間があれば、充じゆう分ぶんに殺せる。傷つくことは恐れない。恐れるのは敗北だけ──いや、そうでもない。

　蒼は、自分は何かを恐れていると思う。

　その何かが具体的にはわからない、わからないのだけど一つだけ言える。

　その恐れは、きっと、間違いなく、あの時崎狂三に起因するものだ。

　だから吼ほえる。吼え立てて、威い嚇かくし、睨ねめ付けて殺意を伝える。

　──行けＧＯ、行けＧＯ、行けＧＯ！

　己おのれに命令を放つ。彼女の〈極死霊装・一五番ブライニクル〉は貪どん欲よくに霊れい力りよくを吞のみ込み、狂きよう気きがかった速度で蒼を文字通り、〝射出〟した。

　狂三が放つものが弾丸ならば、彼女は自身を弾丸とする特とつ攻こうを選んだ。

　無造作なまでの捨て身。代だい償しようが精霊、時崎狂三ならお釣りが来るなと蒼は思う。




　一秒で、影まで到達した。

　一秒で、彼女を影から引き摺り出した。

　一秒で、彼女へ強きよう烈れつな頭突きを喰らわせるはずが。




　銃じゆう声せい。

　だが、霊装でダメージは軽けい微び。無視して構わぬと頭突きを──繰くり出せない。

　遅おそい、重い、苦しい。

　泥どろの中に全身が嵌はまり込んだように、体が重い。動きは亀かめのように鈍どん重じゆうで、なのに思考速度だけは変わらないから、自分が鈍間のろまだということを否いや応おうなく自覚する。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【二の弾ベート】」

　時崎狂三にとって、もう一つの必殺。緩ゆるやかな時間の進み、高速を低速に、低速を停止同然に、兎うさぎを亀に変換かえてしまう恐きよう怖ふの童話。

　ニタリ、と狂三が嗤わらう。

　続け様の速射に、蒼は反応する術すべがない。立て続けに穿うがたれる弾丸によって霊装が軋きしみ、砕かれ始めた。

　粉ふん砕さいする側が一転、粉砕される側になった。




　　　　◇




　時崎狂三はつまるところ本気であった。この機会を逃のがせば、自分は彼女を打ち倒たおせないということが理解できていたし、殺さなければ止まらないということも理解していた。

　勝てば賊ぞく軍ぐん、負けても賊軍、正義も邪じや悪あくも我になし。ならば、あらゆる策を講じるのが彼女のやり方だった。

　必死だな、と自じ嘲ちようするほどに思う。

　数多あまたの夢、数多の準精霊を踏ふみにじったその目的は、他者から見れば何ともつまらないものだろう。

　それでも。

　それでも、体が、心が、何かどうしようもないモノに衝つき動かされてしまう。

　蒼の霊装を砕くだき、弾丸が遂ついに直ちよく撃げきした。後はもう、【二の弾ベート】の効果が切れるまで弾丸を撃ち込むだけだ。

　撃った。

　彼女が死ぬまで撃つ、死ぬまで殺す。

　撃った。

　砕かれた霊装を貫つらぬき、遂に体にくに弾丸がめり込む。

　撃った。

　ふと、狂三は彼女の霊装について思い出す。

　準精霊が持つ他の霊装と異なり、彼女の霊装は屈くつ指しの異い端たんだ（もちろん、精霊たちが持つ神しん威い霊れい装そうは除外とする）。

　異端というのは、狡ズルいということ。

　ズルいということは、強ズルいということ。

　準精霊たちが噂うわさするところによれば、霊装の強さは本人の精神力がどれほど頑丈タフかに掛かかっている。

　それは間ま違ちがっていない、と思わせるだけの霊装だった。

　耐たい久きゆう力は図ず抜ぬけていて、速度は尋じん常じようではなく、精密機動性も優ゆう秀しゆう。だが、ズルいというのはそこではない。

〈極死霊装・一五番ブライニクル〉の本質は死。ただ近付くだけで敵は死に晒さらされる。

　故ゆえに彼女を相手取るときは、遠いところから、近付けさせず、一方的に徹底的に、打ち砕かなくてはならない。

　二〇〇メートルを一秒で駆かけ抜けた蒼から遅おくれること三〇秒、エンプティがようやく彼女たちの戦いを目視できる場所まで辿たどり着いていた。

「狂三さ──!?」

　絶句する。

　霊装に触ふれるほど間近にいた狂三にとって、それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。銃を握にぎった左腕と、右足が凍こおり付いている。

「……この……霊装……!!」

　虚うつろな瞳ひとみをしながらも、蒼の手がゆっくりと苦く悶もんする狂三に近付いていく。既すでに電柱や壁、道路をも巻き込んで凍り付かせている。

　その中央に佇たたずむは、蒼あおの少女。

「狂三さん、しっかり……！」

　エンプティの励はげましに、薄うすれていた意識が蘇よみがえったのか。

　それとも、単なる無意識なのか。

　ともあれ狂三は引き金トリガーを引いていた。氷を砕き、霊装を砕く。

「ぐ、うぅぅぅぅ……！」

　蒼の腕が伸のび、狂三のほっそりとした首を摑つかんだ。

「粉微塵ビスケツトスマツシユにするんじゃありませんの……!?」

「そんな、縛しばりを、した、つもりは、ない……!!　大体、狂三オマエを相手に、いちいち戦法を決めてられるか……！」

　殺すときに殺す。

　死なせるときに死なせる。

　じりじりと、狂三が死に近付いていく。だが、それでも彼女の強固な意志なのか、はたまた時崎狂三がそういう生き物なのか。

　狂三は容よう赦しやなく、引き金トリガーを引いていた。一いち撃げきを放つ度たび、わずかに蒼の手が緩む。そのわずかな隙すきに、影かげがするりと短銃に入り込む。

　互たがいの死という結末ゴールに向かって奔ほん走そうする二人だが、その差を分けたのは天使でもなければ霊装ドレスでもなかった。




　　　　◇




　それは、殺意の差。

　蒼はこれまで、意識的に人を殺そうと思ったことがない。

　己の無銘天使えものである〈天星狼ライラプス〉を振ふるって、相手を砕くのはただの結果に過ぎない。手加減する余裕がなく、勝利のために戦った結果として相手が死に絶えるだけだ。

　だが、時崎狂三は違う。

　彼女は勝利せねばならない、踏みにじった屍しかばねを無む為いにすることは許されないと自覚しているし、血ち塗ぬられた道になるのも覚かく悟ごの上だ。

　何人も、何人も。

〝人形遣いドールマスター〟よりは少ないとしても、積み重ねた屍は膨ぼう大だいだ。

　一人一人を殺すのに、ありったけの覚悟が必要だった。

　軋むような心を無理矢理動かし、復ふく讐しゆうだけを夢見る生き物。

　だから、蒼は時崎狂三を倒したいのだけれど。

　時崎狂三は、蒼を殺さなければならないと理解している。

　この状じよう況きようで、力量や能力スペツクには意味がない。

　あるのは殺意の差。死ぬものかという決意の差。弾丸を一発撃ち込まれる度に、蒼は過去に想おもいを馳はせる。




　──もし、お前の力でどうしようもない奴やつが出てきたとしたら。

　──考えないで戦う幼年期が終わったということ。

　──錆さび付いた頭を動かせ。死の恐怖に心を軋ませながらでも、頭の片かた隅すみ三割分を利用して思考を開始しろ。

　──お前は馬ば鹿かだが、馬鹿だからって考えちゃいけねえって法律はない。

　──ま、それまでに死んだら終わりなんだけどな！




　そうか、と蒼は悟さとる。

　これこそが幼年期の終わり。何も考えずに戦う獣けものではなく、きちんと考えてきちんと殺害する準精霊たれ、という福ふく音いんだ。

　腕うでの力が抜けていく。

　中身ないぞうごと吹ふき飛ばすような銃撃は実に二八発。

　それだけ耐たえきって、蒼は意識を手放した────────ほんの一瞬だが。




　　　　◇




　氷が一瞬で水に変化し、狂三は自由を取り戻もどした。

「か、はっ……！」

　呼吸もできず、気道を閉へい鎖さされた息苦しさは、実のところ深刻なものではない。

　隣りん界かいにおいて、死とは魂たましいの死。肉体の死は縁えん遠どおいものだ。だから、首を絞しめられて殺されるのではなく、その絶望的な息苦しさのあまり、魂が死を選択して殺される。

「狂三さん！」

　エンプティが慌あわてて走り寄ってくる──無む闇やみ矢や鱈たらに、嫌いやな予感がした。

「しっかりしてくだ──ぶぎゃあ!?」

　溶とけた氷は、大量の水は道路の低層部分に泥と共に溜たまった。いわゆる水溜まり、それもかなり深めのものが即そく席せきで形成されていた。

　そして、もちろんエンプティはそれに気付かず思い切り踏み締しめた。

　そして、もちろん水溜まりは狂三の目の前である。

　そして、もちろん以上の状況から導き出せる回答は──。

「……人の顔に泥水ぶっかけるとは、良い度胸ですわねぇ？」

　既に指が引き金トリガーに掛かっているあたり、時崎狂三様は大変お怒いかりである。白いハンカチが、瞬またたく間に泥で汚よごれていく。

「す、すいませんすいませんごめんなさいごめんなさい。多分わざとじゃないんです。こう、無意識で！　無意識で！」

「無意識なら、なお悪いのですが」

「で、でも。これで全員を倒しましたね！」

　その言葉に、狂三も一息つく。

　別段、油断している訳ではない。気を引き締め直さねばならないと、もちろん狂三も理解している。エンプティの言葉程度で、今いま更さら揺ゆれ動くような精神ではない。

　それでも。

　一歩進めたと思った瞬しゆん間かん、足首を摑まれてずるりと引き摺り込まれた瞬間は、文字通り背筋が凍り付くものだろう。




　立っていた。

　都合三〇発以上の弾だん丸がんを受けてなお、少女は佇んでいた。苦痛すら感じているようには見えない、平静たる様相──ただし、腹部は血ち塗まみれだ。肉がこそげ落ちていると、言い換かえてもいい。

　痛みを感じていないはずがない。

　なのに、少女は霊装を再び纏まとう。背負ったハルバードを手に握り締める。

　そして、狂三に向けてこう告げた。

「──ありがとう」

　いっそその声は、能天気なほどに朗ほがらかだ。

　そしてあまりに、意味不明な台詞せりふである。

「あり……あの……何です……？」

　エンプティが恐おそる恐る問い掛ける。蒼は、何度も納なつ得とくするかのように頷うなずいて告げる。

「本当に、ありがとう。お陰かげで、私は、また強くなれる」

　ああ、なるほど。

　狂三とエンプティは目を見合わせて、こくんと頷いた。

　この世には、絶対に戦ってはいけない相手というものが存在する。それはただ、単純に強いから、恐こわいから、残ざん忍にんだから、そういうタイプではない。

　楽しいからバトルジヤンキー。

　その想いで戦う相手は強く、恐こわく、そして何より地じ雷らいだ。

　何故なぜなら、その想いは必然より高みに至るための相手を求めることになる。

　時崎狂三は、〝人形遣いドールマスター〟に至るまでの相手全すべてを障害物と考えて、乗り越こえてきた。

　だが。障害物が蘇り、しかも嬉き々きとして彼女の前に立つとなると──。それは最も早はや障害ではなく、何とも厄やつ介かいなことに。この状況では致ち命めい的てきなことに。

　好敵手ライバルと呼べる存在だった。

「……だから、もっと、もっと、もっと。貴女あなたと戦いたい」

　確かに、腹部の血は流れ溢あふれて止まらない。しかし、その痛みは恐らく彼女にとって喜びなのだろう、歓かん喜きと言い切ってもいいほどに。

「狂三さん……」

　声を掛かけても、気付きすらしていない。それほどまでに、この場の緊きん迫ぱく感かんは高まりつつあった。

「貴女は楽しい、面白い、興奮する。もっと、もっと、傷つけて欲しい。多分、その度に私は強くなれる」

「御ご免めん蒙こうむりたいですわね」

　敗北で心が折れることなく、致命傷を与あたえても何度でも立ち上がり、そして最後には勝利し生き残る。……世間一いつ般ぱんにおいて、斯かくの如ごとき特異体質の存在はこう呼ばれている。

　主人公ヒーロー──あらゆる理り不ふ尽じんを打破する力を持つ少女が、戦せん闘とうの興奮に身を震ふるわせていた。




　凍こおるような空気。エンプティが慌てて一歩下がろうとするが、あまりの重圧に身動き一つ取れなかった。

　ただ、記き憶おくが空っぽで戦闘経験皆かい無むな彼女からしても、この戦いが狂三に不利だということはわかった。

　時崎狂三は、基本的に搦からめ手てを使う。詰つめ将しよう棋ぎほどの精密性はないが、裏技チートじみた弾丸や影に潜ひそむ能力で、相手を盤ばん上じように乗せて叩たたき潰つぶす。
















　翻ひるがえって言えば、それは真っ向勝負が苦手ということの表れだ。

　……いや、一度たりとも彼女がそう言ったことはないのだが……バレバレである。彼女にとって、一番相あい性しようが良いのは蒼ツアンのように真っ向勝負以外の手段を知らないタイプの準精せい霊れいだろう。

　彼女にとっては、罠わなに自ら飛び込んでくる動物のようなものだ。

　しかし、ここで問題が一つ発生する。

　極ごく々ごく稀まれに、存在するのだ。

　罠を食い破る動物、人間の浅はかな知ち恵えを上回る膂りよ力りよくを持つ獣。──我々は彼、否いな、彼女のような概がい念ねんをこう呼こ称しようする。

「化バケ物モノですわね、あなた──」

　蒼は穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべ、その一歩を踏ふみ締める。狂三は、エンプティの前で小さく、ほんの小さく、疲つかれたようにため息をつく。

　その仕草は妙みように人間的だな、とエンプティは不思議な感覚を抱いだく。そして、それでもやはり、狂三は銃じゆうを握にぎる。




　──決戦の火ひ蓋ぶたは、静かに。そして、緩ゆるやかに切って落とされた。




　そしてそれは、同時に。

　裏切りの〝彼女〟が動き出す契けい機きでもあった。




　　　　◇




　出会いの舞ぶ台たいとなった教室は今、所ところ狭せましと彼女の人形たちが犇ひしめき合っていた。時崎狂三に凶きよう報ほうを伝えた人形、〝人形遣いドールマスター〟に吉きつ報ぽうを伝えた天使人形、その他様々な人形がひそひそ、ひそひそと喋しやべり続けている。

「最後に残ったのはふたり」「ひとりは〝蒼〟」「ひとりは時崎狂三」

「潰し合って殺し合って」「消える前に確保しないと」「最悪、蒼は捨ててもいい」「時崎狂三」「私たちのようなまがいものではない」「真精霊」「真？」「噓うそ噓うそ出で鱈たら目め」「だがあの力は一部だけど真性だ」「なら」「殺さなくちゃ」「始末しなくちゃ」「この世界を」「この領域を」「我が物にしなくては」「頼たのむわよ」「あなたたち」

　フォルス・プロキシが人形たちの前に立っている。

　口を開くことなく、フォルスは答える。

「だめだ」「わたしたちではダメ」「もっと強いやつが」「偵てい察さつ隊ではダメ」「戦闘特化した」「もっともっと強いの」「欲しい」

　喉のどから、心臓から、腹部から、ふくらはぎから、声が漏もれ出た。その訴うつたえを聞いた人形は、ざわめきながら顔を見合わせる。

「誰だれだ」「誰が」「やる？」

　そこへ、すっと手を挙げる人形が合計三体。いずれも、布地は新品同様でキラキラに着き飾かざっている。

「アタシ」「私」「ボク」

　一体は、大振りの日本刀を持った人形。

　一体は、弓を持った人形。

　最後の一体は、巨大な虫眼鏡を持った人形。

　人形がとことこと歩き、フォルスの体をよじ登る。身じろぎもせず、フォルスはそれを受け入れ、両手で顎あごの関節を無視するように口を開いた。

　三体の人形が次々と、口の中に飛び込んでいく。ごぼり、とフォルスの腹部が膨ふくらんだ。

「あああああああああああああああ……」

　フォルスが掠かすれた呻うめき声をあげる。

「駄だ目めだ」「誰か戻もどってきて」「三体分、膨らんだ」

　慌てたような人形の声。開きっぱなしの口から、別の人形たちがずるりと転がり落ちた。

「死んでる？」「腐くさってる」「用無し」

　その内一体が動かないのを見て取った人形たちは、窓からそれを放ほうり捨てた。

「さあ、これで準備よし」「弾はじけ飛べ、フォルス・プロキシ」「死んでこい」

　人形が出入りしたせいで奇き妙みように歪ゆがんだ顔を修正し、こくんとフォルスは頷いた。




　……このおぞましい風景を見れば理解できる通り、フォルス・プロキシは準精霊でも何でもなく、生物ですらない。

　人の皮を貼はり付けただけの、人形の集合体だ。だから偽にせ物ものであり、だから不死だ。

　この人形たちは幾いく度どもの殺し合いに参加し、時に戦い、敗北し、そしてその度たびに蘇よみがえった。その真実を知る者は数少ない。時崎狂三は、その中の一人だ。

　そして人形たちを統すべる準精霊は、言うまでもなく〝人形遣いドールマスター〟。

　そう、このゲームなど最初ハナから茶番劇だ。

「無知は怖こわい」「怖いよね」「生いけ贄にえの儀ぎ式しきなのに」「勘かん違ちがい」「残念無念」

　種々雑多で、何とも無機質な声が飛び交かう。

〝人形遣いドールマスター〟は慎しん重ちようで、狡こう猾かつで、賢けん明めいで、悪あく辣らつで、冷れい酷こくで、残忍で、臆おく病びようだ。

　現時点でも、彼女に勝てる準精霊など存在しない。敗北しないだけなら、幾人かは該がい当とうするだろう。

　だが人形に全すべてを任せ、決して姿を現さず、何処どこにいるかすら定さだかではないなら、敗北することは決してない。

　フォルスが教室の窓から飛ひ翔しようする。

　乱雑に巻かれた全身の包帯が、蜘蛛くもの足のように乱れ狂くるう。視覚を担当している二体の人形が、フォルスの眼球越ごしに蒼と時崎狂三を捕ほ捉そくした。

「監かん視し人形たちの報告通り（右目）」「二人はまだ戦ってるわ（左目）」

「もう少し待った方がいいかな？」「賢明ね」「そうしよう！」

「だってあの二人は強いから」「拮きつ抗こうしてるから」「互たがいに磨すり潰されていく」

「それから、アイツはどうする？」「アイツは」「どうでもいい」

「でもアイツは」「きっと、色んなことを」「時崎狂三から聞かされている」

「だから殺そう」「後あと腐くされなく」「誰も困りはしない」

「エンプティ！」「エンプティ！」「エンプティ！」

「空っぽのあの子を！」「記憶もなく足あ搔がく不思議な彼女を！」「殺そう！」

　うおんうおん、と歓かん声せいが渦うず巻まく。フォルスの中に封ふうじられた人形たちは、愛用の武器をそれぞれ掲げる。

　銃、剣けん、槍やり、弓、日本刀、虫眼鏡、戦輪チヤクラム──。

　群体の怪物フオルス・プロキシは全身で笑い出した。




　　　　◇




　それは、泥どろ臭くさい殴なぐり合いのような戦いだった。

【一の弾アレフ】で限界まで己おのれを加速させ、四方八方から襲おそい掛かる時崎狂三。

　そしてそれを、頑がん強きような霊装で受け止めて蒼は狂三の蹴けり足を片手で摑つかんだ。

「に、に、逃にげてくださ──────────い！」

　見ていたエンプティの絶ぜつ叫きようももっともである。摑まれた瞬しゆん間かん、ビスケットスマッシャーという異名が真実であることを思い知らされる。

　捕つかまったら絶対に逃げられない。絶対に殺される。絶対に砕くだかれる。

　狂三のことを棒きれのように振ふり回した蒼は、石いし塀べいに叩き付けようとする。しかし、それは愚ぐ策さくである。

　ぞぶり、と泥に拳こぶしを打ちつけたような手て応ごたえのなさに蒼が目を見開く。すぐに当然だと理解する。石塀には影かげができていて、そこに狂三は半ばまで埋うまっていた。




「さあ、こちらへいらっしゃいな……！」

　そう告げて、強ごう引いんに影の中へと引き摺ずり込んだ。上下左右沈しずんでいるのか浮いているのか呼吸をしているかどうかすら定かではない空間に、蒼は両りよう腕うでを振り回す──無意味。

　気付けば握っていたはずのハルバードも、消え失うせた。

【一の弾アレフ】によって加速した不可視の連撃。遂ついに蒼の〈極死霊装・一五番ブライニクル〉がひび割れた。

　がきり、という異音はさながら終しゆう焉えんの喇らつ叭ぱのように空間に響ひびいた。

　くすくす、という笑い声。

　蒼は沈ちん黙もくを守る。だが、それは恐きよう怖ふからではない。歓かん喜きが背骨を這はい回り、精神が高こう揚ようしすぎて収しゆう拾しゆうがついていないのだ。

　──楽しい！　彼女との戦いは楽しい！　一寸先に何が待ち受けているのかすらも予測できない！

　既すでに聞き慣れたといってもいい轟ごう音おん。撃うたれたのだな、と蒼は思う。思いながら、論理を構築する。幸い、影の空間において一つだけ有用なことがある。

　現実における雑音ノイズが入らない。音の大きさ、方向、着ちやく弾だん時とのズレ、それら全てを嗅かぎ分け、この影の何処かにいる時崎狂三の行方ゆくえを探さぐる──見つける。

「捕まえ──た！」

　胸むなぐらを摑み、迷うことなく頭ず蓋がいを叩き付けた。瞬間、光に満ちた世界へと帰き還かんする。

　途と端たんに戻ってきた視覚情報に酩めい酊ていしそうになる。

　エンプティが、啞あ然ぜんとした面持ちで自分を見ている──敵意なし、脅きよう威いなし、問題なし。

　地面、地面には時崎狂三。額から血を流し苦痛に呻き、意識は曖あい昧まい……そしてそれでもなお、蒼の喉に古式銃を突つきつけていた。

　この弾丸を耐たえ切れれば、勝てる。

　しかし同時に、蒼はこの弾丸に耐え切れるか自信がない。

〈極死霊装・一五番ブライニクル〉は失しつ墜ついした。今の防ぼう御ぎよ力は、普ふ段だんに比べれば紙一枚に等しい。

　しかし、その紙一枚で弾丸を耐えきれたならば、もう一度頭突きを加えて勝利する。一撃で勝てるという自信がある。

　……無論、そんな無む謀ぼうな賭かけは止やめて距きよ離りを取る方法もあるだろう。しかし、蒼の直感が吼ほえ立てている。それでは、勝てないと。

　耐えれば自分の勝ち、耐えられなければ狂三の勝ち。

「私の、勝ち……！」

「いいえ、あなたの敗北ですわ……！」




　異変に最初に気付いたのは、時崎狂三だった。それは地面に横たわり、蒼に覆おおい被かぶさられるという屈くつ辱じよく的な状態だったせいか。

　空から落下する準精せい霊れい──フォルス・プロキシ。虚うつろに開いた口から、もぞりと小さな手が合わせて六つ、はみ出ていた。

　その姿を見た瞬間、時崎狂三の頭で何かが切れた。今まで死し闘とうを繰くり広げていた蒼のことも、殺すか殺されるかの状じよう況きようであることも、何もかも頭から追いやった。

　喉に当てていた古式銃じゆうをスライドさせ、宙空に向かって引き金トリガーを引く。

　フォルスが手を伸のばし、その弾丸を摑もうとする。当然、失敗した。ぐしゃり、と肉が散る──ひび割れが、あっという間に全身へと広がっていく。

　フォルスが爆はぜた。同時に、中に潜ひそんでいた人形が次々と出現する。

　甲かん高だかい鬨ときの声。

　蒼が気付いて振り返る、邪じや魔まだとばかりに狂三は蹴り飛ばすと空へ向けて立て続けに古式銃を乱射した。

　驚きよう異い的なことに、その弾丸は悉ことごとくが回かい避ひされる。

「いっくぞぉぉぉぉぉぉ──!!」甲高い声と共に、振りかざされる日本刀。

「標的確認──発射フアイア!!」甲高い声と共に、構えられる弓。

「焼しよう灼しやくさせてね────！」甲高い声と共に、翳かざされる虫眼鏡。

　虫眼鏡。

　そのことに気付いた瞬間、狂三は歯を食い縛しばる。よくよく見れば、他の人形たちも見覚えがある連中が多い。

　蒼が拳を振り上げて人形を迎げい撃げきする。人形たちが笑う。

「遅おそい」「遅いや」「のろまだ！」「それはそうだ」「だって」「疲つかれてるんだもんね！」

　そしてそれを考こう慮りよしてもなお、人形の動きは素す早ばやかった。日本刀を持った人形が、蒼の胸板に刃やいばを埋うずめる。喉のどを小さな矢が貫つらぬく。太陽光を圧縮した光線レイが彼女の肉を抉えぐる。

　倒たおれ込む蒼に、エンプティが引き攣つった悲鳴を上げる。

　それは蒼が倒れたことに加えて、自分たちの周りを人形が取り囲んでいるせいだろうか？

　否いな。

「……その、人形……は……」

　震ふるえながら指差された人形は、土方イサミそっくりだった。その隣となりに寄り添そう人形は、武下彩眼にそっくりだった。そして最後、虫眼鏡で蒼にトドメを刺さした人形は、間ま違ちがいなくシェリ・ムジーカにそっくりだった。

　甲高い声も、よくよく耳を澄すませてみると確かに彼女たちの声と思おぼしきものだった。

　既に立ち上がった時崎狂三は、怖おぞ気けをふるうほどの殺意を滲にじませながら呟つぶやく。

「人形になった皆みな様さまですわ。いえ、されたと言った方が正しいですか」

「さ、されたって……？」

　準精霊は皆、霊結晶セフイラの欠片かけらを核かくとして生きている。そして死ねば、その霊結晶セフイラは誰だれかの財産となる。

〝人形遣いドールマスター〟は、一〇〇人以上の準精霊から霊結晶セフイラの欠片を抉り取り、人形に仕立てている。

　イサミ、彩眼、ムジーカの人形が踊おどり出す。

　ひどく楽しそうに、ひどく滑こつ稽けいに。だが、逆にエンプティにはそれがたまらなくおぞましかった。

　あまりに粗そ悪あくな滑稽事象カリカチユア。力及およばず倒れた彼女たちに対する、最低で最悪の冒ぼう瀆とくのように思えた。

「だから最悪なのです。〝人形遣いドールマスター〟は」

　人形にするだけでは飽あき足らない。

　元の人格と能力を可能な限り残して、その上で人形らしく愛らしく。しかも、人格は致ち命めい的てきな部分が改変されている──どれほど誇ほこり高くとも、〝人形遣いドールマスター〟の下げ僕ぼくとなる。

「楽しいね、楽しいよ！」「みんな仲良く、美しい！」「ああ、人形になって良かった！」

「黙だまれッ!!」

　時崎狂三の激げき昂こうなど、初めて見た。

　それを聞いて、ますます人形たちが愉ゆ快かいそうに笑い出す。

「怒おこった怒った！」「潰つぶれた潰れた！」「殺そう殺そう！」「精霊が人形なんて！」「精霊を人形にできるなんて！」「ボクたちの家族になるなんて！」

　古式銃が、はしゃいでいた人形の一体を吹ふき飛ばした。歓声はたちまち、しぃんとした静せい寂じやくに変化する。

「うるさいですわよ、ガタガタガタガタ。薄うす気き味み悪わるい人形風ふ情ぜいを操あやつって、王様にでもなったおつもりなのかしら？」

　その言葉には、静かな怒いかりが籠こめられている。だが、同時にエンプティは思う。

　今の時崎狂三には、余よ裕ゆうがない。人を食ったような態度は消え失うせ、純然たる怒りで行動している。

　裏を返せば、彼女がそうなってしまうほどに現状が危機的なのか。あるいは──。

「どうせ〝人形遣いドールマスター〟はどこかで見ているだけなのでしょう？　だったら、人形を一つ残らず滅ほろぼしてしまいますわ。その方が手っ取り早いですもの」

　その言葉に人形たちが一いつ斉せいにケタケタ笑う。

「できっこない！」「できっこない！」「できっこないったらできっこない！」

「だってあたしたちは！」「とってもたくさん！」「無限に無意味に無造作に！」

「軍勢よ、軍勢なの！」「一〇〇〇体の大軍勢！」「精霊だって勝てっこない!!」

　言葉通り、周囲を人形という人形が取り囲んだ。エンプティは腰こしを抜ぬかしかける。

　人形の無機質な瞳ひとみ、二〇〇〇を超こえるガラスの瞳が時崎狂三を覗のぞいている。恐怖が見えないか、震えていないか、泣いていないか──。

　彼女の表情からは怒りが霧む散さんしていたが、恐怖を感じている様子はない。さりとて、いつものように笑う訳でもない。

　静かだった。呼気を一つ、小さく丸く吐はき出した彼女はエンプティに顔を向ける。

「エンプティ」

　呼びかけの声にも、震えはない。

「は、はい。何でしょう？」

「わたくしの復ふく讐しゆうに巻き込んで、本当にごめんなさい。あなたは本当は、空っぽエンプテイなんかじゃないの」

「え、それじゃあ……!?」

　くすりと笑って、狂三は地面を指差す。指先にはマンホール、狂三はそれを蹴けって地下へと叩たたき落おとした。

「逃にげなさい。この場に立っていられると邪魔ですわ」

「え、でも……！」

　こう、エンプティ的にはあなた一人を置いていけない、とかそういう立派な台詞せりふを宣のたまうつもりだったのだが。

「問答無用ですわ」

　エンプティはむんずと襟えり首くびを摑つかまれ、下水道へと叩き込まれた。幸い、そもそも人の営みなど存在しない隣りん界かいだからか、悪あく臭しゆうのようなものはなかった。

「狂三さ──」

「だから、問答無用ですわ」

　笑ってそう言って、彼女は真下にいるエンプティに向けて軽く手を振ふった。

「庇かばった庇った！」「大切なの？　大切なの？」「あんな空っぽ娘エンプテイが？」

　人形たちが腹を抱かかえて笑い転げる。

　その醜みにくい有様を見て、時崎狂三も笑った。それはもう、楽しそうに愉快そうに。

「いいえ、ただ──さすがに、コレに巻き込むほどわたくしは残ざん忍にんでも浅せん薄ぱくでもなかったと、そういうだけですわ」

　人形たちが首を傾かしげる。

　狂三は古式銃を構えて──人形を狙ねらわず──民家の窓を撃うち抜いた。

　直後。

　目を灼やき尽つくすが如ごとき閃せん光こう。そして最後に、巨きよ大だいな『ボ』という音が耳を劈つんざいた。

　もっともそれは、人形に目や耳があれば……の話であるが。




　燃える、弾はじける、爆ぜる。

　彼女を中心とするおおよそ一平方キロメートルが、更さら地ちと化していた。

「霊装と霊結晶セフイラの欠片を組み合わせた霊晶爆薬ニトロドレス、おおよそ二〇〇発。これだけ集めるのは、本当に苦労しましてよ？」

　狂三は本当に苦労した。

　まず、二〇〇発を手に入れるという時点で正気ではない。この霊晶爆薬ニトロドレスはたった一発で、戦闘を逆転する力を持つ。だから、本来なら一つで充じゆう分ぶんだし一つでとんでもなく理り不ふ尽じんな取引を課せられる。

　それを二〇〇集める時点で、普ふ通つうは何かあると疑われるであろう。そしてそう疑われた時点で、〝人形遣いドールマスター〟は情報を解かい析せきして、対策を立てていただろう。

　まずそうされないために、彼女は取引の度たびに顔を変えた。声を変え、背せ丈たけを変え、人格すら変へん貌ぼうさせた。長い時間をかけて、〝人形遣いドールマスター〟に事が露ろ見けんせぬよう、少しずつ少しずつ、仮かり初そめの家々に設置した。

　……時崎狂三は、自分が生き残った時点で彼女が人形を動かすことは読めていた。

　そして自分が精せい霊れいである以上、慎しん重ちような彼女は可能な限りの戦力を投入するであろうとも。

　一〇〇〇体の人形を仕留めるには、広域爆ばく破はしか狂三には思い至らなかった。

　当然、分の悪い賭かけであった。どうしようもない絶望感に苛さいなまれ、眠ねむれなかったことも一度や二度ではない。

　だが、勝利した。

　安あん堵どでへたり込みかける──ぎりぎりで持ち直す。

　あともう少し、もう少しで勝てる。復ふく讐しゆうできる。彼女の、仇かたきを取れる。

「夕ゆ映え、夕映。もう少しだよ、もう少しで……」

　言葉が止まる。狂三の眼前に佇たたずむは、指宿パニエ。死んだはずの、指宿パニエだった。

「そう、夕映ちゃんって言うのよね。わかったわ、ついにわかってしまったわ！」

「……生きていたんですの。呆あきれますわね」

　古式銃じゆうに指を這はわせる。指宿パニエは、まさに天使のように無む邪じや気きな笑えみで否定した。

「いいえ、いいえ、生きてないわ。だって、パニエはとうに死んでいるのよ」

「あら、そう。じゃあ、フォルスと同じ立ち位置？　その小さな体の中には、人形がぎっしり詰つまっている訳ですか？」

　狂三の言葉に、満面の笑みでパニエは頷うなずいた。

「そうなの！　えっとね、パニエの貯蔵庫ストツクにおおよそ四〇〇体くらいかな。それで、まだ控ひかえさせているのが一四〇〇体くらい！」

　その数字を、狂三は一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「は……？」

「だからぁ。あと、一八〇〇体ほどいるのよ！　うん、一〇〇〇体も倒されるなんて今まで一度もなかったことなのよ！　パニエ、感動しちゃったかも！　だから、残り三分の二くらいだけど、がんばってね」

「……ブラフでしょう？　そこまで追い込まれているのよね？」

　声が震えていないのが、奇き跡せきだと狂三は思う。残り一八〇〇の人形？

　そんなもの、勝ち目があるはずない……！

「大だい丈じよう夫ぶなのよー。だって、あなたは精霊なのよねー？　どこにでもいる、わたしたちが踏み潰してきた、ただの準精霊なんかじゃないのよね？」

　沈ちん黙もく。

　狂三は心臓を鷲わし摑づかみにされたような恐きよう怖ふに耐たえる。

「……わたくしは、時崎狂三ですわ」

　指宿パニエが、やはりフォルス・プロキシと同じように大きな口を開き、中から一体の人形を取り出した。

　見覚えのある霊装、見覚えのある武器、見覚えのある顔立ち。

　それを見た瞬間、狂三の戦せん闘とう意い欲よくは弾はじけて消えた。

「えーっと、名前なんだっけコレ。ゆ……ゆうえい……？」

《陽ひ柳りゆう夕ゆ映えですよ、指宿さん！》

「そうそう、そうなのよ！」

「ゆ……え……」

　青みがかった短たん髪ぱつ、決然とした眼まな差ざし、身の丈たけに合わぬ巨大な剣クレイモア。

　悪質な戯画化カリカチユアでも、彼女の面おも影かげまでは失われていなかった。

「時崎狂三さんは、ゆえちゃんとは何の関係もないよねー？」

《はい！　私は関係ありません！》

「そーれーじゃーあー」

　ちらりと、指宿パニエが狂三を見る。うっすらとした、サディスティックな笑み。

「緋ひ衣ごろも響ひびきさんとは、お友達なのよね？」

《親友の準精霊です！》

　──凍こおり付く。

　何もかも知られていて、何もかも封ふうじられていた。盤ばん上じようの駒こまが勝手に動いても、ゲームマスターには通じない。

「なら、あの精霊さんを殺してよねー」

《わかりました、指宿さん！　殺してきますね！》

　人形がこちらを向く。ガラスの瞳には微み塵じんもこちらに対する感情が伝わってこない。

「……そう、そうなの」

　時崎狂三、と自分を鼓こ舞ぶしていた少女は項うな垂だれた。

　人形が元気一いつ杯ぱいに駆かけていく。在りし日の、彼女の走る姿を思い出す。

　失って、失って、何もかもを失って。それでも、彼女ふくしゆうと彼女ともだちのために生きてきた。

　だが、結局のところ無意味だった。無邪気な人形が、愛用のクレイモアを構えた。

　いつか、懐なつかしい夢を見た。

　勝ったよ、と声高らかに叫さけぶ彼女を家で出で迎むかえる。戦うことなんて嫌きらいで、痛いのも嫌いで、まして傷つくのが友達ならなおさらだけど。

　だけど、嬉うれしそうに楽しそうに語る彼女の邪じや魔まはしたくなかった。

　だから、あの日もあの時もずっとずっと待っていて──。

「……待っていたの、ずっと」

　おかえりなさい、と少女は呟つぶやいた。

　出迎えるように両りよう腕うでを広げた彼女の胸に、人形の持つ剣が埋うめ込まれた。







　倒たおれ込んだ少女を見て、指宿パニエ──の中に潜ひそんでいた人形たちはほくそ笑んだ。

　今回の『戦争デート』も、実に有意義に終わった。精霊が偽にせ者ものだったことは残念だが、本物の精霊など相手にする気も起きない。

　あれは、この隣界に存在してはならない厄やく災さいだ。彼女たちは、彼方あちらの世界で楽しく生きていくのだろう。

　だが、隣界は自分たちのものだ。第一〇領域マルクトは、自分のものだ。〝人形遣いドールマスター〟は満足げに頷き、人形たちを褒ほめ称たたえようとした。

　例の人形が命令通り、嬉き々きとして狂三を切り刻もうとしている。霊結晶セフイラを傷つけぬように抽ちゆう出しゆつせよ、と命令を加えようとして──人形が吹ふき飛ぶ様を目もく撃げきした。
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　下水道でも、それとわかるほどの大爆発だった。悲鳴を上げて、壁かべに背中を押しつけ、ガタガタと震ふるえる天てん井じようが落ちてきやしないかと恐怖に震えた。

　しばしの沈黙、間。

　……問題なく生きていることを確認して、エンプティは立ち上がる。

　ここでじっと蹲うずくまっているのは、まったく性しように合わない。この爆発の原因は間ま違ちがいなく狂三だ。ならば、結果を見た方がいい。

　死んでいるとは思わない。思わないけれど、嫌いやな予感はする。

　差し込む光に従って、エンプティは梯子はしごを登っていく。

　空気が熱いのは、先ほどの爆発のせいだろうか。そして、確実に巻き込まれたであろう蒼ツアンは生きているだろうか。挽ひき肉にくになっているとか想像するだけで怖こわい、今日はハンバーグ食べたいのだけれど。

　……いや、こんな下らないことに思考を割さくのは良くないのだろう。

　けれど梯子を登りながら感じるのは、胸が痛いほどの不安だけだ。

　最後に見せた、あの寂さびしげな笑み──。

　勘かん違ちがいであって欲しいと、そう願う。

　あれは、成功失敗問わず死ぬ気だったのではないだろうか。

　そう思わせるほどに悲しげで、静かに滅ほろびを受け入れたような笑みだった。

　あんな笑顔は、彼女には似合わない。時崎狂三はもっともっと華か麗れいに、儚はかなく、そして残ざん忍にんに、きひひひひと甲かん高だかい声で笑いながら、敵を蹂じゆう躙りんするべきだ。

　地上に出たエンプティは、その途と方ほうもない光景に啞あ然ぜんとする。周囲は瓦が礫れきの山、かつて家が建ち並んでいたはずの場所が、今は更地になっていた。

　時崎狂三の、とっておきだったのだろう。

　悪名高き〝人形遣いドールマスター〟に立ち向かうには、この広域爆破以外に手はなかったのかもしれない。

　だが……この爆破の中で、狂三は生き延びられるのだろうか。

　いくら霊装ドレスがあるといっても……。

　狂三さん、と呼び掛かけようとすると、前方に彼女がいて座り込んでいることに気付いた。

　こちらに背を向けていても、あの後ろ姿を今更見間違えるはずもない。

「狂三さ──」

　刺し突とつの音はどこか軽く、飛び散った血もわずかだった。胸から背中へ、鋼はがねの刃やいばが食い込んでいる。

　でも、それは不思議じゃない。戦っているのだから、ちっとも不思議なことではない。

　エンプティが理解できなかったのは、そんな、たったそれだけで、時崎狂三が血を吐はいて倒れたことだった。

「……狂三さん？」

　訳がわからない。この人は死なない、不死身で不条理で不可思議なのが時崎狂三だ。

　死なない、こんなつまらないことで死なない、死ぬはずがない！

　けれど、血が止まらない。準精霊であろうが精霊であろうが、血は流すし流し続ければ死ぬ。体より先に、精神が死を迎える。

　なのに、青みがかった髪かみをした人形は嬉々として肩かた口ぐちを、腕を、そして足を斬きりつける。

「……めて」

　本当に無意識に、エンプティはそれを手にしていた。人形は少し驚おどろいたような顔で、エンプティを見る。

　エンプティが手にしたのは、時崎狂三の古式銃だ。感覚で理解できる、まだ弾だん丸がんは装そう塡てんされていて、後は決断するだけだと……感覚で、理解できた。

「──やめて」

　声は冷たく、指先も冷たく、ただ心臓だけが熱い。引き金トリガーを引く──衝しよう撃げき、爆ばく音おん、反動。人形の右腕が千切れて転がり落ちた。

　茫ぼう然ぜんとしている余よ裕ゆうなどないことは、エンプティにもわかる。

　指宿パニエがきょとんとした表情で、こちらを見つめていた。だが、エンプティが狂三に肩を貸して無理矢理立ち上がらせているのを見ると、じたばたと両腕を振ふり始めた。

「もー！　めんどうくさいのよー！」

　人形たちがパニエの口から放出される。数は三〇体、逃にげようとする二人を屠ほふるには造作もない。

　エンプティは気を失った少女を担かついで走れるほど、力が強い訳でもない。歩いても追いつくであろう。加えて、エンプティには更さらなる焦しよう燥そうがある。狂三の手はぞっとするほど冷たく、先ほどから血の流出も止まらないのだ。

「……め……」

　狂三が独り言のように呟いているが、今はそれを耳にする余裕もない。

　追いつかれる、殺される、死ぬ、自分だけでなく狂三も死ぬ。

　助けなどない。奇き跡せきは起きない。運命は厳密に、冷れい酷こくに、完全に少女たちを縛しばり付ける。




　──だから、奇跡などではない。




　強しいて言うのであれば、〝人形遣いドールマスター〟の計算違ちがい。

　彼女の悪あく趣しゆ味みが、その展開を引き起こした。

　殺さつ到とうする三〇体の人形、得意技わざも能力も異なれど空っぽエンプテイな準精せい霊れいと、意識不明の精霊を殺すには有り余る戦力。

　とうとう追いついた一体が、剣を振りかざす──撥はね付けられる。

「え？」

　人形の呆ほうけたような声。抗あらがう暇ひまもなく、腕と首を即そく座ざに刎はね飛ばされた。

「……え？」

　今度はエンプティの呆けた声。

　救いの手を差し伸のべたのは、神でも準精霊でもなく。

「そっか、そーゆーことだったんだね！」

　朗ほがらかに笑う、隻せき腕わんの人形だった。エンプティが先ほど、銃じゆうで撃うった人形──。

「どうして……？」

　エンプティもさすがに足を止めて、茫然と呟く。人形は片手で大たい剣けんを掲かかげて、叫ぶ。

「君は私の友達で！　私は君の友達だったんだ！　だから、だからきっと、彼女を殺すべきじゃなかったんだ！　ごめんね！　気付かなくて、ごめんね！」

　ガラスの瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれ出る。

　エンプティには訳のわからぬまま、その人形は声高らかに叫ぶ。

「わかんないんだ、もう。何もかも。でも、でもね、覚えているんだよ。響が、響が、大好きだったことしか、もう、覚えてないのさ！　だから！　だから……」

　逃げて、と囁ささやいて。その人形は殺到する人形たちに斬りかかる。

　何も伝えられず、応じることもできず、エンプティは狂三を引き摺ずるようにその場を走り去った。




　とにかく、遠くへ。ひたすら遠くへ。人形の目の届かぬ場所へ。

　エンプティが選んだのは、家ではなく廃はい工場。かつてエンプティが囚とらわれの身となった場所だった。激しい攻こう撃げきにより半ば崩ほう落らくしているが、かえってその方が目に付きにくいという気がした……後は祈いのるしかない。

　首筋に冷たい雫しずくが垂れ落ちる。

　更なる幸運か、雨はたちまち土ど砂しや降ぶりとなった。臭しゆう跡せきも足あし跡あとも、残らず搔かき消える勢いだ。肌はだ寒ざむいのが気になるが、今は存ながらえた命の方が遥はるかに大切だ。

　後は、時崎狂三が起きてさえくれれば。

「……ここは……」

「狂三さん!?」

　慌あわててエンプティが駆かけ寄る。蒼そう白はくの表情、色を失った唇くちびる、流れ落ちる血は未いまだ止まらず、それでも狂三は生きていた。

「……逃げ延びたの……どうして……？」

「はい。あの人形が、助けてくれました」

「人形、が……？」

「自分は、私の友達だからって」

　狂三はその言葉に目を見開き──それから、大きく息を吐いた。魂たましいが抜ぬけてしまうような、そんな吐と息いきだった。

「……そう、そうだったの」

　狂三は震える手で、ポケットを探さぐって写真を取り出した。エンプティと、人形のモデルになったと思おぼしき少女が寄り添そって並んでいる例の写真だ。

「あまり驚かないのね？」

「もう今更です」

「だったら。わたくしが、時崎狂三じゃないと言っても驚かないのかしら？」

「……それも、驚きません」

　狂三は胸を摩さすって、流れ出る血を掬すくう。

「この血の量であれば……まあ、助かりませんわね。助かる気もありませんでしたが」

「そんなこと言わないでくださいよ！」

「……昔話を聞いてくれますか？」

　不意に、彼女の口調が変化した。水に溶とけるように、彼女の髪から色が抜け落ち始めている。それは、緋衣響が時崎狂三という強大な力を手放した証あかしだった。

　唇から、物語が溢れ出す。
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　ふと気付くと、この隣りん界かいに迷い込んでいた。

　色とりどりカラフルな準精霊たちに混じって、緋衣響みたいな存在は圧あつ倒とう的に多く、そして無力だ。

　空っぽエンプテイと呼ばれるのは伊達だてではない。

　記き憶おくだけでなく、時に人格すら失った状態で彷ほう徨こうする少女たち。無害な幽霊ゴースト、目め障ざわりなだけの概がい念ねん。

　もしかすると、自分もああなっていたのではないかという恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう。

　それが、エンプティ。

　遠からず、腕が消えて足が消えて隣界からも姿を消す定めの少女たち。




　緋衣響も、その一人だった。彼女は訳もわからず、この世界にやってきたことに怯おびえ、戦うことにも怯え、幸運にも手にした霊装をロクに扱あつかうこともできないまま、消えることに怯えていた。

　夢はない。

　希望もない。

　求める物がない。

　求める心すらもない。

　訳のわからないまま一人で生まれ、一人で死ぬ。それが緋衣響の運命のはずだった。

　無気力な響が、彼女を見たのは偶ぐう然ぜんだった。

　第一〇領域マルクトにおけるコミュニケーション──殺し合い。活いき活きと楽しそうに戦う少女。

　幾いく度どかのぶつかり合いの後、彼女は見事に勝利を収めた。虚うつろな瞳で、それを眺ながめていた響と少女の目線が合う。

　少女は満面の笑み。力無く彼女を見つめていた響に向けて、二本の指でＶサインを作って突つきつけた。

「勝った！」

　ぽかんと、響はそれを見つめて……のろのろと、Ｖサインを返した。

「ありがとう！」

　声高らかにそう告げて、少女は消えた。

　響は立ち上がる。気付けば、消えたはずの腕も取り戻もどしていた。こんな他愛たわいのないやりとりに、響は希望を見み出いだした。

　少女の名は、陽柳夕映。空っぽエンプテイの名は緋衣響。

　夕映は典型的な、戦わないではいられない準精霊。そして響は戦わずとも、誰だれかと寄り添うだけで、生きていける準精霊だった。

　凪ないだ海のように穏おだやかな日々。

　夕映が傷ついて帰ってくる度たび、胸が痛んだ。一方で、帰ってきてくれればそれだけでいいと、そう安あん堵どもしていた。

　自分が無む銘めい天使の力を使うことはないと、響は思う。

　恐おそろしい力を持つが、代だい償しようも大きい。使い続ければ、待っているのは廃はい人じんだ。

「もったいないなあ！」

　夕映はそう言って嘆なげくが、響は困ったように微笑ほほえむだけ。あの力の最悪な部分は、自分を入れ替えるというところにある。

　遊ゆう離りする人格、乖かい離りする記憶、緋衣響という名前すら捨て去らなければならない強制力。

　それは、もしかしたら目の前の夕映すら忘れることに繫つながる。

「いいんですよ、夕映。わたしは大だい丈じよう夫ぶですから」

「本当に？　体とか大丈夫？」

「戦うのは嫌きらいですし、今のところは大丈夫だから。うん、幸せだから大丈夫」

　戦うことが夢を追い続けることとは限らない。

　待つだけで充じゆう足そくする夢がある。夕映と共に遊び、語り合い、紡つむぎ続けた日々がある。

　だから、現在いまが満ち足りている。




　──夕映を失えば、充足など消えてなくなるのに。




　そこから目を逸そらしていたのは、何故なぜだろう。

　待っていれば必ず「ただいま！」と帰ってくると、確信していたのはどうしてだろう。

　最後に彼女は言っていた。〝人形遣いドールマスター〟が主しゆ催さいする戦争ゲームに招待されたと。

「最初は参加しようと思ったんだけどね」

　珍めずらしいくらい穏やかな口調で、夕映は言う。

「だけど、彼女の主催する戦いは命を奪うばうまで殺やり合わなきゃいけないから。それはちょっと違うかなって」

「良かった、安心した……てっきり、行くんじゃないかって思ってました」

　響の答えに、夕映は心底照れ臭くさそうに呟つぶやく。

「命の懸かけ所くらいは、わかっているつもりだから」

「夕映が命を懸けるときって、どんな時？」

「響がピンチだったら、命を懸けて助けるよ」

　からりと、夕映はそんなことを言った。

「あー……ありがとうございます。それなら安心ですねえ」

　照れ臭くて、胸がいっぱいになって、そんなことくらいしか言えなかった。

「ともかく、明日断りの返事を出すよ」

　夕映がそう結論した翌日、彼女の姿は消えてなくなった。

　この隣界で、少女が行方ゆくえ不明になるのは珍しいことではない。まして、戦うことを好む準精せい霊れいであればなおさらだ。

　そして、行方不明になったところでできるのは待つことだけ。

　やがて響は、〝人形遣いドールマスター〟の噂うわさを知った。彼女は人形を集めている、その人形とは準精霊たちであり、目を付けられたら絶対に人形にされるのだ、と。

〝人形遣いドールマスター〟、〝人形遣いドールマスター〟、〝人形遣いドールマスター〟！

　復ふく讐しゆうを果たすことが、響の新たな夢となった。

　最初の一歩は、戦うことから。戦うことに慣れ、血を見ることにも慣れ、傷を治すのにも慣れた。次の一歩は、情報を集めること。

　幸いにも、彼女の霊装が持つ能力は情報収集にもっとも適していた。〝人形遣いドールマスター〟の長所、短所、秘密、弱味を徹てつ底てい的に調査した。その過程で幾度も命を狙ねらわれ、死にかけたが、執しゆう念ねんが彼女に死を許さなかった。

　最後の一歩は、計画の練り上げ。〝人形遣いドールマスター〟を殺すために、倒たおすために、何が必要なのか。

　考えて、考えて、考えて──振ふり返れば、随ずい分ぶんと遠い場所に来たと思い知る。

　随分長い間、一人で生きてきたと思う。

　たとえ夕映と再会しても、彼女は自分のことがわからないに違ちがいない。まあ、でも。そんなことは、どうでもいい。だって、再会なんて有り得ない。

　だから、緋衣響わたしはわたしじゃなくたっていい。第七霊属の無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉。その力は能力の強奪。対象と肉体を入れ替え、能力すらも奪い取る──王様殺しを可能とする、掟おきて破やぶりの逆転能力。

　これまで、自分を隠かくすために準精霊たちの顔を一時的に奪うくらいは活用した。だが、能力の強ごう奪だつは更さらにその先、未知の世界だ。

　一いつ旦たん奪えば、自分が死なない限り解除は不可能。後あと戻もどりのできない、あまりにリスクの大きな力だ。

　だから響は可能な限り強い力、強い存在を強奪するべくあらゆる領域を彷徨さまよい歩いた。

〝人形遣いドールマスター〟に対たい抗こうできる力を持つ準精霊を。

　そして、遂ついに出会った。しかも準精霊ではなく、災さい厄やくをもたらすとすら言われる精霊に。

　綺き麗れいだった。

　何もかもが、美しかった。

　空から落下してきた彼女は、息絶える寸前であった。にもかかわらず、その膨ぼう大だいな力を響は容易に見て取った。

　もしもこの世に人じん智ちや精霊を超こえた何かが存在するのなら──緋衣響へ千せん載ざい一いち遇ぐうの幸運を授さずけたのだろう。

　……響は知っている。自分の能力は肉体と霊装だけではない、人格すらも強奪する。

　もしかすると能力を奪った時点で、復讐なんか馬ば鹿か馬ば鹿かしいと投げ棄すてる可能性も大いにあった。

　対抗策はない。だから、強く想おもった。陽柳夕映のことを、彼女と培つちかったささやかな思い出を、強く強く胸に抱だき締しめた。




　どうかお願いします、何を奪われても構いません。復讐を果たした後なら、命だって差し上げます。だから、わたしの夢を奪わないで。わたしの復讐を、果たさせてください。




　それは、復讐を果たせる喜びなど何処どこにもない光景だった。

　暗黒の夜。人の穢けがれが存在しない無人の路地裏。降りしきる雨の中、死にかけの精霊の手を握にぎる少女が一人。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　何度も何度も考えた。頭の中では、上手うまくいくと思っている。だが、震ふるえが止まらない。

　人格が入れ替わる。自分が自分ではなくなってしまう。それは相手を殺すことであり、自分を殺すこと。

　緋衣響は今、二人の少女を殺そうとしているのだ。

　これしかない、という言葉を何度反はん芻すうしただろう。それなのに、あと一歩がどうしても踏ふみ込めない。

　だから、一層強く想った。

　在りし日の光景、穏やかな日々、ただ一いつ緒しよにいるだけで満ち足りていた時間。

　二度と取り戻すことができない、穏やかな光景。

「忘れるな、忘れるな、忘れるな、忘れるな、忘れるな、忘れるな!!　あれを、あの光景を、絶対に忘れるな!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉を発動させる。

　巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめが、倒れ伏ふした精霊の少女から全すべてを剝はぎ取り、緋衣響に埋うめ込んだ。

　そして、全てを奪われた精霊は空っぽエンプテイとなった。




　　　　◇




　長い独白を終えて、彼女は少しずつ精霊から準精霊へ。充足した容いれ物を捨てて、元の空っぽエンプテイへと戻りつつあった。

「……あなたを、ずっとずっと騙だましていたんです」

　先ほどまで狂三だった少女は、そう言った。

　エンプティは茫ぼう然ぜんと、その告白を聞き入れている。

「記き憶おくがないのも、知っていました。あなたが何者であるかも知っていました。でも、伝えませんでした。知っていて、噓うそをついていました。噓をついて、ついて、つき続けないと──いけなかったから」

「……何故、わたしを殺さなかったの？」

　くすり、と少女が笑う。

「自分勝手な都合。わたしが死ぬのを見たくなかったから、それだけ。それだけなんです」

　流れ出した時崎狂三が、ゆっくりと傍そばに佇たたずむ少女に吸い込まれていく。

「もう行ってください。あなたは精霊、これは本来関かかわり合いのない事象です」

　目の前に佇む彼女は、既すでに空っぽエンプテイではなくなりつつある。

　精霊が、無言で銃じゆうを構えた。

「──許しませんわよ、あなた」

「……はい、ごめんなさい」

　そういう結末も、あると思っていた。元より、自分はあまりに酷ひどいことをしでかした。

「命いのち乞ごいはいたしませんの？」

「先ほど、言ってくれましたよね？　夕映が、わたしたちを守ってくれたって。そのことを聞けたから、もう、いいかなって」

　守ってくれた。

　人形になっても、約束を果たそうとしてくれた。

　陽柳夕映は、どこまでいっても自分のヒーローだった。それがわかっただけで、緋衣響は救われた。

　轟ごう音おん、静せい寂じやく。




　斯かくして、時崎狂三は死に──。

　斯くして、時崎狂三は起き上がった。




　　　　◇




　少女が廃はい墟きよと化した工場を出ると、人形たちが十と重え二十はた重えと彼女を取り囲んでいた。

　土ど砂しや降ぶりの雨は未いまだ降り止やむことなく、

「見つけたのよ」

　べしゃり、と放ほうり投げられた人形が泥どろの飛沫しぶきを撒まき散らす。陽柳夕映の、人形だった。正確に言うと、その首だけか。続いて放り投げられた胴どう体たいは、醜みにくい傷が無数に刻まれていた。裏切り者に対する、憎ぞう悪おなのだろう。

　少女は跪ひざまずき、そっと人形の顔を撫なでる。

　約束をしっかりと守る、そういう存在は嫌きらいではない。それが人形であろうと、準精霊であろうと。

「時崎狂三はどこにいるの？　答えないと、拷ごう問もんなのよ」

「……」

　沈ちん黙もく。滑こつ稽けいなまでに余よ裕ゆうぶった言葉が出てこないのはいいが、まるで無視されているかのように、人形を撫でている彼女が腹立たしい。

「あなたの親友みたいに、人形にしてあげてから殺してあげるのも悪くないのよー」

　反応はない。

　苛いら立だたしさを通り越こした、妙みような寒々しさが人形たちを走り抜ぬける。

「聞いて……いるのよ？」

　反応はない。

　土砂降りのせいで視界が悪く、人形たちの誰だれ一人ひとりとして彼女の顔を見ることができない。

　姿は、服は、確かに、空っぽエンプテイなのだが──いや、待て。

「その銃、使う気なの？」

　反応は、ない。

　時崎狂三が使っていた古式銃を、彼女は握り締めている。

　──そして、遂に。エンプティが反応した。
















　それは、地じ獄ごくの底を覗のぞき込んだようにけたたましい笑い声だった。

　苛立ちよりも、恐きよう怖ふが臨界点に達したことで一体の人形が奇き声せいを上げて飛びかかった。

〝人形遣いドールマスター〟の人形は、準精せい霊れい時代の霊装すらも擬ぎ似じ的に再現する。彼女の霊装は、さながらロケットのような速度で炎ほのおを巻き上げた。

　猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてきた人形を前に、無力だったはずの空っぽ少女エンプテイは笑いながら、蠅はえでも叩たたくように打ちのめした。

「……は？」

　人形たちがざわつく。それを見ていた、〝人形遣いドールマスター〟も久しく無かった、まるで喉のどに異物が埋め込まれたような不快極きわまる感覚を味わっていた。

「誤解しないで欲しいのですけれど。わたくし、この人形には、さしたる感かん慨がいを持っておりませんの」

　──それは本当である。何しろ、彼女からすれば赤の他人ただのにんぎようでしかないのだから。

「ですから、わたくしとしてはこのままここを立ち去るのが一番、無難な選せん択たく肢しだと思いますの」

　それはできた、幾いくらでも可能なのだ。

「ただ、まあ。その、何でしょう。わたくし、少々苛ついておりまして。それはもう、はらわたが煮えくり返っておりまして。厄やつ介かい事に巻き込まれたことも、あなた方の存在も、何もかもが、鬱うつ陶とうしくてたまらないのですわ」

　口調が、違ちがう。

　声すらも、異なっている。

　よくよく見れば、霊装ドレスから溢あふれる霊力も比べものにならない。

　冷静になれ、と人形たちは己おのれに言い聞かせる。時崎狂三は偽にせ者ものだ、贋がん作さくだ、緋衣響が化けただけの、どこにでもいる準精霊だ。

　それに、万が一。否いな、億が一、精霊だったとしても。これだけの人数を揃そろえたのだ、敗北するはずがない。〝人形遣いドールマスター〟も必死になって自分に言い聞かせる。

　負けるはずがない。この第一〇領域マルクトの支配者ドミニオンたる自分が──。

　たかだか一人に臆おくするなど──。

　あってはならない！

「全員、突とつ撃げきするのよ！　やれ！」

　そこから退くことも進むこともなく、少女はその突撃を迎むかえ入れるように両りよう腕うでを差し伸のべた。片手に短銃ピストル、もう片手に長銃ライフル。

　そして彼女の背後に、巨大な時計が現出した。

　これこそが彼女の天使──時間と影かげを支配する〈刻々帝ザフキエル〉。

「いえ、鬱陶しいでは言葉足らずでしたわ。申し訳ありません。もっと直ちよく截せつ的に言わせていただくと──ブチ殺してやりたいのですわ」




　黒と白が可変する。

　混ざるのではなく、澱よどみなく移り変わる。

　ざらりと、周囲が舐なめられたような感覚。




　臥ふして怯おびえ、座して死を待て雑ぞう兵ひようども。

　汝なんじの眼前に立つは死にかけの獣けものに非あらず。


血に染まりし死の待ち人に非ず。



　古式銃を構え、影の弾だん丸がんを嚙かみ、戦せん慄りつと共に佇むその影は。

　紛まぎれなき人外の徒ともがらなり。




　いざ声高らかに叫さけべ災さい厄やくよ。

　其そは不退転の人ならざるもの、時ときと影の支配者ドミニオン。隣りん界かいの理ことわりを形作る一〇の一。

　名を、時崎狂三。

　史上最悪最恐最多の精霊にして、邁まい進しんする恋こい乙おと女めである。

「蹂躙してもてあそんで差し上げますわ。有う象ぞう無む象ぞう」




　絶望が開始はじまる。

　もっともそれは、たった一人でこれから戦う時崎狂三ではなく──。

　災厄にして最悪の精霊を相手取る、人形たちにとってであるが。




　双そう手しゆに構えた銃から立て続けに弾丸が発射される。一弾一弾が人形の霊結晶セフイラの欠片かけらを的確に撃うち抜いていく。狂きよう笑しようと共に弾丸を再装そう塡てん。

「まずは肩かた慣ならしと参りましょう。〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】！」

　自らに弾丸を放った狂三が、暴風のような勢いで突とつ貫かんする。

　接近して斬ざん撃げきを放った人形たちは、狂三の姿が消えてたちまちパニックに陥おちいった。

「一体どこに────ッ!?」

　遥はるか後方にいたはずの人形が、吹ふき飛んで宙空へと打ち上げられた。

　指宿パニエの視覚を担当する人形は、数すう瞬しゆん遅おくれてやっと振ふり返ることができた。
















「……何なの、あれ」

　ぐしゃり、と人形が踏ふみ潰つぶされる。狂三の足が人形を固定。もがく人形の頭ず蓋がいに狙ねらいを定めると、狂三は引き金トリガーを引いた。

「何なのよ!?　一体、何なの!?　この……化物がッ!!」

　次々と人形が挽き潰ミンチにされていく。

　されど人形は単体でも複数でもなく、軍隊であり群体だ。肉にく薄はくした一体が、髪かみや髭ひげを剃そるというよりは動脈を切断するためとしか思えない、巨きよ大だいな剃刀かみそりを振りかざした。

　それを、狂三は鼻で笑い──鋭するどい刃はを歯で受け止めた。

「きひっ！」

　驚きよう愕がくする人形の頭蓋を吹き飛ばし、吐はき捨てた剃刀を宙空で蹴けり飛ばす。猛烈な勢いですっ飛んだそれが、銃で狙いを定めていた人形の眉み間けんに突つき刺ささった。

「ですから、申し上げたでしょう？　遊んであげているのですわ、皆みなさん有象無象を相手に、このわたくしが。だから──ねぇ？　もう少しくらい頑がん丈じようでいてくださいまし」

　背後に忍しのび寄った人形が、沈黙のまま槍やりを彼女の胸へと突き立てた。

「あら、あら」

「殺やった！」

「いや、まだだ！」「集つどえ！」「全員の！」「力を合わせろ！」

　長なが柄えの天使ぶきを持った人形たちが殺さつ到とうする。槍が、長ちよう剣けんが、次々と突き立てられていく。霊結晶セフイラを砕くだいた感かん触しよく。

「獲とった！」

　歓かん喜きの咆ほう吼こう──一瞬で搔かき消える。

「な、ん……で……？」

　自分たちが嬉き々きとして突き立てたのは、先ほど最初に槍で狂三を貫つらぬいた人形だった。

　パニックに陥る人形たち。指宿パニエを構成する人形たちは、愕がく然ぜんとあることを思い出した。

「影……！」

　そうだ、失念していた。あれは、影を自由自在に操あやつることができるし、影を通して空間を跳ちよう躍やくすることもできる。

「消えた！」「どこ!?」「いない！」「こっちにも！」「そっちにも！」

　見つからない、彼女は影の中へと隠かくれ潜ひそんでいる。

「狼ろう狽ばいするななのよ！　探せ、探せ、探──」




　きひひひひひひひひひ。




　再び、狂三の狂笑。

　脊せき髄ずいを氷の槍で貫かれたような悪お寒かん。人形に汗かん腺せんがあれば、精神的重圧による凍こおるように冷たい汗あせが湧わき出ていただろう。

　一体の人形が、影に引き摺ずり込まれた──かと思うと、霊結晶セフイラを抉えぐり出された姿で投げ棄すてられた。

　砕いて、撃って、傷いためて、歪ゆがんで、割って、裂さいて、捌さばいて、斬きって、叩たたいて、破って、殴なぐって、潰して、壊して、爆はぜて、踏みにじって。

　見るも無む惨ざんに、人形たちは破は壊かいされていく。

　弾丸はただの一発で、人形を行動停止させる。その弾雨をかいくぐって接近戦を挑いどんでも、影に引き摺り込まれる。遠巻きに狙っても同じこと。

　殺せない。あれは、決して殺せない。

〝人形遣いドールマスター〟の命令ならば死を恐おそれぬ軍勢になる人形たちにとっても、死は決して他人ひと事ごとではない。

　それでも彼らは最強を誇ほこり、最強を謳うたう、数は即すなわち力。数百の人形が一いつ斉せいに襲おそい掛かかれば、倒たおせぬ敵はいないと信じていた。

　それは精霊・時崎狂三とて例外ではない。無論、他の精霊のように暴ぼう虐ぎやくにして理り不ふ尽じんな災厄能力を保持しているならば厄介だが、決してそうではなかった。

　精々、影を操作するだけ……銃を使って身体能力を上げるだけ……。

　違う。全く、違う。

　これは、そんなものではない。

　彼女のそれは、もっともっと根源に位置付けられる能力──それは、世界を支配する能力、そのもの──!!

　影からずるりと、狂三が現れた。腹部から血が流れている、という事実にわずかながら慰なぐさめられる人形たち。

　だが狂三は自分へ向けて短銃を撃つと、たちまち傷が巻き戻もどったように修復する。

　何だ、それは。その馬ば鹿かげた回復速度は。

　狂三が、パニエを……より正確にはパニエの内側にいる人形たちを、その双そう眸ぼうで覗のぞき込んでいた。

　ひっ、と人形たちが悲鳴を上げる。

「──きひ」

　嗤わらう、嘲ちよう弄ろうする。

　今の今まで見えなかった、時計の瞳ひとみ。それが妙みように楽しそうだ。いや、楽しんでいる。心の底から楽しくて楽しくて仕方がない、と訴うつたえかけている。

「楽しいですわよねぇ？　楽しくてたまりませんわよねぇ？　何しろ、あなたが今までやってきたことなのですもの。圧あつ倒とう的な力で敵を蹂じゆう躙りんして、彼らの命いのち乞ごいを、足あ搔がきを、見物する。──ええ、ええ。否定はしませんわ。本当にそれは、とてもとても楽しいことですもの」

　人形が背後からそろそろと忍び寄る──振り向きもせずに、銃を撃つ。頭部諸もろ共ともに霊結晶セフイラの欠片が吹き飛び、それで話が終わる。

「ただまあ、その対象が自分になるとは思っていなかったようですわね。ああ、ああ、いけませんわ。それは酷ひどい認にん識しきですわ。為なしたことは仕返される。因果には応報がある。それが道の理ことわりというものですわ」

「……う、るさい！　うるさい！　黙だまれ！　勝てるはずがない！　まだ、お前が倒したのは精々が三〇〇体。人形パニエたちはまだ一五〇〇体以上いるの！　お前が！　勝てる！　はずが！　ない！」

「きひひひひひッ！　そう怯えないでくださいまし。ねェ、愛らしいパニエさん。──一つ、いいことを教えて差し上げますわ」

　廃はい工場を指差し、狂三は告げる。

「少し前まで、わたくしの皮を被かぶって能力を行使していた方なら、そこにおられますわ」

「な──!?」

「でも、わたくしにとってはどうでもいい存在ですの。始末したいのなら、どうぞご自由に」

　そう言いつつ、狂三は跳躍。とん、と電柱の上に乗った。

「……何、考えているの？」

　パニエが怯えきった顔で問い掛ける。狂三は一ひと際きわ大きく、大きく笑った。

「わたくしはすぐにでも〝人形遣いドールマスター〟のお膝ひざ元もとに向かおうと思っているのですけれど、そうするとあなたが彼女を人ひと質じちに取って大演説を繰くり広げられるかもしれませんし。わたくし、煩わずらわしいのは嫌きらいですの。殺すのなら早くしてくださいまし。彼女だって、人質になるくらいなら自害してしまうでしょうし」

　パニエたちは今し方の言葉の、真に恐ろしい部分を理解した。

　わたくしの皮を被って能力を行使していた──。

「じゃ、じゃあ……あなた、もしかして、本物、なの？」

「さあ、どうでしょう。もう少し殺し合ってみれば、わかるのではありませんこと？　でェ、もォ……今のあなたたちはつまらないですわ。見逃して差し上げます。尻尾しつぽを巻いて逃にげ帰ってくださいまし」

「ふざけるな！」「殺してやる！」「殺してや──」

　撃ち抜ぬいた。

　頭蓋を砕かれた人形が、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。もう、反はん撃げきする気力すら人形たちには存在しなかった。

「万ばん全ぜんの態勢で、どうかわたくしを迎げい撃げきしてくださいまし。それともここに残った一〇〇体ぽっちで、わたくしを滅ほろぼせるとお思いですの？」

　人形たちの戦意はとうに失われている。指宿パニエの内側に潜んでいる人形たちも含ふくめてだ。彼女は精霊ほんものだ。全軍で迎むかえ撃たねば仕留められない。

「どうぞお好きな方を選んでくださいまし。──ここで死ぬか、主あるじの元で死ぬか。それくらいしか変わりはありませんけれど」

　きひひひひひ、と一際甲かん高だかく笑った時崎狂三は、雨に溶とけ込むように姿を消した。

「帰らなきゃ！」「帰らなきゃ！」「急いで帰らなきゃ！」「殺される殺される！」

　指宿パニエも、最も早はや思考が定まらない。だが、此こ処こに留とどまれば──間ま違ちがいなく死ぬ。

「撤てつ退たいなのよ！　ご主人様を守るのよ！　残りの全員で、あの御お方かたを守るのよ！」

　そうして誰だれも彼もが消え去った後、ようやく狂三は息を吐ついた。

　両りよう膝ひざを突く。弾はずみ続ける心臓を抑おさえる──押し寄せる疲ひ労ろうに耐たえる。ぐらんと目眩めまいがしたが、意識が絶たれることだけは回かい避ひする。

「……短たん慮りよな人形で助かりましたわ」

　今の言動、そのほとんどがブラフハツタリである。狂三が使う天使、〈刻々帝ザフキエル〉の能力は恐ろしい分、代だい償しようとして消費する『時間』が必要となる。

　そしてそれは、即ち時崎狂三の寿じゆ命みようそのもの。

　彼女にとって、その消費は致ち命めい的てきだ。

「人間から時間を『いただく』ことはありましたけれど……まさか、瀕ひん死しの人形を『喰くらう』ことになるとは思いませんでしたわ」

　二八〇体の内、本当に霊結晶セフイラの欠片かけらを粉ふん砕さいしたのは五〇体程度。残りは可能な限り、戦せん闘とう不能に押し留めておいた。

　……とは言え、情けを掛けた訳ではない。

「それでは……いただきますわ。皆さん、ごきげんよう」

　狂三が、その恐るべき能力を発動させた。〈時とき喰はみの城〉と呼ばれるその結界は、彼女の影かげを踏ふんでいる者全すべてから『時間』を吸い上げる。

　狂三は躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなく、半死半生の人形たちから時間を吸い上げて死に追いやった。

　想像以上の気分の悪さに、吐はき気けすら催もよおす。人形ではない、元人間なのだ。正確には準精霊だが、彼女たちの成り立ちを理解している狂三にとっては、やはり元人間と認識してしまう。

　つまり今、彼女は二八〇人を殺したのだ。

　無論、幾いくらでも言い訳はできる。第一、殺さなければ殺されていた。第二、自分が生きるために、寿命以外の『時間』が必要だった。第三、彼女たちはこのまま永遠に生き続けるしかない。〝人形遣いドールマスター〟を盲もう信しんする、歪んだ人格の存在のまま。

　それは、殺すべきだと狂三は思う。

　それは、殺されるべきだと狂三は願う。

　さて、それはそれとして。一つだけ問題がある。

「あの方がこれを見たら……どう思われるでしょう」

　周囲に散らばっているのは、遺体の群れ。

　怒おこられは──しないだろう、と思う。彼は強い倫りん理り観と正義感を持っているが、それでも仕方ない、と割り切ることができると思う。

　むしろ、悲しげな顔で自分を労いたわってくれる可能性すらある。人形が死んだことへの悲しみではなく、狂三がその選せん択たく肢しを選ばざるを得なかった悲しみを慮おもんぱかって。

　そんなことをされてしまったら、喜びのあまり泣いてしまう自信がある。

「会いたいですわ……」

　独り言は風に乗って溶けていく。それきり、狂三は弱音を吐くのを当分の間、封ふう印いんすることにした。どの道、まだまだ死人は増える。

　静せい寂じやくを取り戻した廃工場を見やる。もう、あの場所に用はない。

　能力を取り戻し、姿形を取り戻し、記き憶おくを取り戻し──いや、待て。

「……あら、あら、あら。おかしいですわね」

　記憶が欠けている。自分が時崎狂三であること程度しかわからない。あの人の、名前がわからない。おかしい。好きなのに、すごく好きなのに、彼と何を話したか、まるで思い出せない。

　そもそも、自分はどうして隣りん界かいにいるのだろう。準精霊たちが彼方あちらの世界と呼ぶ人間の世界で、自分は生きていたはずだ。

　死んだ──のかもしれない。

　しかし、それならやはり話がおかしい。死後の精霊が、隣界へ戻るなど有り得る話だろうか？

　とはいえ、じっくり考える余よ裕ゆうも今の狂三にはなかった。幸いにも、戦いを継けい続ぞくするにあたって記憶の喪そう失しつが支障となりそうな部分はない。

　むしろ、勝つために必要な強い動機は刻まれている。

　……自分はどちらかというと、薄はく情じような方だと思う。冷れい酷こくで、残ざん忍にんで、他人など利用するべきものと思っている節がある。

　だけど、だからといって彼女たちの想おもいまで貶けなす訳ではない。

　戦いに挑いどむのはそれぞれの意志であり、そこに狂三が介かい在ざいする余地はない。だが、あの少女はコケにした。あの準精霊たちの願いを、想いを、無価値だとばかりに嘲弄した。

　それは、絶対に許すべきではないことだ。

　許せないのだから、こうするしかない。

「果ての果てまで食い千切ってあげますわ」

　思い出を一時、大切な小箱に閉じ込めて鍵かぎを掛ける。

　覚かく悟ごを決めるがいい、今の今まで高みから叩たたき潰つぶすことで戦っていると勘かん違ちがいしていた支配者ドミニオン。

「これからですわよ、〝人形遣いドールマスター〟」

　時崎狂三が笑えみを浮うかべると、周囲の空気がぎしりと歪ひずんだ。

「さあ──わたくしたちの戦争デートを始めましょう」




　　　　◇








○〝人形遣いドールマスター〟






　──最初は、友達が欲ほしかったのだと記憶している。

　どうしようもない臆おく病びよう者で、隣界の底辺に存在していた私には、親しくできる準精霊など、一人も存在しなかった。

　私を見る、他の準精霊たちの目は『ああ、すぐに死ぬな』という冷たい、売れ残りの弁当を見るような視線だった。

　その視線は、今でも私を恐きよう怖ふに陥おとしいれる。

　私の無む銘めい天使は友達を作ってくれる。その友達は、私に忠実で、おしゃべりしてくれて、私の代わりに命を惜おしまず戦ってくれる。

　でも、悲しいことに。人形は一人きりではとても弱かった。それに、他の準精霊たちは人形の存在自体に我が慢まんがならないようだった。

　私の人形は、自分たちを侮ぶ辱じよくするものだ。凌りよう辱じよくするものだ。許せない、と。

　何とも散々な言いようだった。

　仕方ないので、人形を増やすしかない。質には数で対たい抗こうするしかない。人形の数を増やす、ひたすら増やしていく。ついでに、私の醜みにくい過去を知っている準精霊を片かたっ端ぱしから友達に変えていく。

　楽しかった。

　日々は愛いとしく煌きらめき、私は沢たく山さんの友達に囲まれて悠ゆう々ゆう自じ適てきに世界を支配する。

　他の領域には極力関かかわらない。私は私の箱庭で、私の人生を永遠に過ごすだけ。

　けれど、時折この領域にも異分子が訪おとずれる。戦うことが喜び、戦わないと生きていけない、そんな野や蛮ばんな準精霊どもが。

　捻ひねり潰すのは簡単だが、懸け念ねんが一つ。準精霊一人なら蟻ありのように踏みつぶせる、一〇人であれば子犬の首を捻るように殺せる、一〇〇人なら──こちらの犠ぎ牲せいを考えなければ勝てるが、負ける可能性が生まれる。

　一人一人の力は大したことがなくとも、それぞれの霊装、無銘天使といった能力行使を考こう慮りよすると、彼女たちの戦力は飛ひ躍やく的に向上するものだからだ。

　だから、殺し合わせることにした。

　報ほう酬しゆうは一〇〇人分の霊結晶セフイラの欠片。とはいえ、本当に授さずける気などない。

　勝利者は常に人形わたし。彼女たちは醜く、寄せ集まることもできずに自じ壊かいしていく。

　これで、ようやく安心して日々を送れる──安あん穏のんとした、夢のような日々を。




　……なのに、時崎狂三かのじよが現れた。




　あれは、あまりに魔ま的てきだった。偽にせ者ものだとわかったとき、どれほど安あん堵どしたことか。

　なのに、こともあろうに。彼女が連れていた、空っぽ娘エンプテイが本物の精霊だったなんて。

　間違えた。初手から全力で、あの無害そうな彼女を殺すべきだった。

　機会は幾いく度どもあったのに、それを見み逃のがした。

　だが、彼女もまた自分を見逃した。まだ、自分の手元には一五〇〇の人形ともだちがいる。来るがいい、時崎狂三。

　この領域を支配するのはこの私、〝人形遣いドールマスター〟だ。







「……見つけた！」「見つけた！」「見つけた見つけた見つけた！」「精せい霊れい！」「時崎狂三！」「戦わなきゃ！」「守らなきゃ！」「殺さなきゃ！」

　──遂ついに来た。

　一五〇〇対一、数の上では圧あつ倒とう的。質の上では絶望的。だが、数は常に質を駆く逐ちくする。ましてその質が、たった一ならば尚なお更さらだ。質が量を上回るには、その質が無敵でなければならない。

　そして、時崎狂三は無敵ではない。確かに傷を一いつ瞬しゆんにして塞ふさぐことはできる。だが、確かにあの一瞬傷ついた。

「……聞いて、聞いて、聞いて！　彼女は絶対じゃない！　彼女は無敵なんかじゃない！」

「そうだ！　アレは確かに災さい厄やくだ、どうしようもない絶望だ！　だが！　だがしかし！　抗こうすることはできる！　勝てる！　勝てるはずだ！」

　普ふ段だんは穏おだやかな朱小町の声は、無様なほどに甲かん高だかく、

　普段は凜り々りしいリュコスの声が、醜いほどに切せつ迫ぱくしている。

　だが、それでも人形たちは無銘天使を掲かかげて歓かん声せいを上げた。人形たちにとって、主人の言葉は絶対的だ。

「主あるじの命令です、殺して!!」

「主の命令だ、殺し尽つくせ!!」

〝人形遣いドールマスター〟の言葉に、人形たちは羽ばたいた。

　空を、陸を、建物を、埋うめ尽くすは一五〇〇の人形。

　そして。それに抗するはただ一人──時崎狂三。

「戦争開始。チャイムを鳴らすのよ」

「わかりました、ご主人様！」

　馬ば鹿かげた音量で、学校のチャイムが鳴り響ひびいた。




　　　　◇




　学校のチャイムが、鳴り響く──戦せん闘とう開始の合図としては、些いささか締しまりというものがないが良しとする。

「相手は一五〇〇、こちらは一人……」

　それも、良しとする。

　記憶はなくとも、何とはなしに理解しているのだ、自分が生きていることそのものがどうしようもない奇き跡せきで。

　いつ世界から消え去っても不思議ではないのだ、と。

「……おかしいですわね、泣いて怯おびえたくなるでしょうに」

　瞼まぶたを閉じれば、見えるのは一人の少年。

　一度あの人に聞いてみたかった。どうして、死ぬかもしれないのにその選せん択たくをするのですか、と。

　人は死ぬ。けれど、可能な限りその死を引き延ばしたいというのが人間の本能だ。

　死を望む人間とて、死をもたらす苦しみを取り去れば生を望むようになるだろう。

　……あの人は、そうではない。

　逃にげてもいい、縋すがってもいい、心折れたって、誰だれが非難するだろう？

　彼の周囲にいる女の子たちも、一度は思ったはずだ。

　今にも死に絶えそうなこの人は、どうして、まだここに佇たたずむのか。

　精霊たちにはあれが、良くないのだ。いや、良いのだけど良くない。傍かたわらにいてくれる、ただそれだけで──救われてしまう。

「……だから、わたくしまで泣いて怯える訳にはいきませんわ」

　自分には弾丸ちからがある。

　自分には〈刻々帝ちから〉がある。

　自分には〈神威霊装・三番ちから〉がある。

　短たん銃じゆうと長銃に影だんがんを装そう塡てん。霊装のリボンをきちんと結び、鏡でしばし自分の姿を確かめる。

「……よろしい」

　少なくとも、あの人の周囲にいる絢けん爛らん極きわまる精霊たちに負けてはいない。黒と赤ばかり、というのは重いのではないか、とも最近考え始めたけれど、白・白・白の甘ロリ路線に戻もどるのだけは嫌いやだ。

　そんな下らないことを思える自分に満足する。

　満足して、彼女は窓から外へと飛び出た。

　雨は止やみ、空は綺き麗れいな綺麗な夕暮れ。橙だいだい色いろの光が人一人存在しない空くう虚きよな街を照らし出していた。そして、そこかしこに潜ひそむ人形たちも。

　道路の真ん中に佇み、スカートの端はしを摘つまみ上げて優ゆう雅がに一礼。

　これより、

「それでは、皆みな様さま。救って差し上げますわ」

　世よ迷まい言を口にした時崎狂三に向けて、一五〇〇の人形が殺さつ到とうする。

　戦争デートの始まりは、人形たちの絶ぜつ叫きようだった。




「〈刻々帝ザフキエル〉──【一の弾アレフ】!!」

　瞬しゆん間かん的に加速する。一五〇〇の内、五〇〇の人形が速度に追いつけずに目を回した。残り一〇〇〇は、かろうじてその残像をガラスの瞳ひとみに捉とらえた。

　だが、残り一〇〇〇の内五〇〇は捉えただけでどうしようもないと理解できた。

　暴風のように駆かけ抜ぬける時崎狂三を捕ほ捉そくし、尚なお且かつ攻こう撃げき可能だった人形は残り五〇〇。

　内、四〇〇の攻撃はその一いつ切さいを回かい避ひされた。跳ちよう躍やく、回転、迎げい撃げき、加速、減速、眩げん惑わく、あらゆる行動で、狂三は傷一つつかずに道路をひた走る。

　そして、最後の一〇〇が残った。

「……！」

　狂三が立て続けに銃を撃うつ。一〇〇の人形はさ、とその弾丸を回避した。

「ボクのこと、覚えてる？」

「……覚えておりますわ」

　巨きよ大だいな虫眼鏡を持った人形の呼び掛かけに、狂三はわずかに顔を顰しかめて応じた。

「では、アタシは？」

「なら、私は？」

　その二人に対しても、苦い表情で頷うなずきを返す。

「あたしも覚えてるかい？」「わたしも、覚えてますか？」

　五体の人形が、彼女の正面に佇んでいた。

「シェリ・ムジーカ。土方イサミ。武下彩眼。乃木あいあい。砺波篩絵」

　仲間ではない、友人でもない、好敵手ライバルと呼べる存在ですらない。

　たかだか三日かそこら、殺し合っただけの冷れい淡たん極まる間あいだ柄がらだ。

　それでも、〝人形遣いドールマスター〟は期待したのだろう。わずかな時間ではあるが、交流したのだから精霊にも同情心があるのではないか。

　躊ちゆう躇ちよするのではないか、隙すきが生まれるのではないか。




　──確かに、同情し躊躇し、隙が生まれた。




　計算違ちがいは一つだけ。時崎狂三がわずか数時間前まで、空っぽ娘エンプテイだったことを忘れてはならない。

　彼女は人一倍泣き、笑い、怯え、そして何より準精霊たちに共感した。

「……そう、そうなの」

　無む邪じや気きに恋こいをしたい、と願った少女がいた。

　恋とはどんなものだろう、と憧あこがれた少女がいた。

　わずかではあるが、親しかったのだろうと思わせる少女たちも。自分の名前が気に入らない、とふて腐くされながら、それでも名乗り続ける少女も。

　──ああ、まったくもって自分には関係ない。

　関係のないことだが酷く気分が悪い。だから言って差し上げよう。

「わたくしをとことん怒おこらせましたわね、〝人形遣いドールマスター〟？」

　踏ふみ込むと同時に長銃を五体の内、一体の口こう蓋がいに突つっ込むとそれを勢いよく振ふり回し、道路に叩たたき付けると同時に引き金トリガーを引いた。

　ばかん、と一瞬で人形が破は裂れつする。

　人形に肝きもはない、汗かん腺せんもない。だが、恐きよう怖ふに凍こおり付くことはあるらしい。

「彼女たちをこれ以上、弄もてあそばせはしませんわ」

　殺すとも。

　殺すと決めたのだ。彼女たちを、これ以上穢けがさせはしないと決めたのだ。

　わたくしが決めたのだからそれは絶対だ。




　彼女たち五体の人形を鏖おう殺さつするまでに至る時間は、七七秒。時崎狂三は全力で彼女たちと戦い、弾丸を撃ちに撃ちまくった。

「彼女たちが時間を稼かせいでくれたわ！」

「そうだ、今こそお前たちの力を示せ……!!」

　朱小町とリュコスの指示が下る。

　九五の人形、四〇〇の人形、一〇〇〇の人形がこの機を逃のがすまいと殺さつ到とうする。時崎狂三は影に逃げることもなく、ただ真っ直すぐ正面を睨にらみ据すえた。人形たちは全すべて、彼女の背後に位置している。邪じや魔ま立だてするものは、もう何も無い。

「捉えましたわよ、〝人形遣いドールマスター〟」

「馬鹿な。捉えられてなど、いるものか……！」

　時崎狂三が立つ三〇〇メートル先、この区画の中心となるあの学校が存在する。確かにそこに、〝人形遣いドールマスター〟はいた。

　校舎の最上階で強力な霊れい力りよく圏けんに囲まれ、この戦争デートで唯ゆい一いつ安あん穏のんと生きていける、天国のような領域に。

〝人形遣いドールマスター〟がこの領域を支配するにあたって必要なものは何か？

　支配とは頂点であり、頂点に座した者は必ず高い場所にいたがる。それは、慎しん重ちようで臆おく病びような〝人形遣いドールマスター〟でも例外ではない。

　人形たちに、〝人形遣いドールマスター〟を守るように伝えたのは推測を確信に変えるため。

　案の定、人形たちは狂三がどの方向から来ても、あの建物を守れるよう配置されていた。

　建物の何処どこにいるかは問題ではない。そして、逃げる余よ裕ゆうも与あたえない。

「引き摺ずり下ろして差し上げましょう」

　大時計が駆く動どうする。影を吸い込んだ長銃で、真っ直ぐ狙ねらいを定める。様子を窺うかがっていた〝人形遣いドールマスター〟が戸と惑まどうほどに、その行こう為いに意味はなさそうに見えた。




「刻限ですわ、〝人形遣いドールマスター〟。〈刻々帝ザフキエル〉──【三の弾ギメル】」




　時間の引き金トリガーを引く。

　その弾丸は大通りの向こう側にある校舎──全ての出発点であった教室が存在した、建物の壁へき面めんへと撃ち込まれた。

　狂三の思おも惑わくは正しい。しかし、行為は正しくない。ビルに弾丸の一発を撃ち込んだところで、それが何になるというのだろう。

「……？」

　爆ばく発はつする訳ではない。校舎は泰たい然ぜんと佇んでいる。〝人形遣いドールマスター〟の安あん堵ども束つかの間、狂三が立て続けに建物に弾丸を撃ち込むに至り、更さらなる疑念へと変わる。

「【三の弾ギメル】」

「【三の弾ギメル】」

「【三の弾ギメル】」

「【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】、【三の弾ギメル】」

　人形たちが、ようやく彼女に追いついた。

　狂三に一体の人形がタックル、それを契けい機きとして雪崩なだれのように人形が押し寄せた。

　だが、狂三は体勢を崩くずし地べたに這はいつくばろうとも短たん剣けんを全身に突き刺さされようとも、まったく怯ひるむことなく、なおも長銃の狙いを定め──。

「【三の弾ギメル】──!!」

　撃った。




　めきり、と建物に異音が鳴り響ひびいた。

「な、に……？」

「何だ、これは……？」

　リュコスと朱小町の顔に不安が滲にじむ。

　それに応じるように、一四〇〇余りの人形に圧し潰つぶされる寸前の狂三が笑って応じた。

「【三の弾ギメル】は【一の弾アレフ】と同じく、加速の役割を担になっていますわ。ただし、役割が違います。【一の弾アレフ】が外的時間の加速なら、【三の弾ギメル】は内的時間の加速です」

【三の弾ギメル】の加速は内側、即すなわち撃たれた相手の内的時間を喰くらう弾だん丸がん。

　人間の肉体が瑞みず々みずしいのは精々が二〇代まで、それ以降は坂を転げ落ちるように「老化」していく。

【三の弾ギメル】はその転げ落ちる速度を速めるもの。

　人間ならば子供から老人に。樹木ならば、若木から老木へ。そして──コンクリートであるならば、頑がん丈じようなブロックから豆腐のような頼りなさへ。

　めき、めき、めき。

　人形たちは、呆あつ気けに取られていた。不ふ可か侵しんの塔とう、戦争デートが開かい催さいされる始まりの地。

　第一〇領域マルクトの繁はん栄えいを象しよう徴ちようするような、校舎が悲鳴のような音を立てている。

「あの校舎、新築でして？　だとしたら申し訳ありませんわ。あの建物は、つい先ほど築一〇〇〇年の建物に成り果てましたわよ」

　轟ごう、と音を立てて校舎が枯かれ落ちる。

　人形たちが狂三のことも忘れて悲鳴を上げる。無理もない。彼女たちの主人は、あの校舎の最上層にいる。

　だから、〝人形遣いドールマスター〟は逃にげるしかない。無様に、この空へと飛び出してくるしかない。

　だがしかし、倒とう壊かいする建物から〝人形遣いドールマスター〟は決して出てこようとしなかった。いかに準精せい霊れいといえども、最上階からなんの防備もなく転落すれば重傷は免まぬかれないはずなのに。

　にもかかわらず出てこないとすれば、それは──。




　　　　◇




　目が覚めると、体には傷一つなく。

　ただ、服が血ち塗まみれなのには驚おどろいた。髪かみの毛も、手も、足も、時崎狂三ではなくなっている。何処にでもいそうな、空っぽ娘エンプテイだ。

　朝の陽ひ差ざしが、廃はい工場に差し込み始めている。降りしきっていた雨はすっかり止やみ、一晩が経過したらしい。

「狂三さんは……」

　立ち上がる。外は恐おそろしいほど静か。人形も、準精霊も、誰だれ一人ひとりとして生きている者がいないように見える。

「空っぽの、街」

　悲しいほどに、この街は何もかもが空っぽだ。自分と一いつ緒しよで。

　……人形の姿が見当たらないことで、薄うす々うす感付いてはいる。でも期待はしない、単純に全てが終わり、自分が〝人形遣いドールマスター〟からも見捨てられただけという可能性だってあるからだ。

　自分に存在価値はない。

　生きていくだけの理由もない。

　だけどもし、まだ命があるのであれば結末は見届けなければならない。

　それは緋衣響の義務であり、責任だ。




　とぼとぼと一人歩き出す。目指すべき場所は、最初の邂かい逅こう場所。殺し合いのスタート地点、あの中央の校舎だろう。

　近付くにつれて、少しずつ状じよう況きようの異常さを知覚する。

「死体の、山だ」

　人形たちは、魂たましいが抜ぬけたように崩れ落ちていた。当然、一体残らず〝人形遣いドールマスター〟の兵士だ。

　死んでいる。

　外傷があるものもあるが、無い方が圧あつ倒とう的だった。

　鼓こ動どうが弾はずむ。

　校舎は完全に崩ほう落らくしていて。それはつまり──。

「狂三さん！」

　廃はい墟きよに腰こし掛かけ、退たい屈くつそうに足をぶらぶらさせる少女に呼び掛かける。振り向いた狂三は、わずかばかり落らく胆たんしているようだった。

「あら、生きていたんですの」

「いや、治してくれたの狂三さんですよね!?」

　狂三が放った弾丸は、復元を目的とする【四の弾ダレツト】。時間を巻き戻もどし、傷はおろか切断された腕うですらも修復する。ここで問題となるのは、響が巻き戻った場合はどうなるのか、という点だ。

　傷を治すだけならば、緋衣響は偽にせの時崎狂三に戻っていただろう。だが、これは巻き戻し。ぐるぐると肉体の時間を健全な瞬しゆん間かんまで巻き戻された響は、死ぬことなく元の彼女の肉体を取り戻していた。

「えっと、ありがとうございます」

「別に。ただの気き紛まぐれですわ。それより、ご覧くださいまし」

　素っ気なく狂三は応じると、瓦が礫れきの奥を指差す。

　響はそちらに視線を移動させ──目を見開く。

　そこには、横たわる少女。そして、それを守るようにしがみつく二体の人形がいた。

　朱小町と、リュコス。二体の人形だけが……生きている。

「そこに横たわる少女が、〝人形遣いドールマスター〟らしいですわ」

「……死んでいるんですか？」

「生きているのよ。残念ながらね。でも、指一本動かせないのよ」

　目をぱちりと開く。第一〇領域マルクトにて最強と謳うたわれる〝人形遣いドールマスター〟は、指宿パニエそっくりだった。

　少女というよりは、フランス人形のよう。

「た、戦わないんですか？」

「彼女は、動けないようですわ。わたくしのせいではなく、元々。恐らくこの隣りん界かいに来たときから、ずっと」

「じゃあ、人形だけで……!?」

「人形だけが、私の生命線だったのよ。私の人生は、彼女たちに掛かっていたのよ」

　憎にくむべき存在であるが、それでも同時に緋衣響は感かん嘆たんするより他ほかない。

　つまり、彼女は。このベッドに横たわりながら、人形だけを操作して第一〇領域マルクトの支配者ドミニオンに上のぼり詰つめたのか。

「え、でも。それじゃあ、どうして……？」

　逆に言うと、こうして姿を現した今となっては、響にも理解できる。彼女は無力だ。弾丸一発で、全てが解決する。

「……あなたを待っていたのですわ」

　狂三がため息をつく。

「わたし、を？」

　訳がわからない、と響は思う。狂三はひらりと彼女が眠ねむるベッドの前に降り立った。

　二体の人形が身じろぐ。怯おびえを隠かくせず、それでも決然とした表情で睨にらむ。

「わたくし、〝人形遣いドールマスター〟に恨うらみはありませんの。彼女のしでかしたことに多少の憤いきどおりはありますけれど、復ふく讐しゆうとなれば、殺すとなれば、話は違ちがいますわ」

　時崎狂三が、自分に求めていることを緋衣響は理解した。

「わたし、に？」

「ええ、復讐を望むなら。この引き金トリガーはあなたが引くべきですわ。その権利は、あなた以外にないのですから」

　親友を奪うばわれた。

　死しに物もの狂ぐるいで、復讐を果たそうとした。

　時崎狂三は、たまさかそのレールに乗っただけ。かりそめの客に過ぎないのだからと、本人は告げる。

「さあ、構えてくださいまし」

　狂三がそっと、短たん銃じゆうを響の手に持たせた。それから覆おおい被かぶさるように、狂三は彼女に寄り添そった。影かげがするりと入り込む。

「後は、あなたが引き金トリガーを引くだけですわ」

「好きにするのよ」

　くつくつと、〝人形遣いドールマスター〟は笑う。

「お願い、許して……許してください。わたしたちなら、幾いくらでも壊こわして構いません！」

「頼たのむ。止めてくれ！　……どんなものでも与あたえる。霊装、霊結晶セフイラ、何でもだ。第一〇領域マルクトの一部を、そちらの領地にしてもいい。そこで好きなだけ、思うがままに夢を叶かなえればいい！　我が主あるじに誓ちかう！　絶対に手出しはしない！」

　二体の人形が必死になって止めようとする。

　その縋すがるような必死さに、響は怯ひるむ──振ふり返ろうとするが、自制する。

　くすりと耳元で笑い、狂三は囁ささやく。

「……そうですわねぇ。もしかしたら、〝人形遣いドールマスター〟に罪はないのかもしれませんわ」

「あるのよ。罪は、あるの。そこを履はき違えないで、エンプティ。人形を増やしたのは、徹てつ頭とう徹てつ尾び、私の意志なのよ」

〝人形遣いドールマスター〟は敢かん然ぜんとした態度で、そう宣言する。

　引き金トリガーに引っ掛けた指に、力が籠こもる。

　そんな、憎ぞう悪おを煽あおり立てるようなことを言うな。

　引きたくて引きたくて仕方がないのに……!!

「お黙だまりなさいな、〝人形遣いドールマスター〟。彼女の判断に、余計な材料を付け加えないでくださいまし」

　ニヤリ、と〝人形遣いドールマスター〟は笑う。

　それで、煽られたのだとわかる。つまり、彼女にとって現状が一番苦しいのだ。

「狂三さん、背後の人形は──」

「全すべて、停止したままですわ。再起動は不可能なようですわね。霊結晶セフイラの欠片かけらが砕くだけ散っておりますわ」

　なら、残りの人形を倒たおせばそれが──一番の復讐ではないだろうか。

「……そう。復讐を目的とするなら、正しいのよ。それは、きっと」

「黙ってください！」

　頭が熱い、指先は冷えている、体が震ふるえて、上手うまく狙ねらいが定められない。

「どちらも正しいのですわ」

　狂三が囁く。

　その真しん摯しな囁きは、不思議と響の胸に染しみいった。

「引き金トリガーを引くことも、引かないことも。多分、彼女への報むくいとなるでしょう。ならば、大事なのは、あなたがどう感じるかですわ」

　彼女を孤こ独どくに突つき落おとし、絶望を味わわせる。

　……素す晴ばらしい選せん択たくだ。どんな準精せい霊れいも文句は言わないだろう。彼女に友達を人形にされた準精霊が、どれほどいるものか。

　だけど。

　だけど、それは──何故なぜだか、妙みように気分が悪い。

「……そっか。わたし、あなたを気の毒に思ってるんだ」

「同情なんて真っ平なのよ」

「いいえ、同情する。情けをかける、憐あわれむ。悲しいと思う。でも、だからこそ、わたしはこの引き金トリガーを引くの」

「……矛む盾じゆんしてるのよ」

「してないです。だって、あなたは、とても苦しそうだから」

　だから──もう、終わらせてあげないといけないのだ。

　誰も彼もが苦しみ、足あ搔がき、それでも戦い続けた。

　彼女は支配者ドミニオンとして、第一〇領域マルクトを支配し続けたがそれもまた戦いだ。

　一歩も動けぬ肉体で、人形たちを操作して、高みにい続ける。それはきっと、辛つらいことなのだと思う。

「わたしは、哀あわれみで引き金トリガーを引きます」

「……そう。最後くらい、憎まれたかったのだけど。仕方ないのよ」

　引き金トリガーは思ったより軽く、銃声は大きすぎて音というよりは衝しよう撃げきのようなものだった。

　最後まで彼女を守ろうとした人形が、瞳ひとみから光を失ってかたんと崩くずれ落ちる。

「殺しました」

「いいえ、違いますわ。あなたは、送ったのです。送るべき世界に。彼女が望んでいた暗黒に」

　そんなはずがない、と反論しようとして響は息を吞のんだ。

　朝日に照らされた、〝人形遣いドールマスター〟の顔は眠るように穏おだやかで。

　ようやく眠りに就ついた子供のようだった。

　記き憶おくが錯さく綜そうする。親友の仇かたきだった。彼女を殺すために、辛しん酸さんを舐なめ続けた。けれど、最後の最後で自分は彼女のためになることをした。

　なのに、不思議なほど後こう悔かいはない。悲しいほどに、これで良かったのだと心が理解している。親友が、親友がいたら、同じことをするだろうか、するだろうと確信できる。陽柳夕映は優やさしいから、必ずそうする。

　短銃を手放し、跪ひざまずいた緋衣響は嗚お咽えつした。それ以外に、この感情を発はつ露ろする方法が思いつかなかった。




　　　　◇




　──〝人形遣いドールマスター〟は死んだ。第一〇領域マルクトは最も早はや、誰だれのものでもなくなった。

　とはいえ、そのことをこの領域で生きる準精霊が知るのはもう少し先だろう。

　この領域を我が物顔で闊かつ歩ぽしていた〝人形遣いドールマスター〟の人形が、ただの一体も例外なく消えたことを知るのは。
















　緋衣響が呆ほうけたように呟つぶやく。

「……結局、生き残ったのはわたしたちだけですか」

「いえ、もう一人いらっしゃるようですわ」

　狂三がそう告げると同時に、巨きよ大だいな瓦礫が狂三目め掛がけて放ほうり投げられた。

　ため息一つ、狂三はその瓦礫を蹴けり飛ばす。

「乱暴ですわね、蒼ツアンさん」

「げ、生きてた!?」

　蒼はきょとんとした顔で狂三へ無造作に近付くと、すんすんとまるで犬のように匂においを嗅かぎ始めた。

「……あの、やめてくださいませんこと？」

　嫌いやそうに狂三が身をよじり、顔を逸そらす。

「驚おどろいた。皮を剝はがして入れ替かえたの？」

　蒼は響と狂三を交こう互ごに眺ながめる。確かに彼女からしてみれば、気絶してから起き上がるまでに時崎狂三とエンプティが入れ替わったのだから、無理もない。

「まあ、似たようなものですわ。よくお気づきになられましたわね」

「困った。どちらを潰つぶせばいいのだろう？」

　蒼は首を傾かしげる。

　何というか、レトリーバーのように大きな犬が不思議そうに首を傾げるとこんな感じになりますよね、などと響は微笑ほほえましく思う──内容は微笑ましくも何ともないが。

「気絶した時点で、敗北を認めてくださいませんこと？　蒼さん」

「……でも、貴女あなたと戦ってみたい」

　うずうずとした様子で蒼が言う。

「わたくし、死し闘とうに次ぐ死闘でボロボロですの。どうしても望むのであれば、また後日ということでいかがでしょう？」

「うぅ……」

　蒼は煩はん悶もんした末、おずおずと狂三に言った。

「ちゃんと戦うって……約束、してくれる？」

　狂三は満面の笑みで、小指を差し出した。

「ええ、ええ。もちろんですとも。ほら、ゆびきりげんまんですわ」

　蒼は照れたようにはにかみながら、小指を絡からませた。

（……約束守る気、これっぽっちもないな）

　響だけが、一人真実を見み抜ぬいていた。

　きちんと約束してくれたことで満足げに帰き還かんする蒼を見送り、狂三は営業スマイルを止やめて嘆たん息そくする。

「ああ、鬱うつ陶とうしいですわ……」

「約束守る気……ありませんよね、やっぱり」

「当たり前でしょう？　わたくし、ああいう体育会系っぽい方とは相あい性しよう悪いんですの」

「相性良い人、この世界に存在するんですか？」

　響が何となく言うと、狂三は無言で頭に拳こぶしをねじり込んだ。

「いたたたたた!?　ごめ、ごめんなさい、つい、つい！」

「いずれにせよ、わたくしはここを離はなれます。蒼さんとは、もう会うこともないでしょう」

「……あの、狂三さんはこれからどうするんです？」

　痛む頭をさすりつつ、響が尋たずねる。

「どうするって、決まっていますわ。元の世界へと戻もどります。あなたたちが彼方あちらの世界と呼ぶ、あの世界へ」

　狂三の心は決まっている。

　元の世界に戻らなくては、あの人に会えない。会えないのだから、会いに行く。

　ただそれだけ。

「そうですか……残念ですが、仕方ないですね」

「ええ、それで響さん。どうすれば、戻れますの？」

「……え？」

　きょとん、とした表情で響は狂三を見る。狂三もまた、きょとんとした表情で響を見つめている。

「あの、すいません。戻るも何も、彼方の世界の記憶なんてわたし、ありませんよ？」

「え、じゃあ戻るためにはどうすればよろしいんですの!?」

「ど、どうって……その……気合で？」

　がんばるぞぅ、という感じで両手でガッツポーズを取った響の頭部に、狂三は迷わず拳をねじり込んだ。

「イダダダダダダダ!?　いや知りません、本当に知りません！　そもそも、わたしが狂三さんを呼んだ訳じゃないんですよ!?　わたしは、ここで倒れていた狂三さんを見つけたんですから！　イダッ、イダッ、イダダダッ!!」

　それもそうだ、と狂三は納なつ得とくする。納得はしたが、腹立ちが収まらないので更さらに五分ほど彼女の頭に拳をねじり込んだ。

「あ、あの！　でも一つ、一つだけ彼方の世界に心当たりが！」

　響の言葉に拳をぴたりと止める。

「何ですの、それは」

「ええとですね。そもそも、ここは第一〇領域マルクトと呼ばれている訳でして、つまり残り九つの領域があるんです。領域のナンバーが一に近付くにつれて、彼方の世界へと近付くと噂うわさされてるんですよー！」

「……つまり」

「各領域は、支配者ドミニオンが確保していて領域同士の交流はほとんどありません。以前は、領域への不法侵しん入にゆうはそんなに難しくなかったんですが……」

「今は難しい訳ですわね？」

「そうです。その、つまりですね。第一領域まで辿たどり着くには、支配者ドミニオンと毎回毎回、お話ししなければ──」

「ふうん……『お話し』、すればよろしいんですのね」

「絶対話し合う気ありませんね!?」

「わたくし、間ま怠だるっこしいのは嫌きらいですの」

　古式銃じゆうを振ふり回し、狂三が笑う。

「そ、その、もう少し平和的にいきましょうよ！　わたしもついていきますから！」

「……は？」

　こほん、と咳せき払ばらいして緋衣響は居住まいを正した。

「わたしの復ふく讐しゆうは終わりました。つまり、もう何もすることがありません。でも、狂三さんについていきたいなー、ってわたしの霊結晶セフイラが囁ささやいているんです！」

　じっとりとした目で、狂三は響を見る。

「あなた、わたくしを騙だましておられましたわよね？」

「だ、騙しました……ね」

「わたくしの顔で、わたくしの声で、わたくしを散々コケにしてくれましたわよねえ？」

「そ、そんなことはないような……いえ、すいません。あります。でも、わたしの無む銘めい天使は人格ごとひっぺがす代しろ物ものなので、立場が逆ならやっぱり同じようなことを言っていたはず……いえ、何でもありません！」

「そんな悪あく辣らつ極きわまるあなたを、わたくしが、共に連れて行くと？」

「だ、ダメ……ですかね？　お役に立てると思う、の、です、が……」

　響はおずおずと、それでも目線を外さずに狂三を見る。

　……根負けしたのは、狂三の方だった。

「面めん倒どうですわね……。まあ、構いませんわ」

「やった！」

「その代わり、わたくしの役に立ってくださいまし。早さつ速そくですが、第一〇領域マルクトから離り脱だつするには、どこへ行けばいいんですの？」

「大だい丈じよう夫ぶです、第一〇領域マルクトの脱だつ出しゆつ口は知っています。ただ、わたしが知っているのは第九領域へと向かう扉とびらです。そこ以外は、知りません」

「……何にせよ、前に進めるならそれに越こしたことはありませんわ。それで、第九領域の支配者ドミニオンはどんな方なんですの？」

「そこまでは……ただ、一つだけ知ってることがあります」

「何ですの？」

「第九領域は、歌って踊おどれることが強つわ者ものの条件です。つまり──アイドルになりましょう、狂三さん！」

「なるほど、歌って踊れることが強さの条け──いや、ちょっと待ってくださいまし。あなた、今トンデモナイこと仰おつしやいませんでした!?」

「さあ、目指せアイドル！　大丈夫です、特に理由はありませんが狂三さんなら、きっと何とかなりますアイドル！」

「詳くわしい話をお聞かせなさい!!　アイドル!?　アイドルって、アイドルですの!?」







　時崎狂三は時と影かげを統すべる精せい霊れいである。

　隣りん界かいに墜おち、記き憶おくと記録を削けずり取られた彼女にただ一つ残されたもの。

　名も知らぬ男への思し慕ぼの情を抱かかえて、この隣界を踏とう破はする。

　恋こいをしている。

　恋をしている、叶かなわぬ恋、成じよう就じゆするはずもない恋をしている。




　傍はた目めには、奇き妙みように思えるのだろうけれど。

　成就できない恋のために、命を懸かけるのは愚おろかだと言うのだろうけれど。

　それでも、時崎狂三は──あの人に恋をしている。

　だから誰だれかに「あなたの夢は？」と尋ねられたらこう答えるだろう。




　──あの人と、またいつか、会えますように。




　少女はその一歩を、踏ふみ出した。








あとがき









「デート・ア・ライブ」ファンの皆みな様さま、初めまして。東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうと申します。

「『デート・ア・ライブ』のスピンオフを書きませんか」……と編集さんから言われた際は、割と衝しよう撃げき的でした。

　そも、面白いスピンオフとは一見の印象とは異なり、難しいものです。スピンオフである以上、当然ながら本家の設定に熟知していなければなりませんし、矛む盾じゆんがあってもいけません。ラブコメ物のスピンオフで誰だれかサブキャラクターを主人公にして……という、単純なものですら『設定は合っているのか？　時系列は正しく機能しているか？　本家と感情が矛盾していないか？』という疑問は終始ついて回ることになります。

　そしてこれが「デート・ア・ライブ」のように、組織設定を含ふくめたバトル物になると、スピンオフの困難さは更さらに加速します。

　ちなみにこの解決法は極めて単純で「スピンオフも本家の作者がやればいいのよ！」です。矛盾が発覚しても「すまん、ありゃウソだ」と言えば済むからね！　済むカナ？




　そんな困難の下で発動した「デート・ア・バレット」ですが、実のところその手の苦く悩のうはほぼ無む縁えんでした。

編集「時とき崎さき狂くる三みを主人公とします」

東出「人気ですからね、私も好きです。銃じゆう使いだし、時間操作するし、増えるし、エロいし、声も破は滅めつ的に愛らしい」

編「（全スルー）そして舞ぶ台たいは隣りん界かいです」

東「ああ、精せい霊れいがやってくる世界の……。本編だと、特に具体的な描びよう写しやがあった記き憶おくはないのですが」

編「はい、ありません」

東「なるほど、つまり……好き勝手にやっていいということですね！」

編「ダメですよ、橘たちばなさんがみっちり見張ってますので！」

　……とまあ、そんな感じで橘公こう司し先生がみっちり監かん修しゆうしてくださったので！　もし何か矛盾があったとすれば、それはその……平身低頭致いたしまする。




　隣界とは、かつて精霊たちが存在した場所。

　そして今は、誰のものでもなくなってしまった世界。精霊たちはみな、彼方の世界げんじつへと向かってしまった。

　残されたのは、この隣界に迷い込んだ少女たち──即すなわち、準精霊と呼ばれる者たち。

　このお話は、後に残された準精霊じゆうにんたちの世界で繰くり広ひろげられる、時崎狂三の道程です。

　お供のマスコットエンプテイを引き連れて、名前も分からない『彼』に会うためにひたすら突つっ走ぱしり続ける少女の物語です。

　ダントツで周回遅おくれであることは理解していて、それでも決して諦あきらめない。我わが儘ままで傲ごう慢まんで残ざん酷こくでけなげで愛らしい恋こいする乙女おとめ。

　それが本作の、時崎狂三です。




　もう一人、本作の狂きよう言げん回まわしである空っぽの少女エンプティ。

　夢もなく、目的もなく、未来もない名無しの女ノーバデイ。

　キャンキャンと騒さわがしく、的確にツッコみ無自覚にボケる。その癖くせ、何だか自分でもわからない、暗黒を抱かかえている少女。

　小説を読後に、このあとがきを読んでいる方ならば彼女が何者かはもうおわかりかと思いますが……果たして彼女が夢を叶かなえることができるのか、あとがきを先に読んでいる方は、ハラハラしながら読んでいただければ幸いです。

　そして二人を取り巻く、殺し合いデートの参加者。それぞれの願いや想いを抱いだき、儚はかなく散ってゆく彼女たち。ＮＯＣＯさんの美び麗れいなイラストもお見み逃のがしなく。どいつもこいつも主役張れそうに愛らしいキャラクターたちに、俺は何ということを……。




　最後になりますが、スピンオフを提案してくださった編集さんとそれにＯＫを出していただいたばかりか、「こういうのはどうでしょう」と面白いネタを放り投げて下さった橘公司先生、そして可愛い可愛い狂三を描えがいて下さったＮＯＣＯさんに、深くお礼申し上げまする。特にＮＯＣＯさんにはいきなり一〇人近いキャラクターデザインをブン投げるとか、これ刺さされても文句は言えない気がするのう！　しかも全員可愛い！　……何というか、ごめんなさい……本当にごめんなさい……。でも俺の責任ではないんです先生。橘くんがやれって言ったんですー（小生意気な小学生のようなツラで）。




　何はともあれ、次巻でまたお会いできますように！





東出　祐一郎　





































東出祐一郎

●ひがしでゆういちろう



シナリオライター。小説、ゲームシナリオ、マンガ原作、アニメ脚本など、など。

代表作「ケモノガタリ」（小説）「Fate/Apocrypha」（小説）「Fate/Grand Order」（一部シナリオ）

まさか「デート・ア・ライブ」のスピンオフに携わることになるとは、長生きしているものです……。

「デート・ア・バレット」、狂三を主人公とした隣界地獄（？）巡り。相変わらず硝煙と火薬漂う殺伐さ加減ですが、狂三の可愛い部分だけは外さないよう頑張ります……！


















カバー・口絵・本文イラスト／ＮＯＣＯ

カバーデザイン／草野剛










デート・ア・ライブ　フラグメント




デート・ア・バレット








東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう

原案・監修：橘たちばな 公こう司し
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